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　Mokuji







前日談


一章　素敵じゃないホリデイ

二章　クリスマス・キャロル

三章　All I Want For Christmas Is You.



引き出し奥の手紙


四章　ヤドリギの樹の下で



後日談

あとがき

電子特典キャラクターラフ

























　寒くはなかった。乾いた咳せきを打つ、ちょっと煙草たばこを吸いすぎた。

　窓の外、影を乗せて散らばる霞かすみ雲ぐもを、晩秋の太陽が黄金色に染めていた。

「ハッピーエンドってさ、どうしてハッピーなんだと思う？」

　木造りの椅子にゆったりと腰掛け、桃もも花か先輩が呟つぶやく。

　空調はむしろ暑いくらいだった。掠かすれた湯気の昇るホットコーヒーに口をつける。砂糖抜きのコーヒーは別に美味うまくなかった。

「そりゃ、幸せに終わればハッピーですよ」

「ってことは、物語は終わるから幸せなんだ」

「先輩は、今幸せじゃないんですか？」

「ううん、明日はちょっぴり曇りかな、って思うくらい幸せだよ」

「マタニティブルーでも感じましたか」

「やっぱり子供は三人くらい欲しいよね」

「そういう人生設計は彼氏としてくださいよ」

　言うまでもないが、飯いい田ださんは真面目なので就活目前の彼女を妊娠させはしない。

　非常に良好な関係を築いてる。それは結構なんだが、俺を巻き込まないでくれ。

「ちょっぴり久く瀬ぜくんの気持ち分かったかなって。今終わっても文句なしって言うか」

「はぁ」

「やっぱり、一番幸せなときに、終わりが来て欲しいなぁって」

　つまり先輩は今、幸せ過ぎて逆に不安らしい。この人いつも不安感じてるな。物理理論が進歩して俺たちの構成要素が膜の表面情報を映したホログラフィになっても、多分この人は大して変わらないんだろう。

「じゃあ先輩の明日は続きますよ」

「なんで？」

「飯田さんに今言ったこと伝えたら分かりますよ」

　先輩はよく分かっていないみたいだったけれど、こくりと頷うなずいた。

「そういえば、バイト、頑張ってる？」

「生きるためですから」

「周り若い女の子いっぱいで楽しいでしょ。彼女とかも出来ちゃったり」

「彼女なんて出来ませんよ。厨ちゆう房ぼうとホールじゃ顔も殆ほとんど合わせませんし」

「それだけ？」

「それに半分は高校生ですから。青少年健全育成条例には逆らえませんよ」

「真ま央おちゃんと、続いてるんでしょ」

　先輩は少しだけ嬉うれしそうに呟く。

　夏の終わったあの後、俺は多少なりとも関わった人たちには、結論だけ話していた。

　まぁ、ストーカーの付き纏まといが解決した、で済む話だ。普通喜ばれて然しかるべきだが、どいつもこいつも性格が悪い。

　桜さくら井いはストーカー事件以降、俺の個人情報を横流しする密売人の関係に陥っていたようで、細かい事情は知らないにせよ情も移ったろうに、聞くや否や笑い飛ばしやがった。

　そして先輩といえば、ロクに会ってもいないのに、やけに分かった風に笑うのだった。

　実際、ストーカーと喧けん嘩か別れだなんて、傍はたから見れば喜劇でしかないだろう。

「喧嘩して実家に帰ったって言ったじゃないすか」

「喧嘩したら仲直りするでしょ。だから」

「だといいですね」

「ほら、やっぱり好きなんでしょ」

　まだ好きかって、あれからもう三ヶ月も経たつんだぞ。

「…………先輩」

「どうしたの」

「十万あったら北海道行けますかね？」

「……バイト、頑張ってね」

　季節が移ろいでも、生活が変わっても、まだ変わらない。緩やかに続いている。

　悪態ばかりの手紙が届くたびに、彼女のことが思い浮かぶ。

　居心地は悪くなかった。もう会わないと決めてから絵本が届くまでよりずっと、いい方向に転がっていると思う。それは俺にとってだけじゃなく、真央にとっても。

　細ささやかだけれど、確かに幸せだった。身の回りの些さ細さいな出来事を書かき綴つづって、どれだけ嫌いかを共有しあう。花火の輝きは見えなくなっても、茜あかね色いろの思い出は残る。

「そういえば、クリスマス予定ある？」

「いえ」

「私はね、あるんだ」

　そう憎らし気に言って、先輩は嬉しそうに笑う。

　クリスマスはあんまり好きじゃなかった。




＊




　その日、俺は珍しく早起きしたので、気持ちのいい散歩に出かけていた。

　なんて落ち着いた朝だろう、伸び伸びとした晴れ空と肌を滑る冷たい空気、吐く息は白く、冬の到来を感じさせる。なんたってもう十二月だ。雪が降っても不思議じゃない。

　不思議なのは、俺はただ一人公園のブランコに座ってのんびりと、真央と再会する妄想をしていただけなのに、いつの間にか登校する小学生は消きえ失うせ、ふと時計を見たら一限の講義が始まっていることだった。どうも、俺は差し迫る現実から逃げすぎたらしい。

　慌てるな。慌てても何もいいことはない。当然走って向かったところで遅刻は遅刻だし、フランクリン教授は俺を責める。冷静になれ、四回まではサボっても単位は貰もらえるんだ。実際まだ三回、まだまだ余裕だぜ。

　しかし、どういうわけか、冬は寒い。指先が悴かじかむ。そりゃ朝っぱらから外にいたわけだし、多少唇が紫色に変色するくらいは仕方ない。だがそれでも、冬は少し寒すぎた。

　そこで冬空にめっきり冷えた思考の結果、俺は二限から講義に出ることにした。学校には冷たい風を遮る建物もあれば、暖かい風を送ってくれるエアコンもある。しかも授業料を払う限りタダ。利用しない手はない。大学生は大学へ。それが自然の摂理というものだ。

「単位を持ってない人間を、世間は大学生と呼ばんぞ」

　教室に入ると、桜井が眠たそうに悪態を吐つく。

「他人なんざ関係ねえ。俺がそう思えば証明されるんだよ」

「学生証で証明しろよ」

　ともあれ、教室はとても暖かく、非常に快適だ。文句の付け所がない。

　だがもう講義が始まる時間だというのに、どういうわけか俺と桜井以外に人が来ない。

「全員自主休講か？」

「なにせ教授までサボりだからな」

　ただの休講だった。というか、休講だと知っているのならなぜ桜井が来ているのか。

「俺はお前に会いに来たんだよ。お前なら必ず来るって信じてたからな」

　そんな歪ゆがんだ信頼はいらん、普通に連絡を寄よ越こせ。

「証拠を残したくなくてな。確認されると面倒だ」

「遥はるかか？」

「物分かりがいいな。本当に久瀬直なお樹きか？」

　知能指数で人を判断するな。

　桜井は椅子にもたれかかり、嬉しそうに話し始める。

「今日はなんと交際五周年の記念日でな、盛大にサプライズしてやりたいんだ」

「普通に祝う方が喜ぶと思うんだが」

「それじゃ普通の感動だ。俺には全力を尽くす義務がある……分かるだろ？」

　既に面倒だった。他人の順調な恋愛に首を突っ込むことほど、退屈なこともない。

　とはいえ、休講にもかかわらず出向いてきた熱意だけは買ってやってもいいと思った。

「まぁいいけど。なにすりゃいいの」

「伝言を伝えてくれりゃいい。後は流れに任せて上う手まく合わせろ」

　こいつ俺の柔軟性に期待しすぎじゃないか？　もうちょっと固めて来いよ。

「で、なんて」

「あぁ。ばんぷるむぅすで待ってると」

　ばんぷるむぅすとは、遥の働くメイド喫茶のことだ。それはいい。だが。

「記念日にあの女がシフト入れてるわけねえだろ」

　奴は三度の単位より桜井を取る女だ。交際記念日などと分かりやすい日を忘れているはずもない。

　しかし桜井は少し苦い顔をして、キレ気味に言う。

「逆だ馬鹿。どうしてもシフトをずらせねえからこういう手になったんだよ」

　彼女の性格なら、その勢いでメイドを辞めても不思議じゃないが、なんだかんだでメイドも捨てきれないようだ。桜井もそこのとこは尊重したいらしい。

「テーブルごとに専属のメイドがつくだろ、丸一日独占する」

　そこで考えたのが、客として遥を独占することだと。

　案自体はそう悪いもんじゃない。ただ、それを俺に話してることに引っかかる。

「そんなの自分から言えよ」

　この男、隠し事から面倒なことになったのを忘れてるわけじゃないだろうな。

　だが、どれだけ桜井が鳥頭であっても、遥に関連する物事を忘れるはずもない。

「いや、なに、そのことで今ちょっと喧嘩しててな。言い出し辛づらいんだよ」

　どうにも、彼には彼なりの事情があるようだった。

　概おおむね察しはつく。遥が二人きりがいいとゴネ、桜井が宥なだめる形で平行線を辿たどったのだろう。

　サプライズにも前置きを挟むあたり、割りと学んでいる。無む下げにするのも可か哀わい想そうだ。

「伝えるだけでいいんだな」

「なるべく自然に頼むぜ。六時には向かう」

　たかだか付き合った日にここまで労力を注ぎ込めるのは、偉いことだ。俺にはよく分からんが、喧嘩するくらいには大事なことなんだろう、多分。

　そういうわけで、隠おん密みつの命を下された俺は一人、オカ研の溜たまり場ば、ウェスト・カフェへ向かった。暗い木造りの店内、吊つられたランプ、ゆったりとしたアンティーク調のカフェ。いつものテーブルには、見知った部員の顔が二つあった。

「あ、久瀬。今日は朝早いね」

「おかげでフランクリン教授に説教されずに済んだよ」

　俺の言葉を疑うことなく明るく笑うのは、今秋留学から帰ってきた女、芹せり沢ざわ優ゆうだ。

　一回生の前期に数回会った程度で、再会しても顔と名前が一致しなかった。

　覚えていたのは妙にオカルトに熱心だったことと、連絡先も交換しないで海外に飛んで行った女がいたことくらい。

　同期の少なさを考えればもう少し交流があってもよかったんだろうが、あの頃の俺の精神状況とその後の出席状況を鑑かんがみれば、消えていったオカルト狂の存在を忘れるというのは、至極当たり前のことだった。

　ましてや海外へ一年学びに出て、なおオカ研に所属し続ける学習能力のなさの持ち主だ。あまり関わるべきではないだろう。

　が、しかし、帰ってきた彼女は意外にも、それなりの常識人へと変貌していたのだ。

「お前はいつも元気そうだな」

「そんなことないよ！　あたし、いま全然元気ないんだから！」

　そんなこと元気いっぱいに言われても困るんだよ。

　店員がやって来る。金がないので水だけ注文する。

「なんかあったの」

「感情移入してるの、共感ね。人が人として生きる上で当然の行為だよ。その結果、あたしはいまとっても悲ひ愴そう感に包まれているのさ！」

　後ろ向きに全力で生きてるなぁ。爽やかささえ感じるのはなぜなんだろう。

「ね、生きていたくないよね！　はるるん！」

　希望に満ちた絶望を語りかける先には、長い人生の負の部分を一身に背負ったかのようにうなだれる、はるるんこと上かみ代しろ遥が鎮座している。アメーバでももうちょっと将来に希望を抱いているだろう。
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　彼女は呼びかけられたことでようやく俺の存在に気づいたようで、顔を上げる。

「……直樹」

「どうした」

　彼女の声は今にも消え失せそうなほどか細く、霧のように淡く弱い。

　それからぼそりと呟いた。

「私、ゴリラになりたい」

「どうした!?」

「最強のゴリラになったら、きっと運命だって変えられるのに……」

　ダメだ、ゴリラになろうとした時点で運命を捻ねじ曲まげていることに気づいていない。

「芹沢、なにがあった」

「説明しよう。なんとね、桜井君と喧嘩しちゃったんだって。交際記念日なのにシフト入れられて困ってたのに、桜井君ケロっとしてて、カチンときてガーッなんだって」

　つまり、桜井が記念日を忘れているはずがなく、そのくせなおざりに扱うのが嫌らしい。けれど非は自分にあるからどうしようもないと。その葛藤の末、彼女は考えるのをやめゴリラになりたくなったようだ。崩壊寸前じゃねえか。

　だが問題ない。俺に課せられた使命は、別に彼女のゴリラ願望を防ぐことではない。

「そんなお前に桜井から伝言だ」

「伝言？」

「ばんぷるむぅすで待ってる、だと」

　これで俺の仕事は完了した。これによって、二人はメイド喫茶で運命的な出会いを果たすことになる。我ながらいい仕事をするなあ。

「……そっか」

　遥は伝言に納得したのか頭をもたげ、いたく晴れ渡った顔で抹茶ラテを飲み干す。

「…………私、今日、バイト休む」

　そう言い残して、彼女はウェスト・カフェを去っていった。その後ろ姿には、哀愁ではなく、どこか憑つかれたような決意が漂っていた。

　一体どのような思考の結果、バイトをサボる結論を出したのかは、俺には分からない。あるいはゴリラがメイド服を着ているところを最愛の人に見せたくないという良心ゆえか。それとも、俺のために辞めてくれとでも言わせたかったのか。

「芹沢」

「どしたの」

　たとえばだ。俺が知っている事情を説明してやれば、この場はそれなりに纏まとまるだろう。

　桜井はばんぷるむぅすでサプライズを用意しているし、このままメイド喫茶で待っていても遥は来ない。それを互いに伝えれば、たちどころにすれ違いは解決する。

　それはきっと、二人にとっては悪くない話だ。しかしだ。

「なぜ人は、過ちを繰り返すんだろうな」

「……さぁ？」

　あいつらがどうなろうが知ったことか。いちいち連絡するのも面倒くさけりゃ、そんな義理もねえ。俺は悪くない、喧けん嘩かして隠し事した奴とバイトサボる奴が悪い。

　なにより、どれだけ関係性が拗こじれようが、どうせ一週間もしないで回復するんだ。一々構ってやる方がバカバカしい。

「にしても、本当に行っちゃったね」

「そうだな」

「ふ、二人だね」

「一人になりたいか？」

「……化粧直してくる」

　そう言って芹沢が席を立とうとしたとき、部長が陽気にぶらりとやって来た。

「あれ、君たち二人だけか」

　部長は昼時だというのに集まらないサークルの現状をキョロキョロと見回す。

「さっきまで遥もいましたよ。ゴリラになるって帰りましたけど」

「まぁ、帰ったんならいいや。二人いれば十分だし」

「なになに、なにか話あるんですか？」

「トイレ行かねえの？」

「化粧直し！」

　芹沢はプンプンしながら席に座り腕を組む。結局行かないらしい。

　すぐ出るからと注文もせず、部長は少し早口に話す。

「そろそろ新しい部長を決めたくてさ。二回生から部長と副部長、適当に選んどいてよ」

「はぁ」

　すげぇどうでもよかった。ただでさえオカ研に興味ないのに、その部長って。

「部長って、なにやるんですか」

「やることなんてないよ。僕でも出来るくらいだから」

「じゃああたしでも出来ますね！」

　なぜナチュラルに部長の上を行ってるんだお前は。

　部長も構うことなくスルーして、業務内容について適当に話していく。

「……後は、部長会議に出席するくらいかな」

「部長会議？」

「新しく部長になった人たちの懇親会だよ。酒飲みながら世間話するだけの」

　他のサークルとの交流を深めることが目的らしい。オカルト研究会がテニスサークルと交流を深めることでなにが生まれるかは謎ではあるが、ともかくそういうものらしい。

「それで、いつまでに決めればいいんですか？」

「部長会議が24日だから、それまでに決めてほしい」

「へー……」

　…………ん？

　ちょっと待て。今さらっと流したが、24日？

　今月の24日と言えばそれって……

「クリスマスイブじゃねえか！」

　頭悪いんじゃねえのか!?　なんでクリスマスにそんなくだらねえ飲み会参加しなくちゃならねえんだよ。

「年末に冬休み入るんだから、ズラしましょうよ」

「なに、予定あんの？」

「…………ないですけどぉ！」

「いいかい、よく聞くんだ。これは部長会議発足まで遡る、とある伝統ゆえなんだよ」

　伝統？　そうか、流石さすがになにか重大な、クリスマスでなければならない理由があるのか。

　クリスマスに悲劇の死を迎えた恋人を弔うためとか、そういう感じの。

「そう……物語は今から二十七年前、クリスマスに予定の詰まったリア充を引き裂くため、三人の男たちが立ち上がったところから始まるんだ」

「クソ野郎共の集まりかよ！」

　なにが懇親会だ。明らかに負のオーラに満ちてるじゃねえか。

「部長になったとして誰がそんなところ行くんだよ。サボるに決まってんだろうが」

　俺の発言に、部長は無言で指を七本立てる。

「なんすか、それ」

「部長会議に不参加を決め込んで、大学にいられなくなった人間の数だよ」

「………………」

　なにがなんでも幸せな人間をゴミ溜ために引ひき摺ずり込もうという意志を感じる。強い。

　ほんと、大学生にもなってなにやってんだか。もっと将来を見据えろよ。

「特に今年は冷えるからね。保もって一週間ってところかな」

「法に触れるようなことは……」

「あるだろうねぇ。まぁ、行けばいいんだよ。行けば」

　治外法権を認めやがった。なんで二十七年も続いてんだよ。

「予定がないのなら心配することはない。真性のゴミには入れない場所だ」

　とはいえ、会議の歴史上、クリスマスに予定のあるカップルが選ばれがちなのは想像に難くない。もうちょっと真面目に部長を選ばなくていいのかと疑問も浮かぶが。

「そういえば、部長は部長ですよね。おかしくないですか？」

　部長に彼女がいない前提で話を進めるのはやめろ。

　だが確かに、部長は見るからにモテなそうなオーラが凄すさまじい。なぜかサイズ上の原色チェックで萌もえ袖を演出する姿勢は、それだけで吐き気を催すほどだ。

「立候補したんだよ。僕が、自分から」

「どうして」

「桃花君に頼まれてね。どうしても、と」

「あっ……」

　そうか、この人も、俺と同じように……

「愛する人の大切な日には、笑顔を守ってやりたいからね」

「部長！」

「あの、部長会議って、部長以外は出席できないんですか」

　感動に打ちひしがれ抱き合う俺たちをよそに、芹沢は少しピリリと言い放つ。

　というか部長以外って、わざわざ地獄へ向かう人数を増やして何に……

「……桜井と遥か」

　仮に二人のどちらかが選ばれる事態になったとしても、部長以外も行けるなら、二人きりではないとはいえ、クリスマスイブを一緒に過ごすことができる。

　だが幸せな奴らを引き裂くために生まれた会議にそんなことあるはずが……

　そう思ったところで、部長はにんまりと微笑ほほえむ。

「いいところに気づくね。うん、部長のみ出席が義務付けられているんだけど、とある事情から、副部長までは参加の権利が与えられてる」

　それはどういうわけか、明らかにそれまでの前提を覆すような条件だった。

「代が進むにつれて会の性質も少しずつ変わっていってね、本来の目的を忘れて、あまつさえ部長会議に出会いを求めようとする愚か者まで出てきたんだ。副部長参加の権利は、そのための抑止力っていうか、見せつけっていうか、まぁ、必要悪なんだ」

「そこで新しい生いけ贄にえを用意するあたり、もう救いようがないですね」

「なんにせよ君たちには縁のないことだったかな。じゃ、クリスマスまでに頼むよ！」

　ビシッと指を立て、黒縁眼鏡をクイと直しながら、部長は水だけ飲んで帰る。

　部長が去った後、すっかり冷めたコーヒーに口をつけて一息つく。

「……部長会議か」

「二回生、四人しかいないけど、大丈夫かな」

「夏まではもうちょっといたんだけどなぁ」

　工く藤どうも佐さ々さ木きも松まつ村むらも、九月に一気に辞めた。理由はシンプルで、桃花先輩に彼氏ができたという確たる情報がサークル全体に流れたことによる世界恐慌の発生である。資本家が損切りするように、奴らは早々に見切りをつけて消えていった。

　結果として、残ったのは俺と桜井と遥、そして帰ってきた芹沢だけだった。

「……って言っても、あたしか久瀬のどっちかだよね」

「芹沢は、クリスマス予定とかあるの」

「あたしなんかに彼氏がいるわけないじゃん！」

「何にキレてんだよ……」

「それで、どっちが部長と副部長やる？」

「なに、お前行く気か？」

「だって、飲み会なんでしょ。家に一人でいるより楽しいと思うんだけど」

　そういう考え方もあるのか。悲観的かと思えば案外ポジティブ思考な奴だな。

「あーでも、だったらあたしは副部長がいいなぁ」

「なんで」

「そしたら直樹付いてくるでしょ。一人より二人だね」

　自爆テロにしか聞こえないが、なるほど確かに、苦しみは分かち合えとの格言もある。

「まぁ、そうだな。桜井たちに押し付けられないんなら、二人で行くか」

「うん。えへへ」

　ともかく芹沢も候補から外れない。俺も予定などないが、出来る限り避けたいものだ。

　芹沢はカップの底に溜まった濃い味のコーヒーに、倦けん怠たい的な横顔で窓の外を見つめる。

「……でも、そっか。もうそろそろクリスマスなんだよね」

　視線の先を辿たどると、駅前だけあってちらほらとイルミネーションが飾られていた。

「嫌な思い出でもあるのか」

「久瀬にだってあるでしょ。クリスマス直前に振られたとか、なんとか」

「……話したか？」

「覚えてない？　アポロ八号は大おお噓うそ吐つきだって」

「………………記憶にねぇな」

　だが確かに、クリスマスにいい思い出はない。男のプライドから家族に「今日は遊んでくるから」と伝え、一人手を繫つなぐ男女を傍はた目めに冬の街を彷徨さまよったことが四度ほどあるだけだ。足は痛くなるわ寒いわ物価は高いわで、クリスマスに出歩くことにメリットはない。

　芹沢は終末論の悲しき事件について思い出し話す。一から十まで話したらしい。

　まぁ、伊い藤とうの話なんざ今となってはただの黒歴史、露骨に隠すほどでもない。

　むしろ笑い話としては上々だ。当時の俺も、打ち明け話としてクリスマスの惨劇を語ったんだろう。

　芹沢は俺の黒歴史を暗唱し終え、あーあとテーブルに突っ伏す。

「あたしにも、似たような経験あるからさ。あんまり好きじゃないんだよね、クリスマス」

「振られたのか」

　足を蹴られた。悪かったよデリカシーなくて。

「待ち人来たらず……かな」

「そりゃ大凶だな」

「今年も来ないのかなぁ……」

「彼氏いないんなら来るわけねえだろ」

　俺が現実に即した言葉を投げかけてやると、彼女は声にならない嘆き声をあげた。

　三限ということでバタバタと人が出ていく。時計を見ると、もうじきバイトの時間だった。

「バイト、ほどほどに頑張ってね」

「あぁ。あ、そうだ」

「なに」

「化粧直さなくてよかったのか」

「……もういいの！」

　なぜかカンカンの芹沢をスルーしつつ、俺は水だけ飲んで、席を立つ。

「行ってらっしゃい」
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「お帰りなさいませ、ご主人様！」

　フロアの向こう側から聞こえてくる媚こび諂へつらいまくったアニメ声。通りに面した明るく楽しく綺き麗れいな装いはどこへやら、人目のつかない厨ちゆう房ぼうは社会の負の部分を凝縮したかの如ごとくごった返している。

「おい久瀬！　紅茶遅おせえぞ、なにやってんだ！」

　なぜ俺がメイド喫茶などという不毛極まりない職場で働いているのかと問われれば、全ては悪質な斡あつ旋せん業者の仕業と言わざるを得ない。




『私の叔お父じさんがね、個人経営でバイトを募集しててね、時給１６００円』

『おぉ！』

『遥ちゃんにも私から紹介したんだけどね、雰囲気もアットホームですごくいいんだって』

『でも、メイドですよね。やっぱり俺にはちょっと……』

『大丈夫だよ。男の子は厨房でメニューをチンするだけの簡単な仕事だから』

『いや、でも、やっぱり』

『久瀬くん！』

『はい！』

『…………頑張ろう？』




　そうして、俺は頑張ることにした。時給１６００円はメイドのみに限られ、男は最低賃金で扱こき使つかわれようが、三国志の如く乱立するメイド同士の派閥争いに巻き込まれようとも、あまりに劣悪な労働環境に次々と他の男性バイトがいなくなったとしても、桃花先輩たっての頼みとあらば、それはもう頑張らざるを得ない。

　なにより金がない。辞めて別のバイトを探している余裕がないのだ。

　だから俺は今日も生きるため、メイド喫茶の便所掃除に励む。それが仕事というものだ。

「おい久瀬！　ミカンちゃんが来てねえぞ、どうした！」

「ゴリラになるって自分探しの旅に出ましたよ」

「ふざけるな！　仕事を舐なめるんじゃねえ！」

「俺に言わんでください！」

　なにが記念日だ、恋愛にうつつを抜かしてる暇があったら、労働に従事すべきだろうが。憲法にも聖書にもそう書いてある。やっぱ世界は愛なんだよ、愛国心が全てだちくしょう。

「おい久瀬ぇ！」

「さっきからなんすか！　こっちは時給８３０円で必死こいて働いてるんですよ！」

「ホールでトラブルだ。行ってこい」

「かしこまりましたぁ！」

　メイド喫茶は、他の飲食店に比べてもトラブルが多い。金を払わず写真を撮ったり、金を払わずメイドに触ったり、金を払わずメイドに愛を求めたり。ばんぷるむぅすに金を持たない者はいらない。そのような超資本主義的営業方針によりこの店は成立している。労働者に還元されないあたりも非常に革命的だ。

　だが問題を起こすのはなぜかちょっぴり怖い人が多い。基本的に従順な子羊ばかりの客層だが、見えそうで見えない絶対領域に催してしまうのか、あらあらと言わんばかりに執しつ拗ように追いかける。

　店長はいかつい顔つきのくせ非常に慎重な性格なので、問題の解決は大概俺に一任されている。こういう店にはバックに怖い人たちがついてるのだと思っていたがあいにくと、ばんぷるむぅすはとっても健全な経営体制をしているのだった。

　ため息をつきつつ、なるべくゆっくりホールへ向かう。頭の悪い声が聞こえてくる。

「だから、俺はミカンに会いに来たんだよ！」

「……いない」

「いないじゃない！　俺はあいつのシフトは全部知ってんだ！」

　桜井だった。何も知らずのこのこいらっしゃっている。可哀かわい想そうに。

　しかし、今俺とあいつは友人ではない。問題を起こす客と、店長から全権を一任されたエキスパートスタッフがいるだけである。私情を挟むようではプロとは呼べない。

　そこで俺は普段通りの対応を試みる。

「お客様。どうかなさいましたか？」

「あ、直樹。ちょうどいい、遥を呼んでくれ。このメイドが噓をつくんだ」

　彼はどうにも現実を直視できないでいるらしい。自分の目で見るまで信じようとしない彼のスタイルは、この場においてはクレーマー以外の何者でもない。

「噓なんて、ついてない」

　桜井の言葉に誘発されるように、隣のメイドが言い返す。

　見ない顔だった。初めてシフトが被かぶったか、新入りか。なんにせよ厄介ごとを増やすのは勘弁願いたい。

「ちゃんと伝言を伝えたんだろうな。なあ」

「……遥なら休みだ。お前の伝言を聞いて吐き気がしたんだろうな」

「どういうことだ、説明しろ」

　聞かれた通り、俺は知っている情報を話してやる。彼女がゴリラになりたがっていたこと、喧けん嘩かしたのを悔やんでいること、伝言を言うとバイトをサボると去っていったこと。

「俺は……俺はいったい、なにを間違えたんだ」

　桜井の顔がみるみる青ざめていく。無理もない、彼は彼なりに最善を尽くしたのだ。

「そう気を落とすな。まだ月は昇っている。今からお前が迎えに行けばいい」

「そうだ、遥はどこへ？」

「多分アフリカのジャングルに」

　言いかけてる最中にフルスイングでビンタされた。悪かったよ、ちくしょう。

　桜井は猛烈な勢いで電話をかけるも、どうも繫がらない様子だった。

　その間、少しヒリヒリする頰ほおをさすっていると、メイドが声をかけてくる。

「大丈夫？」

　キンキン声の多いメイド喫茶ではあまり聞き慣れない、平へい坦たんな声だった。それでも気遣っているのは分かる優しい声色だった。

「かなり痛いな。アンタは叩たたかれなかったか？」

「うん。でも」

「なに」

「ちょっと、怖かった」

　なにガキみたいなこと言ってんだと思ったが、よくよく考えてみれば、この店のメイドの過半数は高校生、ガキなのだ。多分に漏れず彼女も高校生だろう。女子高生といえば朝日が昇るだけで起床を怖がるお年頃だ、無理もない。

「後は俺が処理しとくから下がっていいよ」

「……うん」

　無表情にこくりと頷うなずき、口数の少ないメイドは奥へと逃げていく。

　気づけば桜井は電話を終え、世が世なら魔王に堕おちてそうなほどの絶望を抱えていた。

「あまり落ち込むな。元気出せよ」

「……遥はな、温和で繊細な心の持ち主なんだ。果物が好きでな、特にみかんなんて、源氏名に使うくらい気に入ってたんだよ。くそ、優しすぎるんだ、あいつは」

　聞けば聞くほど俺の知るゴリラの生態に近しいんだが、いい加減なんとかしなければ。

「桜井」

「……なんだ」

　ただ俺には、二つの確信があった。

「お前は、馬鹿だ。一番大切なことを忘れている」

　一つは、上代遥は桜井明あきらと同じくらいの馬鹿だということ。

「なんだよそれ」

　何を言うべきか分からず、俺はとりあえず適当にいい感じのことを言うことにした。

「それは……お前自身で見つけるものさ」
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「……なるほど、そういうことか」

　分かったのならそれでいい。他人から教えられたことに価値はない。

「俺は、忘れていた。俺の望みは、あいつの笑顔なんじゃない。そして泣いている顔でもない。ただそばにいて横顔を見る、それが俺の真実の思いだったんだ！」

「その通りだ桜井。俺の言いたいことをそこまで。もう言うことは何もない」

「俺はこれからあいつを探す旅に出る。きっと、見つけてみせるさ」

「あぁ、ちょっと待て」

　奮起に燃え今にも飛び出さんとする桜井を制止し、そっと手を差し出す。

「なに」

「入国料、五百円」

　二度と来ねえよと徐々に小さくなっていく叫びをあげながら彼は走り去っていった。

　ようやく安寧が訪れた……そう思った矢先、かららんと鈴の音が響く。

「ごめんなさい！　メイクに時間かかっちゃって！」

　入ってくると同時に叫びをあげて現れたのは、ばっちり完璧な格好をした、それはもう彼氏とのデート専用の顔つきの、無断欠勤のサボり野郎だった。

「……お前、スマホは？」

「え、あ、慌てて忘れたみたい……ってあれ、明は？」

「さっさとメイド服着ろ、仕事だ」

「………………明はぁ？」

　もう一つの確信は、この女はなにが起きても桜井とのデートを放棄することはないということだった。すまない桜井、俺は友情よりバイトを取るんだ。そう、生きるためにな。
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　十時には閉店時間になり、遥は着替える時間もないとメイド服姿で桜井の下へと駆けていった。明日あたり近隣で泣きそうな顔で全力疾走するメイドが話題になるかもしれない。

　俺は面倒な派閥争いに巻き込まれないためにも、人が少なくなってから、いつものようにスタッフルームで着替えてから店を出る。一人の女の子が店の前で突っ立っていた。

　さっきのメイドだった。学校帰りで直接来てるのか、セーラー服にカーディガンだった。

「お疲れさん」

「……お疲れさま」

　今日はいつにもまして疲れた。それに日に日に寒くなっている。こういう日はシャワーだけじゃなくて、湯船にまでゆっくり浸つかって温まりたいものだ。

　足の指先の感覚がないので、試しに踵かかとだけで歩いてみようとしたときだ。

「あの」

　振り返ると、女子高生。丁寧に揃そろった前髪、細い手足、雪みたく真っ白な肌、でかい胸。

　そして、なにを考えているのか窺うかがうことのできない、眠たそうな目つき。ぱっと見ただけでも、目の周りにうっすらと隈くまがある。勉強とバイト続きで寝不足なんだろうか。

　話しかけられたとあれば、無視するのはよくないことだ。

「誰か待ってるのか？」

「うん」

「眠いんだろ、今日は帰ったら」

「もう帰る」

　仕事外でも言葉数の少ない奴だった。いや、眠くて思考能力が低下しているのかもしれん。待ち人来ずして帰ろうとするほどだ、寒さも相まり、とても疲れているのだろう。

　しかし、彼女は思考能力の低下ゆえか、よく分からないことを口走る。

「あなたを待ってた」

「……なんで」

「名前は」

　微妙に会話が成立していない。コミュニケーションが得意じゃないんだろうな、きっと。

「久瀬直樹」

　俺が言うと、彼女は三歩分離れたところから、じっと俺の目を覗のぞき込み、小さく頷く。

「やっぱり。話に聞いた通り」

「だから、なにが」

「すごく平凡。目が腐ってる以外、とりたてて特徴がない」

「………………」

　誰だこの女に告げ口した馬鹿は。なんだ、喧嘩売られてるのか？

「わたしはリンゴ。リンゴちゃんでいい」

　自己紹介で源氏名を語る彼女は、明らかに頭の弱い女の子だった。あるいは女子高生の平均値はそんなものなのかもしれないが、セーラー服に特別興味はない。

「……あの、リンゴちゃん」

「うん」

「寒いから、もう帰っていい？」

　リンゴちゃんは返事の代わりか、表情を崩さない。

「聞いてほしいことがある。まだ帰らないで」

「また今度じゃダメなのか」

　どうして俺はこうも変な女に絡まれるんだろう。

「二人きりじゃないと、話せない。とてもデリケートな話」

「話って？」

「わたしの昔話。あなたに、聞いてほしい」

　…………なるほど、な。

　この女はヤバい。初対面の男に唐突に自身の過去を語りだそうとするメンタリティは、少し俺の範はん疇ちゆうを超えている。

　帰ろう、今すぐに。

「分かった。ただ、今日はちょっと体調が悪いんだ。また今度、ゆっくり話してくれ」

「……仕方ない」

　妥協してんのはこっちだよ。

「じゃあ、はい」

　そう言って、リンゴちゃんは学校指定のバッグからスマホを取り出す。

「ライン、交換。あなたはグループラインに入ってないから、分からない」

「…………俺、煩わしい人間関係が嫌いでさ、バイト先じゃ連絡先は教えないことに」

「大丈夫。他の人には教えない」

　結局、粘っても押し門答が続くだけだったので、渋々ラインを交換する。ラインの名前までちゃっかり『リンゴ』になっている。

　いや、何事もポジティブに考えろ。真央の例を思い出せ。

　実際、状況はあのときと酷似している。頭のおかしい美少女との連絡先交換。下半身で物事を考えれば、羨んで然しかるべき事態のはずだ。

　そう、可愛かわいければ問題はない。多少寝不足で隈があっても、リンゴちゃんはよく見なくても美人さんだ。その上若い、女子高生などという最強のステータスも保持している。青少年保護育成条例も、結婚を前提にお付き合いすれば何も問題は起こらない。

　あぁ真央、浮気じゃねえんだ。ただ俺の下腹部は誠実というだけなんだ。

　連絡先の交換を終え、木枯らしが冷たく吹き付ける。乾いた風の音が赤ずんだ頰を擦る。

「んじゃ、気を付けて帰れよ」

「うん……あと」

　まだあるのかと振り返る。リンゴちゃんはちょっぴり寒そうに縮こまって、ゆっくりと白い吐息をつき、凛りんと張る冬の空気に伝わるよう、微かすかに揺らいで呟つぶやく。

「ありがとう」

「……どういたしまして」

　久しぶりの感謝の言葉に呆あつ気けにとられつつ、帰路に就く。

　変わらない六畳一間のアパートに着き、縁の錆さびた扉の鍵を開ける。真っ暗な玄関に明かりを点つけて、誰もいない部屋に服を脱ぎ捨ててシャワーを浴びる。肩まで湯船に浸かると、指先の痺しびれが薄れていく。お湯は薄白く濁っていた。温かかった。

　毎日が忙しく過ぎていく。置いていかれないよう精いっぱい走って、なんとかその場に留とどまり続けられる。気づかない間に窓の外の風景が変わっている。群青色の夏空は薄く延びてぼやけた冬専用の灰色になっていて、奥行き豊かなわた雲の影は、小さく透けるうろこ雲に取って代わる。

　明日もきっと少しずつ、緩やかに変わっていくんだろう。居心地は悪くなかった。

　終わりのない、どこまでも続く日常の延長戦。それが今の俺の現実だった。

　そして変わらない俺と彼女の関係性。俺はそれなりの生活を取り戻し、彼女は絵本を描く。いつ帰ってくるのか、そもそも帰るメドはあるのか、その必要は。

　曖昧な危うさはあれど、続くところまで続く。

　俺は彼女のことが好きだった。好きでいれば、終わらないように思った。

　あれから三ヶ月。もうじき、クリスマスがやって来る。

　バチン、と音が鳴った。それは当然のことながら終末を告げるアポカリプティックサウンドなんかじゃなく、単にブレーカーが落ちただけ。冷たいシャワーが降り注ぐ。

　季節が移ろっていく。ちょうど、途切れのない水平線と夕焼けの揺らぎみたいに。

　唐突な温度差に心臓が鳴る。風呂を出て、それとなくポストを確認しに部屋を出る。

　今日も手紙は届いていなかった。これで一週間、体が冷えるにつれ、毎日思う。

　俺は真央に会いたかった。
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「ヤドリギの樹きの下で、待っています」

　──ヤドリギとは、他の樹木に寄生して成長する常緑低木。この辺りでは時期になると駅前の噴水広場にツリーが立てられ、枝葉にヤドリギが装飾される。その他の大切な要素としては、古来よりクリスマスとヤドリギには密接な関わりがあるということがある。

「……由ゆ依いちゃん」

「なにさ」

「俺とクリスマスを過ごしたいのか」

　ついさっき、俺の家の周りでウロウロしている少女を見かけ、長い間外にいたのか、手の甲がほんのり赤く滲にじんでいたので、コンビニで適当な肉まんを買い与えてやったところ、褒美をやろうと言わんばかりに胸を張って、少女はかしこまって話し始めた。

「なに、私とデートしたいの」

「悪いか？」

「…………げー」

　休日とはいえこの季節だ、いつもの公園にも人影は少ない。

　だからと言ってそう易やす々やすと防犯ブザーを鳴らさせるほど馬鹿ではない。俺は学んだのだ。真に女子小学生と触れ合いたいのなら、まずは信頼関係を築かなければいけない。

「もー、ほんと気持ちわるい。お兄ちゃんなんで生きてるの？」

　なので、たとえ少女に生きる意味を問われたとて、俺は優しく笑い返す。舌打ちされた。

　持つ手が熱いのか、由依ちゃんは肉まんを膝に置いて、ふーふーしながら話す。

「お姉ちゃんに頼まれたんだよ。七時集合、お兄ちゃんに伝えてくれって」

「真ま央おが？」

「直接言うの恥ずかしいんだって。わーわーうるさかったよ」

　素直じゃないんだから、と半分呆あきれ返かえったように呟つぶやいては、また肉まんを冷やす。

　つまりなんだ。ヤドリギの樹の下で待ってるって、それって──

　真央が、帰ってくる？

「どうして！」

「どうしてって、そりゃお兄ちゃんに会いにでしょ。それしかないじゃん」

　確かに、仮に学校の手続きやら引っ越し先の下見なんかが理由だとしても、クリスマスに帰ってくる旨を俺に伝えているというのは、そういうことだ。考えるまでもない。

　真央に、会える。また、会える。

　そう思うだけで、胸が疼うずいた。乾いた風にも頰ほおが赤くなっていく。

　クリスマスって、シフトは入ってなかったよな。あぁ、サークルで部長がどうとか言ってたな。全力で回避しないと。あんなくだらないことに付き合ってる時間はない。

　真央が、待ってるんだから。

　色々と考えている俺を見て、由依ちゃんがニヤニヤと笑う。

「あとね、あとね、伝言がもう一個あるの！」

「もう一つ？」

「私にクリスマスプレゼントを買ってあげてください、だって！」

「……真央に？」

「違うよ、私。中なか野の由依その人だよ！　ほら、ほーら！」

　伝え話で主語をごちゃ混ぜにするのは、なんとも女子小学生らしい。

「プレゼントなぁ」

　たまに公園を通りかかると、ちらほら他の女の子と遊んでいるところも見かける。それがガラス瓶のおかげかは知らないが、ともあれ、由依ちゃんは順調に過ごしているのだ。

　そして真央もまた、素直になれない手紙とは別に、由依ちゃんに協力してもらっている。

　今日のように、手紙では言えない本音を、由依ちゃんの言葉として代弁してもらう。

　そういうわけで、俺も真央も、由依ちゃんに気をかけるのはやぶさかではない。

「なんか欲しい物あるか」

　由依ちゃんは大げさに肩をすくめて、チッチと指を揺らし息をつく。

「レディに直接欲しい物を尋ねるなんて、分かってないよ、お兄ちゃん」

「クソガキのところにはサンタクロースは来ないらしいぞ」

　サンタはいい子の元にしか訪れない。これは古くからの伝承であり、迷信であり、自発的にピーマンを食べさせるための方便である。これを機に彼女にも生意気な性根を矯正してもらおうじゃないか。

「いいもん。どうせサンタなんて来ないし」

　だが流石さすがに由依ちゃんも、小学三年生にもなってサンタクロースなどという白しら髭ひげの変質者の存在を信じてはいないようだ。まぁ、クリスマスに母親から人工精霊を渡されれば嫌でも気づかされるのだろうが。おかげで生意気にも拍車がかかる。

「まぁ、今更サンタもないか」

　俺がそう呟くと、なぜか由依ちゃんは馬鹿を見る目つきでため息をこぼす。

「やだなぁ、サンタクロースはいるんだよ」

　彼女の中では、いないんじゃなく、いるけど来ないだけらしい。

　原因はどう考えても彼女の性格にあるんじゃないかと思ったが、なにか違う。

「っていうか、いた方が都合いいんだよ」

「なんで」

「もし私がサンタはいないって言ったら、ママは普通にプレゼントをくれるでしょ。でも、私がサンタを信じてるフリをしてたら、ママはサンタになって私が寝てる間に、枕元にそっとプレゼントを置いといてくれるんだもん」

「なにが違うんだ」

「そうした方がママも喜ぶでしょ。オレンジもそうだったよ」

　親にくらいは素直に言いたいことを言えばいいのに、相変わらず分からん家庭だ。

「いつからやってんの」

「最初から」

「………………」

　なんでこいつはサンタの不在を生まれた瞬間から確信してるんだよ。

　由依ちゃんは、はふりと肉まんに齧かじり付つき、残りも全部平らげてからハンカチで口元を拭いて、乾風に煽あおられてくしゅんと咳せきをし、それから真っ赤なマフラーをグルグル首元に巻いた。雑に巻いたから口元がちょっぴり隠れている。

　それから、いつもより抑えた声で、あんまり明るくない調子で言った。

「ママがね、教えてくれたの。サンタは死んだって」

「……はぁ？」

　思わず素っ頓狂な声を上げてしまう。サンタは死んだ？　何言ってんだこいつ。

　いや冷静になれ。合理的に考えろ。常識に即して考察すれば、この発言によって産まれるメリットは、中野家にサンタが来ないことによるプレゼント代の削減……

　そして一つの結論に思い至る。

　つまり由依ちゃんの母親は、お金がなかったので代わりにサンタを抹殺したのである。

「金で夢を売るなよなぁ！」

　だがよくよく考えればそれも違う。オレンジはプレゼントとして渡されたのだ。

　由依ちゃんはえへへと笑い、くしゃくしゃに丸めた肉まんの包みを手渡す。

「だからね、サンタクロースは家うちには絶対来ないの。だって死んでるんだもん」

　なんて不ふ憫びんな少女なんだ。オレンジの件もそうだが、哀れ過ぎるだろうが。

　となれば、俺のやるべきことなど決まっている。

「由依ちゃんは、サンタに会いたいか？」

「見たことないから、どうだろ」

　由依ちゃんは視線を右上にやり結構な時間考えて、それからはにかんで答える。

「うん、ちょっと会いたいかも」

「そうか。よし」

　オレンジ探しの次はサンタ探しだ。月の裏側にいたらどうするかな。引っ張り出すには少し遠いし、眺めるには月の自転周期が邪魔をする。だったらそんなサンタには退場してもらって、新しいサンタを用意するのがいいだろう。俺は噓うそだけは得意なんだ。

「任せろ。俺が必ずサンタを生き返らせてやる」

「……無理だと思うけど、うん、期待して待ってるよ」

　由依ちゃんはそう言ってマフラーのズレを直す。口元はすっぽり隠れていた。

　結論を先に言ってしまえば、由依ちゃんの言ったことは全てにおいて正しかったし、俺は大噓をぶっこいていた。

　サンタクロースは死んでいたし、俺にサンタを生き返らせることはできなかった。サンタは月の裏側なんかにはいなかったし、新しいサンタも地上にはいない。

　なぜなら、サンタクロースなど、この世界には存在しないのだから。
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　半世紀前のクリスマス、アポロ八号が月の裏側を九回見届け、ヒューストンからの応答に百秒近くの沈黙を続けたのち、乗組員のジム・ラベルは小気味よく言ったという。

「みんなに伝えてくれ。月にはサンタクロースがいるって」

　それは無論、地球帰還のためのジェット噴射成功を示唆したジョークなのだが、それを聞いた日から、俺のサンタクロースは月にいた。イブの夜にこっそりドアを開けて野球盤を置いていく父親の顔を寝付けないでぼんやり眺めた日以降も、月には空気がなく人間は生存できないと知らされてからも、それは変わらない。モスクワの海にはロマンがある。

[image: ]

　見飽きた水平線なんかじゃなく、遠く浮かぶ月の海の裏側に、おそらく俺の求めるものはあったのだ。いや、実際になくてもよかったんだろう。見えないという、ここにないというふわついた感覚が、俺にとっても世界にとっても無駄極まりない夢想の始まりだった。

　言い換えればパンチラのようなものだった。見えた瞬間大して価値はなくなる。国士無双十三面待ちも、あと一歩のときが一番興奮する。巨大ロボットはかっこいい。

「……クリスマスか」

　俺がこうしてパンチラへの考察を進めているのは、やけに月が丸かったからだ。抽象的に浮かんでいた。真央がそこにいるみたいだった。

　北海道と月の違いくらいは知ってるつもりだったけれど、ここより寒いんだろうな程度しか考えが回らない。

　十二月の始めに窓を全開にして感傷に浸るのは、酔っていても随分馬鹿らしい。

　四本目のビールを開けつつ煙草たばこに火を点つける。白息は煙と混じっても色を変えない。

「…………」

　タンスを掘り返し、真央からの手紙を読み返す。他た愛あいもない俺への悪口。近況報告すら書かれていない。

　俺は彼女からの手紙に、建前を残したまま、噓ばかりの返事を返した。

　素直になるのは簡単なようにも思えたのに、結局、俺は表面的な関係を続けている。どのみち、手紙の存在が、俺と彼女の好意を何よりもはっきり証明している。

　けれど毎日のように返ってきた手紙も、最近はぱったりと途絶えている。理由はきっと、クリスマスだ。会う約束までしておいて、今さら罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べる必要もないだろう。

　だが手紙について考えると、疑問が浮かぶ。

　そもそも、どうして彼女は手紙を出したのか。

　俺は彼女を突き放した。遠距離恋愛という形もあったけれど、俺は関係自体を切ることを選んだ。お互い依存しかけていたからこそ、中途半端に続けることは違うと思った。

　そして彼女もそれに乗った。あの日、俺たちの関係は終わったはずだった。

　だが彼女は描き上がった絵本と一緒に、素直じゃない手紙まで出した。

　普通に取れば、それは一人でも上う手まくいったことの証明だ。もう大丈夫だと。

　けれど、未だ手紙の内容は素直じゃない。もちろん、手紙が届くことが重要なのだから、それ自体に深い意味はない。表面的にでもそう続けることは、現状の肯定にもなる。

　だからこそ思う。クリスマスの約束、これはきっかけなんだと。

　会ってどうするかをずっと考えていた。一日会ったところで、全てがいい方向に転ぶわけじゃない。いつまで続くかも分からないし、また会えるとも限らない。

　それでも、一歩ずつ進んでいけばなにかが変わるはずだ。そうじゃなきゃ、俺は彼女に会う資格さえない。会って関係を変えることが、俺も大丈夫だと伝える方法になる。

「……いい加減、素直にならなきゃな」

　好きだと、言おうと思った。それでまた、素直に話せるようになると思った。

　そこでかっこいい告白の仕方を考えていると、ラインが鳴った。

　酔った頭をふらつかせ、スマホを開く。リンゴちゃんからだった。

『暇ですか』

　当然のことながら、今の俺は愛する女に頭が一杯で暇ではない。普段なら怒鳴り散らすところだが、しかし俺は全然酔っていなかったので、とても優しく返事をしてみた。

『ビール美お味いしい』

『駅前の喫茶店に来てください』

　時間を見るともう九時だ。人を呼び出すには失礼に値するだろうと思いつつ、そこまで切羽詰まっているに違いないことを考えれば、酔っているとはいえ断るわけにもいくまい。

　そこで俺はコートに着替え、底冷えする十二月の夜道をぶるぶる震えつつ歩く。

　だがどういうことだろう。一度顔を合わせただけの女子高生が俺になんの用があるというんだ。接点などバイトが同じということくらい。こんなに月が綺き麗れいに輝く夜に呼び出してまで会おうとするなんて、よっぽど相手のことを気に入っていなければ……

「……まさか！」

　そこで俺は一つの可能性に気づく。

　リンゴちゃんは俺のことが好きなのだ。疑いようがない。

　シフトを代わってほしいなんて些さ細さいなことはないだろうし、同性には打ち明けられないような困った相談を、最近知り合っただけで深入りしないであろう俺に持ちかけるなんてのも違うだろう。ましてやこの間言っていた昔話をされるだけなんて、まずありえない。

　参ったな……俺には心に決めた相手がいるというのに。どうやって断るべきだろうか。

　肌寒さにコートの襟を直し、道行く人々とすれ違いながら、今度はなるべく傷つけない振り方を考察する。

　そうしているうちにウェスト・カフェに着いた。あっという間だった。店内はいつも通りアンティーク調に落ち着いていた。もう一時間もすれば閉店というのもあってか人は少ない。俺のよく知る小慣れた雰囲気、初冬の夜にはちょうどいい暖かさだった。

　探すまでもなく、一番手前の席に、リンゴちゃんは清せい楚そな佇たたずまいで座っていた。

「……あ」

　リンゴちゃんは俺を見るなり、初めて見せる心の底からの微笑ほほえみを浮かべる。

　ゴスロリ姿で。

「………………？」

　ちょっと待て。いや、俺が待たせているのか。でも待て。おかしくないか。

　とりあえず三回見返してみた。リンゴちゃんは三回とも深い赤色が綺麗なゴスロリを着ていた。アンティーク調の空間に見事に調和している。

　もう一度だけ見てみる。ドレスがフリフリだった。

　リンゴちゃんは紅茶をすすりつつぽつりと呟つぶやく。

「ありがとう、来てくれて」

　もしや彼女はヴィクトリア朝に合わせて服を選ぶほどファッションに拘こだわりがあるのかもしれない。女子高生はファッションにうるさい、つまりはそういうことかもしれない。

　それとも交流のない同士ということで、わざとツッコミどころを用意してくれたのかも。

　だとすれば相当お茶目で気配りのきいた可愛かわいらしい女の子だ。

　今時女の子の服を褒めるなど二流の切り出しだが、仕方あるまい。

「あぁ、似合ってるね、それ」

「お気に入り」

　お気に入りじゃないのもあるらしい。これは事態を早急に済ませる必要がありそうだ。

　水を持ってくる店員を傍はた目めに、さっさと本題を切り出す。

「で、話は？」

　俺がそう聞くと、リンゴちゃんは少しの間もじもじと躊躇ためらって、それから意を決したように顔を上げて、はっきりとした口調で呟いた。

「実は、妊娠した」

「へ、へえ……」

　なんて重たい相談なんだ。少なくとも酔っぱらいにすべき話題では断じてない。

　だがなるほど、確かに知り合いには話し辛づらい。そして歳上かつ色々と人生経験豊富そうな男性に助けを求めるというのは、なくもない。彼女もきっとパニックに陥っているのだろう。それくらいは許容してやるのが人生の先輩としての男気というものではないか。

　しかし、女子高生か。最近は早いんだなぁ。

「どうしたらいい？」

　とはいえ、俺は他人の人生には無関心な男だった。たとえリンゴちゃんが援交やりまくりのクソビッチだったとして、俺から言えることなど一つしかない。

「それを聞く相手は俺じゃないと思うけど」

「……なんで」

「なんでって、産むにせよなんにせよ、責任取るのは君と相手なんだし」

　言っていて、もしかしたら彼女は、誰が父親なのか分からないのかもしれないと思った。

　普通はパニックになったとしても、連絡するのはヤッた男だろう。

　けれども。

「だから、呼んだ」

「え、相手も来るの」

「もう来てる」

「……どこに」

　店内を見回すまでもなく、男の客など俺以外には誰一人座っていない。

　なにか、嫌な予感がした。エマージェンシーコールがじわじわ鳴り始めていた。

「ねえ、どうしたらいい？」

「……一つ、聞いていい？」

「うん」

「本当に妊娠したの？」

「一週間来てない。あとちょっぴり熱っぽい。間違いない」

　疑惑が確信へと変わっていく。彼女がなにを考えているのか。

　久しぶりの恐怖が俺を飲み込んでいく。沈黙の合間にゆっくりと、浸透する。

　リンゴちゃんは笑って言った。

「それでパパ、産む？」




　この女、想像妊娠してやがる。それも、俺と。




「産めるわけねえだろうが！　こちとら童貞だぞ！」

　むしろ産めるものなら産んでみろ。冗談にしてもたちが悪過ぎる。

　リンゴちゃんは俺の叫びにがっかりしょんぼりする。

「……ダメ？」

　何から言えばいいのか分からない。根底の理解が足りていないような気がした。

「どうして、俺の子供だと思った」

「コウノトリが夢に出た。あなたの子供だって」

　この女、マジでキャベツ畑にコウノトリを信じてやがる。

　それから数分間、俺は無修整ポルノを突きつけるかの如ごとく、人の少ない夜の喫茶店で子供の作り方を熱弁した。特段下卑た快感を感じなかったのは言うまでもない。

「大体分かった」

「分かってくれたか？」

「それで、セックスってなに」

「だから、セックスはセックスだろうが！」

「援助交際？」

「相互理解と言え。ガンダムで豊かな海だよ！　どうせ本当は知ってんだろうが！」

「よく分かった」

「なんで分かるんだよ！」

　全力の保健体育の講義を終え、彼女は顔を赤らめるでもなく、ただ残念そうに、

「名前も考えたのに」

「………………」

　なぜ俺はこんな頭の中お花畑に付き合わなくちゃならんのだ。ため息が自然と漏れた。

「っていうか、俺のことなんて知らないだろ」

「そうでもない」

「ああそう。じゃあ、俺はもう帰るから」

「待って」

「今度はなんだ」

「付き合ってください」

　もう、笑うことしかできなかった。

　もうちょっと言うべきタイミングがあるだろうとか、想像妊娠を否定した十秒後に続けられる台詞せりふには相応ふさわしくないとか、そういうのを抜きにしても、どう考えてもこの雰囲気で告白が成功することはありえないだろうとか、酔いも重なって、笑うしかない。

　そもそも、なぜ俺は二度も名前も知らない女に告白されてるんだ。もっと時間をかけてお互いを知っていけよ、好きになる必要十分条件をゆっくり満たしていこうぜ。

「……きっと、君は今疲れてるんだよ」

　そうであって欲しかった。まともな頭で言ってるとしたら知恵が足らなすぎる。

　しかし彼女は表情を変えることなく、淡々ともじもじ言う。

「違う。本当に好き」

　どうやら、本当に俺のことが好きらしい。なにせ、表情が一切揺るがない。

　ただまぁ、この際なぜ彼女が俺のことを好きになったかなど些細な問題だ。

　重要なのは、この場をどう収めるかに尽きる。

　しかし、なぁ……

「………………」

　改めて、俺は彼女の顔をまじまじと見つめる。薄うっすらと隈くまがあるが、よく見ても美人だった。透き通った瞳に長いまつ毛、雪みたいに滑らかな肌、通った鼻筋。服装とあまり表情が動かないのも相まって、人形のように映った。

　それと同時に俺はどこか、よく見慣れた、既視感に近いものを感じる。

「……昔、どこかで会ったか？」

　だとすれば話が繫つながる気がした。昔俺と彼女は知り合いで何かしらの関わりがあって、好かれつつも離れ離れになり、その分だけ忘れていった……とか。

　唐突に昔話を語ろうとしたのもそういう背景があったのかもしれない。この説の問題点としては、俺にそんな記憶などさらさらないことだが。

　リンゴちゃんは間髪入れずに、劇的な過去を思い出す素振りも見せず、さらりと返す。

「昨日会った」

「あぁ、そう」

　となるとなおのこと、彼女が俺を好きになる理由が分からない。

　まさか──一ひと目め惚ぼれなんてことは、ありはしないだろうし。

「それで、どう？」

　どうと聞かれても、幸い振り方はさっき考えてある、悪いな。

「……ほら、俺って大学生だろ。それで、君は女子高生。年は……」

「十七」

「だろ。そういう年齢差だと、結婚を前提にお付き合いしないと淫行条例で逮捕されるし、そうなると家族構成とかも大事じゃん。まだ若いんだし、もうちょっと考えてさ」

「介護の心配ならいらない。負担は半分」

　だから一々重いんだよ、ちくしょう。

　あまり傷つけないようにしたのが間違っていた。大体何言ったって嫌なときは嫌なんだ。

　そこまで口も上手くねえし、普通に言おう。あって一目惚れだ、すぐ冷めるだろ。

「リンゴちゃん」

「うん」

　俺はなるべく落ち着いて、真剣さが伝わるよう、声を抑えて言う。

「好きな人がいるんだ。付き合えない」

　結局これが一番だ。素直に言うことのなにが悪い。

　それを聞いて、リンゴちゃんはそっと紅茶をすする。それからカチャリとも音を立てず、緩やかな仕草でカップを置き、波紋一つ浮かばない静かな声で、するりと呟つぶやく。

「知ってる。それでも」

「あぁ知ってんの。じゃあ……」

　言いかけて、気づく。

　…………知ってる？

　その意味を考える時間もなく、秒針が振れる前に、リンゴちゃんは言った。

「遠いところに帰った。だから会えない」

　酔いが醒さめた。

　彼女が知っているはずもない情報。それを隠そうともしない態度。何一つ分からず、そして同じくらい、俺にはたった一つ、思い当たる節があった。

　常識人なら妄想も大概にしろと切って捨てる程度の可能性。けれど問題児は、来る前にラッパを鳴らしはしない。問題が分かる頃には、それを避けることなど出来はしない。

　さっきの既視感はつまり、俺に伝えていたのだ、もう遅いと。

　俺のことが好きで、俺に会わずして俺の情報を知っている。

　俺はそんな奴を知っていた。そして、そいつが何をしていたのかも。

「……お前も、か」

　ストーカーだ。それも、二人目の。

　しばらく沈黙が続いた。彼女は飄ひよう々ひようと呟く。

「会えなくて寂しい。それも、あなたの望まない形でそうなった」

　夏の終わりの日のことまで知っている。そこまで詳しく誰かに話した覚えはない。

「……俺は納得してるし、今度会う約束までしてんだ」

「本当に？」

「あぁ」

「……どうしてもダメ？」

「お前とは付き合えない」

「…………分かった」

　なにを分かったのか、リンゴちゃんはのんびりした仕草で席を立ち、暖かそうなコートにケープを羽織り、モコモコの耳付き帽子を被かぶって、特に落ち込んだ様子もなく帰ろうとする。

「今日は帰る。クリスマスまで、まだ日はあるから」

　そう言い残して、彼女は暗く落ち込んだ冬の街へと消えていった。

　俺も落ち着かず店を出ると、街は行き交う人が多く賑にぎわっていて、聞きなれたクリスマスソングが流れてくる。歌詞は英語だったので聞き流しだったけれど、意味は分かる。一度嚙かまれたら二度目は憶病になる、そんな慣用句だった。

　ふと手の甲に、ぽつりと雫しずくが落ちた。冷え切った小雨だった。走って帰った。




２




　翌日、俺は講義の待ち時間で、桜さくら井いに第二のストーカー事件の全容を語る。

「つまりなんだ、一昨日おととい会ったばかりのバイト仲間で、数えるほども会話をしていないのに、酒飲んでたら急に呼び出しを食らったと」

「あぁ」

「来てみたらゴスロリ装備の美少女が待っていて、妊娠したから責任を取れ、と」

「その通りだ」

「しかもなぜか、お前と真央ちゃんのことまで知っていた」

「これで一ひと目め惚ぼれ以外に理由があるか？」

「…………またかぁ？」

　しかし彼の反応は冷ややかだった。

　無理もない、俺たちにとってストーカーなど、ボロ雑巾並に使い古された単語でしかない。

「そもそも、なんでまたお前にストーカーするんだよ」

「そりゃ惚れたからだろ」

「一目惚れか？」

「それとも別人と勘違いしてるとか」

「……なるほどな」

「あぁいや、すまん。勘違いできる顔面じゃなかったな」

　俺から思い上がりを奪わないでくれ、これ以上生きられなくなる。

　とはいえ過去の実例ですら、実際のところ一目惚れではなかったのだ。

　なにかある、それが俺の認識だった。それを補強する疑問もある。

「おかしなところが他にもある」

「たとえば」

「情報が早すぎる。一日で真央のことまで知るなんて、探偵でも無理だ」

「そりゃ、バイトで事前に情報が漏れたんだろ」

　言われてみれば確かに、メイド喫茶には俺と真央の関係を多少なりとも知る人物がいる。

　だが先輩はメイド喫茶なんかには来ないし、来たとしても関わりのない女子高生に後輩の振られ話を語るほど暇ではなかろう。遥はるかなら可能性の一つとしてはありえても、そもそも彼女には真央のことを話していない。

　第一、俺は手紙のことまでは話していない。先輩のように推察はできても、人ひと伝づての話に確信を持つには曖昧すぎる。ましてやそれで好きになるなんて、どうかしてる。

　知れるわけがないんだ。少なくとも、俺と真央に関係のない人物だとしたら。

「……で、今度はどうすんの」

「そりゃ警察呼ぶさ」

　俺がそう言うと、桜井は少し意外そうに笑う。

「随分対応が違うな」

「状況が違うからな。あいつはまだマトモだった」

「ストーカーの割には、だろ」

　教授は今日も中々来ない。授業が始まらないまま、もう五分経たっていた。

「お前のことだからてっきり、また仲良くなるとか言い出すんじゃねえかと」

「……ねえよ」

　俺は変な女に好かれる相でも出てるんだろうか、甚だ疑問である。

「まぁ、そんなことはどうでもいいんだ。それより、俺たちには大事なことがあるだろ」

「なんだよ」

「クリスマスだよ。部長会議の件、聞いたぞ」

　情報が早い。芹せり沢ざわにでも聞いたか。

「あれから遥とどうなった。ちゃんと会えたか？」

「ゴミだよ。お前は、本当にゴミ以下だ」

　会えなかったらしい。ざまあみやがれ。

「腹いせにお前に入れたいんだが、どうにもな」

「なんだよ」

「……俺が部長になってやってもいい」

　それは意外過ぎる助け舟だった。

「……そんなに拗こじれてんのか？」

　考えられる理由は一つ。部長会議というきっかけが必要なほど、誘いづらいのか。

「最近色々すれ違ってる。それに、誰かが部長をやらなくちゃならないんだ」

「サボりゃいいと思うんだけどな……」

　俺と違って、変なところで真面目なのが彼のいいところであり、悪いところだ。おかげで彼に頼んでも欠席分のレジュメは貰もらえない。

「だがな、部長に聞いたら選出にもいくつかルールがあるらしくてな」

「なんだそりゃ。どんなの」

　かくして、彼は我が伝統あるオカルト研究会部長選出に関する論述を読み上げる。

　一つ、選出はその代の部員のみ、多数決で行う。一人一票と見なすこと。

　過半数を超える必要もなし。話し合いで解決しようとして何度か空中分解したことがあるせいらしい。回生で分けたのは、下手に一回生のとき、こんな会議があることを知られると辞められかねないためだと。

　二つ、自分への投票、立候補は認められない。これは部長会議設立者の遺言だそうだ。いや、まだ生きてるだろうけど。自己犠牲の精神は認められないばかりか、出会い厨ちゆうを呼び寄せかねないという経験から付け加えられたルールらしい。

　最後に三つ目。副部長に関しては、部長決定後、立候補及び多数決で決めてよい。自票も可。副部長自体、ある種の救済として後から付け加えられたものであるため、部長選出に比べると性質上甘いのだ。

「分かるだろ、遥は絶対に俺に入れたりしない」

「同票になった場合はどうなんだ」

「三回繰り返して票が移らなかった場合は、くじ引きだと」

　そして最後の最後で運任せか。決選投票になれば俺が部長だな。

「そういうわけでな、お前らの協力が重要なんだ。お前と芹沢で俺に二票、遥が他に一票。そこで俺が合わせれば、俺が部長に選ばれる」

　そこで俺は小さな違和感を覚える。

「こっちとしては願ったり叶かなったりだけどよ」

「不満か」

「遥は部長会議なんてゴミ溜ためでお前とクリスマス、過ごしたくないだろうぜ」

　俺が言うと、桜井はまたも苦い顔で顔を俯うつむかせる。

「そのときはそのときだ。とにかく、協力してほしい」

　少し、こんがらがってきたので、状況を整理しよう。

　俺は真央とのデートがあるので、部長には絶対になりたくない。

　逆に芹沢はなんの予定もないのでフリーだ。最も部長会議に行きやすい人物だろう。

　そして遥は、桜井と二人きりでイブを過ごしたいので、部長会議など行きたくない。

　桜井は一緒にいられればそれで充分だが、現状イブの予定すら取れそうにないほど仲が拗れているため、部長会議を利用してでも遥と会おうとしている。が、票が集まらない。

　確定するには三票、運に任せないなら最低でも二票は必須なのだ。

　自分を除いた全員一致で、部長を決めなくてはならない。

　と、そこで俺のクリスマス事情を知らない桜井が今更な質問をする。

「お前はクリスマス用事あるか？」

「あぁ。真央に会う」

「マジか？」

「なんで不満そうなんだよ」

　桜井の表情は、目に見えて怪け訝げんだった。

「連絡断ったんじゃなかったのか」

「仲直りするんだよ。そういうわけで、俺は絶対部長やらないからな」

「……まぁ、いいけどよ」

　そのとき、教室の扉がバーンと大きな音を立てて開いた。

　入ってきたのは教授ではなく、額に汗を流し息を切らすリュックサック女、芹沢だった。

　まだ教授が来てないことが分かると、遠目からでも安あん堵どの息を漏らし、笑顔が溢あふれる。

　それからこちらに気づいて、リュックを下ろしながら隣の席に座る。

「寝坊か？」

「うん！」

「……まぁ、ちょうどいいや。今部長の話してんだ」

　ひとまず、俺はさっき聞いたことを交えて芹沢に概おおむねの事情を話す。

　一ひと頻しきり話を聞き終えて、芹沢はきょとんと聞き返す。

「……じゃあ、部長は桜井君がやるの？」

「悪くない話だろ。ウィンウィンだ」

　俺がそう言うと、芹沢は少しの間考え込み、キリリと真剣な目つきに変わる。

「悪くないけど、よくもないよ」

「じゃあ、どうすんの」

「擦れ違ってるだけなんでしょ。ちゃんと会って話せば絶対上手くいくよ」

　なんだこいつ、他人を労いたわっているぞ。何食ったらそんな風に育つことができるんだ。

「桜井君も、一回上手くいかなかったからって、拗すねちゃ駄目だよ」

「お、おう」

「部長のことはその後考えよ。ギリギリでもいいって言われたんだし」

　芹沢の優しさに触発され、桜井も少々の申し訳無さを感じたらしく、空笑いで返す。

「でも、お前らはどうすんの」

「大丈夫だよ、あたしも久く瀬ぜも全然予定ないからさ！」

「俺はあるんだけど」

「ウソぉ!?」

　条件反射的に叫び返された。っていうか教授はいつになったら来るんだよ。

「こないだ、ないって言ってたじゃん！」

「こないだはな」

　どうにも彼女はシンパシー的な何かでも感じていたのか、焦燥感を露あらわにする。

「女？」

「可愛かわいいぞ」

「で、で、で、デート？」

「楽しいなぁ」

「ウソつき！」

　そのとき、パタリと教室前の扉が開いた。やっと教授が重役出勤かと思ったが、入ってきたのは、いつも後ろの方で講義を聞いている少し年のいった助手の人だった。

　それから、教授が急な食中毒で休みだと告げた。生なま牡が蠣きの旨うまさとノロウイルスの進行速度は尋常ではなく、代わりの講師への連絡が遅れたそうだ。これからは牡蠣を食べる際は事前に休講にする、なんて阿あ呆ほ臭くさい冗談を付け加えるくらいには余裕がありそうでなによりだ。

「全く、俺達は学びに来てるというのに、なぁ」

「その通りだ。禁欲に勤いそしみ勉学に励む。それこそ学徒の目指すべき道だ」

「あ、はるるん、今ウェスト・カフェにいるって」

「じゃあな！」

　そう言って、桜井はノートを適当に鞄かばんに詰め込み駆け出した。その姿に禁欲も勉学への意志も垣かい間ま見みえないのは、おそらく仕方のないことだ。

　残された俺と芹沢は、他の学生がぞろぞろと席を立ち混み合うのを避けようと、しばらくそのまま待つことにした。どうせ外は寒いし、ウェスト・カフェにお邪魔するのも面倒だ。これから他の講義もなく、バイトもない以上、大人しく帰る他ない。

「……じゃあ、部長会議は」

「あぁ、絶対に行かねえ」

「それで、誰？　まさか桃もも花か先輩？」

「……遠距離恋愛中の彼女だよ」

　無論、真央のことを詳しく話すつもりはなかった。必要もなければ必然性もない。これまでもこれからも関わることのない芹沢との会話で、真央に触れるようなことはしない。

「久瀬にも彼女いたんだ、意外」

「お前はカナダにボーイフレンドとかいないの」

「とかってなにさ。いないよそんなの」

　海外出たんならもうちょっとオープンでもよさそうなイメージだが、現実は違うらしい。元々社交的だからか変化がよく分からない。英語のレポートの助けになるくらいか。

「自慢だけど、向こうじゃ結構モテたんだからね。オクユカシーって手鏡貢がれたり」

「卑ひ弥み呼こかお前は……」

　人も少なくなってきたので、いい加減帰ろうかと席を立つ。

「帰るの？」

「講義もバイトもないしな」

「暇なんだ」

「暇じゃない。最高のデートプランを考えねばならん」

「じゃあさ、ちょっと私に付き合ってよ」

　なにがじゃあさなのか不明だったが、疑問を挟む間もなく彼女は続ける。

「コペンハーゲンに行きたいんだけど、一人で行くのもなんだしさ」

　どう考えてもデンマークの首都は授業終わりにさらっと行く場所じゃねえよ。

　と思うも、彼女が説明するにコペンハーゲンはつい最近新しくオープンした雑貨店だそうだ。ただでさえ留学帰りで海外被れの彼女にとって、北欧のファンライフスタイルはさぞかし魅力的に映ったらしい。

「デートなら繁華街でしょ。下見にもなるし、いいでしょ？」

　正直言って、かなり面倒だった。大して興味のない雑貨屋に行くだけでも疲れるのに、いかにもやる気満々の女を隣に連れるというのは、それはもう目に見えて疲れそうだった。

　とはいえ彼女の言うことも一理ある。下見は確かに重要だ。計画だけ完璧でもグダグダになりかねない。ふがいないところを見せて嫌われれば元も子もないのだ。

　だが下見だけというのも……そう考えたとき、ふと思い出す。

「……そうだ。お前女だよな」

「は？」

　眼めだけで威圧された。無論彼女の性別を忘れていたわけじゃない。

「雑貨屋なんだろ。プレゼント探してるんだ」

　真央から注文された由依ちゃんのプレゼント、サンタを生き返らせてやらなくては。

　勢いで適当にまくしたてたが、実際サンタが死んだままというのは教育上よろしくない。しっかりとサンタの存在を認識した上でそれとなく、そもそもサンタなどいないということを分からせてやる。余計なお節介かもしれないが、言った以上実行する他ない。

　それに、これは真央のお願いでもあるのだ。なおのこと、優先するべき事項だ。

　由依ちゃん家ちの悲しきサンタ事情を話すと、芹沢はうーんと首をひねる。

「サンタを生き返らせるって、どうするの」

「別に、普通にクリスマスプレゼントを渡すけど」

　具体的な方法などなにもない。なにせ本物のサンタなどいないのだ。

　サンタの格好などしても由依ちゃんにはすぐ見抜かれてしまうだろう。かと言って夜中に侵入し枕元にプレゼントを置いても、母親からのプレゼントだと思われるだけだ。

　ならば深いことなど考えず渡すだけ。逆張り好きな捻ひねくれ者のガキンチョだ、サンタの不在を強く主張しつつプレゼントを渡せば、勘ぐって逆にサンタはいると思うことだろう。

　もしくは自おのずとサンタクロースなどいないと気づき、母親ともちゃんとした関係を築くか。小学三年生だ、そろそろ現実に気づき始めるお年頃である。

　となれば重要なのは、どう渡すかではなく、何を渡すかだ。

　自分一人で選ぶより、女性の目線が入る方が、下手なものを摑つかまないだろう。

　ただ、まぁ。

「あたしセンスないけど、大丈夫？」

「自分で言うなよ……」

　悲しい自己申告の通り、彼女はお洒しや落れとはかなりの度合いでかけ離れていた。母親の買ってきた服を重ね着しただけのようなファッションセンスは、酷ひどいとは言わずとも、真央のパーカー並にはダサかった。

　だが由依ちゃんも似たようなもんだ。由依ちゃんは別にティーン雑誌を読み漁あさるメイクバリバリの垢あか抜ぬけた女子小学生ではないのだ。そこらへんにいる可愛いだけの少女なのだ。

　芹沢も同様に、そこらへんにいる割りと俺の趣味嗜し好こうに合致するだけのボーイッシュな女子大生だ。センスが成長していないというのは、むしろ好都合である。

「……やっぱ、駄目か？」

「……そうだね。全然ダメダメだね」

「なにが駄目なんだよ」

　俺がそう聞くと、芹沢は大してない胸を張って、強気に言う。

「ほら、頼み方とか？」

「悪い、一人で行くわ」

「あーもう。行くよ、行くからー」
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「あ、愛だって」

　繁華街へ向かう電車の中、ドアに寄り添いぼんやり外の風景を眺めていた芹沢が言った。

「なにが」

「看板に、本当の愛はここにありますって」

「どこだよ」

「さあ」

　芹沢はまたドアの外に目をやるが、それから思いついたように話し始める。

「本当の愛って、なんだと思う？」

「ラブドールショップにでも行けば売ってるだろ」

「お金で買えるものはなんか違うよね」

　適当に流したつもりが続けられた。別に愛について語ることなどないのだが。

「まず、偽物の愛がなにかもよく分からないけどさ」

「本当の愛じゃない愛のことだろ」

「じゃあ本当の愛って？」

「偽物の愛ではない愛のことだよ」

「……難しいねー」

　電車が止まり扉が開く。人はほとんど入ってこなかった。扉が閉まる。次の駅だった。

「やっぱり、与えることとか」

「なにを」

「そりゃ愛をだよ」

「愛がなにか知ってんのか」

「与えることだよ」

　与え続けるだけじゃねえか。具体的に何を与えるつもりだよ。

「なら、偽物の愛はもらうことか」

「そうなるね」

「で、それのなにが本物でなにが偽物なんだ」

「なんか、それっぽいじゃん」

　しかし、俺には本当の愛の意味が分かった。

　与え続けることが本物だとしたら、人はきっと本物を目指すことだろう。

　そうすればもらえる量が増える。単純な話だ、別に本物も偽物もないのだ。

　最初にこの言葉を考えたやつは、きっとよっぽどの欲張り者だったことだろう。ありもしないものをでっちあげて、他の奴を愛に雁がん字じ搦がらめにしたんだから。

　電車が止まった。くだらない話は切り上げて、俺たちはプレゼントを買いに歩く。
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　コペンハーゲンに着いた俺たちは、ひとまず店内を見て歩きながら、目ぼしいものがないかどうか相談していた。

「わあ！　見て、ブルドッグのニット帽！」

「………………」

　幸さい先さきは不安だったが、ともあれコーナーを見るのを繰り返す。ちょうど大通りに面した雑貨店はサブカル臭が凄すさまじく、入って真っ先に目につくのがミニドラムセットだったりと、どうにも女子小学生へのプレゼント探しには向かなそうだったが、安さもさることながら、時期も時期でクリスマスらしい商品が並んでいたのもあって、しばらくはビートルズのドマイナーなアルバム曲を聴き続けた。収穫はない。

[image: ]

「サンタ生き返らせるって宣言したんだから、そりゃサンタしかないよ。間違いないね」

　などと非常に浅はかかつ短絡的な結論に至った彼女は、一階のクリスマスコーナーへと赴き、サンタに関連する商品を一つ一つ真剣に吟味していく。人形、貯金箱、ボクシングボールペン、ボードゲーム、ブローチなどなど。

　そんな感じで時間は過ぎていく。なんだかんだ女の子とショッピングをするなど楽しいに決まっているわけで、時間が止まらないことに嫌味を覚える程度には、不満はなかった。

　唯一不満があるとすれば、未だプレゼントが決まっていないことくらいだ。

「わあ！　見てみて、この帽子プロペラついてるよ！」

「駄目だ、ちくしょう！」

「え、なにが？」

　この女、マジで絶望的にセンスがなさすぎる。サブカルクソ女なのにセンスもないって、それもう存在価値がねえよ。

　埒らちが明かないので、休憩がてら上の階にあるカフェで作戦を立てることにした。

「やっぱり、こういうのは自分の好きなものをあげるべきだよ。気の知れた仲ならなおさらだよ」

「……金かなぁ」

「心の詰まった物で！」

　彼女はそう言うが、実際のところプレゼント最強は金だろう。キャバ嬢に貢ぐサラリーマンはその象徴とも言えよう。愛は困るが、金は受け取っても誰も困らない。

「つっても、やっぱ分かんねえよ。何が喜ぶかなんて」

「悩んでる？」

「じゃなきゃこんなとこ来ねえよ」

「だったらきっと大丈夫だよ。なるようになるし、ちゃんと伝わるって」

　彼女はそう言って、うんうんと自己完結した。特に根拠はなさそうだったが、自信に満みち溢あふれていた。

　そのあまりの無根拠っぷりに、思わず頷うなずいてしまう。

「なんとかなるか」

「うん、なんとかなるよ」

　彼女の言葉と、その屈託のない笑顔は、どことなく似ている。

　どうして見せかけの明るさというのは、不意に暗さを感じてしまうんだろう。

　つくづく、そういうのに弱いな俺って。

「とにかく、方向転換だよ！　大海原に舵かじを切るんだよ！」

「どこにだよ……」

「こほん。えー、趣味は？」

「寝ること」

「うわあ、つまらないね！　ちなみにあたしはクソゲー収集だから」

　ゴミみたいな趣味だな、お互いに。しかも聞いてねえし。

「やりたくなったらいつでも言ってね。オススメ貸すからさ」

「……クソゲーにも序列があるのか？」

「笑えるサメ映画と笑えないサメ映画みたいなものだよ。振り幅が大きいのさ」

「なんかさらっと流れ出来てるけどクソゲーなんて買わねえぞ」

　由依ちゃんは冬でも公園で遊ぶような昨今において非常に珍しいタイプの健康優良少女なのだ。その風っ子精神は尊重しなくては。

「でも子供のうちからクソゲーに慣れておいたほうが耐性つくと思うなぁ」

「一応聞いといてやるけど、どうしてだ」

「人生っていうクソゲーに……リセットボタンはないからね」

「もう帰っていいぞ」

「真面目にやるからぁ」

　それからしばらく話し合って、大筋の方針を立てる。

　買い物かごを両手に抱え、階段を降りていると、隣の芹沢がふふと笑う。

「ねえねえ」

「今度はなんだよ」

「これってさ、なんか、デートみたいだよね」

　何言ってんだと思った。デートの下見なんだから、そりゃデートっぽくなるさ。

「俺じゃ不服か」

「んー。ちょっぴりね」

　はっきり言いやがった。まぁ、いいけどさ。

「だって彼女いるんだもん。デートは二人が一緒にいるのを楽しめないと」

「俺は楽しいぜ。飽きないし」

「……なにそれ。あはは」

　そう笑って、彼女はたったとひと足早く階段を駆け下りる。

「おい芹沢」

　俺が呼びかけると、芹沢は階段下で振り返り、呼び返す。

「優ゆうでいいよ、直なお樹き」

「……あぁ、そう」

　馴なれ馴なれしいとは、まるで思わなかった。
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　全く完璧なプレゼントを買い終え、翌日。

　講義で寝ていたらチャイムが鳴った。便利なものだと思いつつ家に帰ってまた寝た。

「うーん……」

　もう一度チャイムが鳴った。授業中でもなければ、俺の家を訪ねる人間など新聞か宗教の勧誘くらいなので、無駄な機能だと思いつつ二度寝することにした。

　だが連打されては寝るに寝られない。明らかに悪質な業者であることに疑いはなく、そうでなくとも対応したくないのだから、なおのこと狸たぬき寝入りに努めたいのだが、扉の向こうの馬鹿は俺の安眠を妨害するのになんら良心の呵か責しやくを感じないようで、渋々ドアを開けることにした。時計は六時前を指していた。

　当然そんな無礼な輩やからにかける言葉などない。扉の前でピンポンを連打しているのだから、勢い良く開ければ頭を打つのは間違いない。ざまぁみやがれ。

　覗のぞき穴を確認するなんて思考が寝起きに回ることもなく、鍵を開く。

　そしてドアノブに手をかけようとした瞬間、それより早くグルリと回り、扉が開いた。

「もう、こんな時間になにやってんの！」

「……こっちの台詞せりふだ」

　そこにいたのは、背中に大きなショルダーバッグを背負った由依ちゃんだった。

「なんで俺の家知ってんだ」

「お姉ちゃんに聞いた」

　個人情報が俺の知らないところで流出してやがる。

　由依ちゃんは随分長い間外にいたのか、くすんと鼻をすすり、重たそうな荷物を降ろす。

「とりあえず」

「とりあえず立ち話もなんだし、お邪魔するね」

　せめて俺の台詞だろうが。もっと恩義を感じてくれ。

　由依ちゃんは誰に習ったか、玄関前でマフラーともこもこの手袋を脱ぎ、ドタバタと部屋に押しかける。物珍しそうに部屋を見回して、口をひん曲げて手を差し出す。

「お兄ちゃん、ライター持ってる？」

「そこにあるけど」

「じゃあ没収ね」

「は？」

「お姉ちゃん言ってたよ、煙草たばこは駄目だって！」

　ジッポをポケットに突っ込むや否や、今度は本棚に駆け寄り、一冊一冊確認しだす。

「今度はなんだ」

「エロ本チェック。お姉ちゃんに頼まれたの」

「女子小学生がエロ本なんて探すもんじゃない。圧力団体に目をつけられるぞ」

「私だって不本意だけど、お姉ちゃんたってのお願いだもん。仕方ないよ」

「なに一つ仕方なくねえよ。ほら」

　俺がそう促すと、なぜか由依ちゃんは呆あきれた表情で振り返り、淡々と語り始める。

「お姉ちゃん言ってたよ。エロ本はね、実のところ全然エロくないんだって」

「……意味が分からないんだが」

「観察の結果ね、お兄ちゃんがエロ本を買うのは近場のコンビニに集中してるって判明したんだって。そのくせ閲覧経歴の頻度を計算すると、エロ本は実用的に使われてないことが証明されてるんだよ」

　なにを唐突に語り始めているんだ、この小学生は。

「そこから導き出される結論はね、つまり、お兄ちゃんはエロ本がエロいから買ってるんじゃなくて、スリルを味わうために買ってるに過ぎないということなんだよ！　近場で買うのも、日常に忍ばせた非日常を楽しむため！　どう、合ってる？」

　意味が分からない。主張の内容も、なぜ語り始めたのかも、一切が分からん。

「……で、それを言いにわざわざ来たのか？」

　分かるのは由依ちゃんが話を逸そらすのに必死ということだけだった。

　俺の問いかけに、少女は少し気き不ま味ずそうに口をもごもごさせる。隠してはおけないし、その必要もないと判断したのか、吹っ切れたようにいつもの明るい調子に言った。

「家出しに来たの」

「家出？」

「うん。色々あって」

「色々って」

「色々は色々だよ。ママがうるさかったり、色々」

　暗さは見えないものの、どうもあまり言いたくなさそうなのは見て取れた。

　とはいえ、家出に変わりはない。家庭内事情が微妙なのはありありしているし、ただ帰すのもなんだが、親御さんが心配するのは流石さすがに見過ごせない。理由はよく分からないが、だからこそ帰してやるのが俺の責務だろう。

「だからね、今日は匿ってほしいの」

「………………」

　しかし、ただ適当に説教して家に帰るよう言ったところで、俺の威厳では言うことを聞かなそうなのも見て取れる。意思は尊重しつつ、それとなく誘導してやるのが、一番楽で穏便に事を済ませられる手段だろう。寝起きなこともあり、とにかく面倒なことはしたくなかった。

「……ダメ？」

「……そうだな、メロンクリームソーダ食べたくないか？」

「いいの!?」

「晩飯前だし、軽くな」

　そうして煙草の匂いの染み付く部屋から脱出し、喜ぶ少女を連れてウェスト・カフェへ。

　久しぶりのカフェとメロンクリームソーダに、前と同じように足をパタつかせていた。

「冬にアイスって寒くないか」

「むしろ最高だよね。贅ぜい沢たくって感じ」

「あぁ、そう」

「それよりお兄ちゃん、プレゼントはもう決まった？」

　俺はふところからそっと、先日の成果を取り出す。

「……なにこれ？」

「見りゃ分かるだろ。サンタクロースのマトリョーシカ」

　脛すねを蹴られた。ちくしょう、だから嫌だったんだ。

「こんなの貰もらってどうしろって言うのさ！」

「バカ野郎、プレゼントは気持ちが大事だろうが！」

「この五体の円えん錐すい形けいサンタにどんな気持ちが籠もってるの!?」

　すまない優。俺にはどう足あ搔がいても、この諸々が尖とがったロシア民芸品を尊重することはできそうにない。由依ちゃんの言う通り、俺はこのマトリョーシカに何の感慨も湧かないんだ。

「もう。いくら女心を理解しないお兄ちゃんといえど、ここまでとは思わなかったよ」

「あぁ、そうだな……」

　とはいえ、優も頑張って選んだのだ。知らないとはいえ、少しやるせない。

「でもな、これでも頑張って選んだぜ。ちょっぴり酷くないか？」

「頑張ってくれたのは分かるよ。でも、サンタの件はどうなったのさ」

「ここにいるだろうが」

「じゃあダメ。こんなのいらない」

　そうプイと顔を背け、由依ちゃんはプレゼントを突き返す。

　まぁ、だろうとは思ってもいた。でなきゃクリスマス前に渡しはしない。

　あの後、優と選んだプレゼントはこれ一つじゃない。質が微妙なら数で勝負と、目ぼしい物を買かい漁あさった。手袋だったり靴下だったり、ゲームだったりアクセサリーだったり。

　その上で、欲しがってる物に探りを入れる。マトリョーシカはいわば布石なのだ。

「俺のセンスに任せるとこうなるのは分かったろ。素直に欲しい物言ってみろ」

「金！　あとかっこいい彼氏！」

　素直すぎるんだよ、もうちょっと夢を見てくれ。あと可愛げを見せてくれ。

「ほら、金で買えるものでさ」

「うーん……友達？」

　買えねえよ。

「友達できたんじゃなかったのかよ」

「まぁ、友達はいいや。オレンジもいるし、マイナスイオンで満ち満ちてるから」

　そう言い、ポケットからガラス瓶を取り出してえへへと笑う。

　それから、運ばれてきたメロンクリームソーダを頰ほお張ばりながら、そうだなぁと続ける。

「服が欲しいなぁ」

　かなり具体的な望みだった。雑貨屋じゃ買ってない。外したか。

「どんな服がいいんだ」

「お姫様みたいなすごいやつ！」

　かと思えばえらく抽象的なジャンルだった。子供らしいといえばその通りだが、捻くれたガキにしては思ったより直球に素直だ。

　だがまぁ、サンタクロースを生き返らせるよりは難しい話じゃない。

「分かった。お姫様みたいなすごいやつな」

「うん。お姉ちゃんと一緒に着るんだ」

　あいつはそんなの着ないと思うが。いや、でも着たら着たで似合うかも……

「……お姫様みたいな？」

　そこで思い当たる。由依ちゃんがどんな服を想像しているか。

　お姫様みたいなすごい服という発想は、真央との会話から連想されたに違いない。

　ならば、真央が着たいと思っているお姫様のようなドレスとは、まさか──

　────ウエディングドレス？

「俺と結婚するつもりか!?」

「は？」

　由依ちゃんはストローから口を離し、あからさまに軽蔑の目を向ける。

「……由依ちゃん」

「なに」

「真央に、ウエディングドレス以外で欲しい物を聞いといてくれ」

「……なんで？」

「なんでもだ。それとなくな」

　俺が式場の手配方法に悩んでいると、由依ちゃんはグラスを傾け、ストローで底をズズッと飲み干す。気づけばもう空になっていた。

「もう帰るか」

「どっちに？」

　そう聞く時点で、自分の家に帰るつもりはあったんだろう。

「あの部屋で寝られるか？」

「…………辛つらい」

「よし、晩飯前に帰れ。心配してるぞ」

　その後多少の抵抗はありつつも、なんだかんだで納得しつつ由依ちゃんは帰ることを決心した。荷物は明日取りに来ることにして、夜も遅いので家の前まで送り届けてやった。時間にしておおよそ二時間ばかしの家出だったこともあり、それが家出だと認知されることもなかった。

「俺も挨拶してく方がいいか」

「ダメだよ。顔もおかしいし逮捕されるか、そうじゃなきゃバレちゃう」

　そうして、由依ちゃんとは玄関前で別れることにした。

　帰り道にはすっかり欠けた月も昇り、底を這はうような気温に鼻の奥がじーんとした。

　こういう寒い日には湯船に湯を張ってのんびり疲れを癒やしたいもんだ。最近は妙に慌ただしい。家にいるときくらいは、ゆっくり真央のことを考えたい。

　そんなことを思いつつ家の鍵を開ける。

　ただ、扉を開けると、そこにはどうしてか、違和感があった。

「…………なんだ、この靴」

　一足多い。知らない靴が丁寧に置かれていた。明らかに俺のじゃない。

　けれどこのとき、俺が思ったのは、彼女のことだった。

　もしかして、もしかして────

「帰って来たのか!?」

　俺は慌てた。

　コートを脱ぎもせず靴も履いたまま、何一つ準備しないままドアノブを摑つかむ。

「うーん……もう食べられないよぉ」

　聞こえてくる声に構うこともなく、不法侵入の是非を問いもせず、ただ期待する。

　そして、ゆっくり慎重に、扉を開ける。

　電気は点いていなかった。

　ただ真っ暗な部屋の中、ベッドの方で、もぞりと何かが動く気配がした。

　布団を引っぺがす──そこにいたのは俺の見知った彼女──ではなかった。

　違った。

　知らない女だった。

　どう見ても真央とは別人の女が、俺のベッドでぐっすりと眠っていた。

　意味は分からない。

　ただ、この際そんなことはどうでもよかった。知らない女が不法侵入する程度のことには慣れている。

　重要なのは、この女が真央でないこと。

　そして、もう一つ。

「…………どいつもこいつも」

　その女が全裸で、パンツを握りしめて寝ていることだけだった。
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「んんぅ……」

　変態だと思った。疑いようのない変態が安らかな寝顔で毛布に包くるまっていた。

　名前も知らない女をベッドに潜り込ませるには八十分で一万七千円くらい払わないと来てくれないという情報だったが、現実は違うらしい。鍵を開けてなくとも準備万端のサービスつきだ。売れないＡＶでも脱がすのにもうちょっと時間使うのに……

　などと阿あ呆ほらしいことを考えていられたのは、豊富な経験のおかげである。常人ならば慌てふためき恐怖と興奮から、いけない行動に走ってしまいがちだが、経験者の俺は違う。

　懐かしさすら感じつつ、ひとまず電気を点つける。

　明かりが点いたのに気づいた女は、むずむず瞼まぶたを動かして、背けるように寝返りを打つ。

「……あと五分」

　のんきな女だった。明らかに危機感が足りていない。

「……おい、起きろ。布団引っぺがすぞ」

「…………五分ちょうだい」

「だから」

「着替えるから。出てって」

　色々と言いたいこともあったが、女性の願いとあっては断れず、黙って部屋を出る。

　冷静に考えて、二度目とはいえ異常事態には変わりない。むしろ二回もこんなことが起こった時点でなにが間違っている気がした。

　どう考えても１１０番事案だ。五分もあれば駆けつける。

　けれど、あの間の抜けたパンツが気を削そいだ。もっといえば、顔も名前も知らないのに、ただ大事そうにパンツを抱えていることで、なにか真ま央おと関係してるんじゃないかとさえ思ってしまった。不法侵入が二度あるだけでも問題なのに、こんな偶然はありえない。

　結局悶もん々もんと考えているうちに五分経たち、コンコンと合図が送られた。

　中に入ると、ダボッとしたオーバーサイズのニットを着た美人がベッドに座っていた。

「んー……おはよー」

　そいつはかなり適当に挨拶をかましてから、眠たそうにあくびをしつつ前髪を分ける。

　むしろ俺がなにかを間違えているんじゃないかと錯覚するくらいには、緊張感が欠けていた。ごく自然体に、罪の意識が欠如していた。

　というかこいつ、そもそも、なにが起きてるのか把握してるのか？

　だがまぁ、何から聞くかは、さっきの間に纏まとまっている。

「……どちらさまですか？」

　俺が下手に出て言うと、目尻に溜たまった涙を拭い、慌てる調子もなく普通に返す。

「隣人です」

「……隣人？」

「今日引っ越してきたの。でも、大家さんが鍵、渡し間違えたみたいで」

　そう言って、彼女は言葉を続け、事情と状況を説明していく。

　名前は西にしノの宮みや理り沙さ。大学一回生、けれどお酒は飲める年。

　学校から近く家賃も安いこのアパートに決め、大家から鍵を受け取るも、鍵の番号が一つズレており、俺の部屋に辿たどり着いたそうだ。気づいたのが夜遅くで大家への連絡もつかず、荷物の搬出手続きなどで疲れていたのも相まり、仕方なくそこにあったシャワーを借り、たまたま広がるベッドにそのまま転がり込んだ。つまり、面倒くさくなったらしい。

「………………」

　意味が、分からない。

「で、なんでパンツ握ってたんだ」

「……もしかして、欲しかった？」

　いらねえよ。

　だが彼女いわく、穿はく直前で寝落ちしたらしい。そのおかげで全裸だったと。

「というわけでね、同情の余地があると思わない、ね？」

「本当だろうな？」

「なんだったら明日大家さんに確認してもらってよ。菓子折りくらい貰もらえるかも」

　一見筋が通っているように聞こえるのが質たち悪い。鍵を間違えるなんて普通ありえるのか、それに直前まで気づかないなんて間抜けすぎやしないか、いくら疲れて面倒だったとはいえ、知らない隣人の部屋に転がり込んでシャワーまで浴びて、あまつさえリラックスして寝るなんてのは、到底理解しがたい。

「信じがたいのも分かるけど、真実はいつだって意外なところに落ちてるものだからね」

「なんで一々上からなんだよ」

　だから、常識に即して考えれば、多少の事情は当てはまったとしても、西ノ宮理沙のなにかが間違っているというのは、当然のことだ。

「寝るところはないし、外は寒いし、夜も遅いからさ。人助けってことで」

　いくら困った隣人とて、俺が助けてやる義理はない。身一つで追い返し、彼女が冬の夜の寒空に震え風邪を引いたとしても、俺が心を痛める要素はこれっぽっちも存在しない。

　第一眠るところなら、この時代いくらでもあるんだ。自助努力が足りていない彼女の責任。よしんば彼女の言うことに一いち縷るの噓うそもなかったとしても、それが本来の結論。

「ってわけで、今日はよろしく頼むね、先輩」

　そのはずだったのだが。

「……一つだけ、いいか」

「なに？」

「お前、俺のこと好きか？」

「…………はぁ？」

　だからこそ、俺はほんの少しだけ、運命的なものを感じてしまった。

　運命なんて信じてるわけでもないのに、全く別方向からの偶然の重なりに、どうしても、なにか意思めいたものを感じないわけにはいかなかった。

「別に、どうとも？」

「……そうか」

「なに、もしかして、アタシのこと好きになっちゃった？」

「………………」

　実際、俺は美人が好きだ。かなり好きだ。オカ研に入ったのも先輩が見目麗しかったからだし、真央とメールを始めたのも彼女が天使的な可愛かわいさを誇っていたからに他ならない。

　だからこの場も、可愛いは正義をモットーに、美人が隣に住むことを喜ぶべきだろう。

「まぁ、せっかくだし色々と話そうよ。都会は人が冷たいし、隣人くらい助け合わないと」

　だが、だがしかし。

　今の俺は違う。多少可愛かろうが、真央を差し置いて他の女と一夜を共にするなど、あってはいけないことだ。彼女は俺を信じて待っているのだ。浮気はよくないのである。

「……分かった。ただし、条件がある」

「なに」

「俺のことを好きになるなよ」

「……その顔で？」

　それから、今後に遺恨が残り隣人関係が悪化すると面倒だったので、冷蔵庫にあるだけの酒で飲み明かすことになった。ただでさえ面倒な奴だ、そういうときは酒に限る。

「だーかーらーねー、大家に電話しても誰もでんわで、大変なのさー」

「大変だな」

「でしょー？　あ、見てみて。アルミ缶の上にあるみかん、なんて。えへえへ」

「あぁすげぇ面白い面白い」

「えへえへ」

　西ノ宮といえば、一杯飲んだだけで顔を真っ赤にしてえへえへ笑い、ゴミのようなオヤジギャグを連発する。やれやれ、困ったやつだ。

　そこで俺は先輩らしく、大人の会話を試みる。

「つまりな、月面基地は既に発見されてるんだよ」

「えー、なにそれー」

「アポロ二十号が月面異星人文明に核をぶつけたことは科学的に証明されてるだろうが」

「でもアポロって十七号までじゃなかったっけ」

「うるせえな。月はロマンなんだよ、ロマン！」

　そうこうくだらない話をしている合間にも、酒はぐんぐん進む。

「うーん、先輩ー」

「なんだー」

「先輩はー、アタシが助けてあげますからねー」

　酔っぱらいの戯たわ言ごとほど無意味なものもない。記憶に留とどめるのもやめにして、俺は新たに氷結チューハイを一気に飲み、ぐらんぐらん揺れる視界に楽しくなる。

　酔いが進むに連れ記憶が曖昧になっていき、いつの間にやら寝ていた。

　目が覚めると口の中が苦かった。床に突っ伏したから背中が痛かった。頰ほおに床の跡が残っていた。命を削る味のするチューハイ缶がそこら中に散乱していた。

　カーテンから溢あふれる薄明かりの先には、ベッドでぐっすりと眠る西ノ宮の姿があった。

「…………なんだ」

　彼女はちゃんと、眠れる人間らしい。

　やけに頭が痛んだ。外は普通に晴れていた。ただの二日酔いだった。

　なにに安心したのか、自分でもよく分からないまま時計を見た。一限が終わっていた。
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「バカと寝言は休み休み言えよ」

　あと五分と呟つぶやく機械と化した西ノ宮を放置し、廊下に散乱する嘔おう吐と物に頭を抱え、荷物を取りに来た由ゆ依いちゃんを適当にあしらい、二限の講義に出た俺は、昨晩の全裸隣人事件に関して口を滑らせた。

「で、なんだ。また美人だったのか」

「でこは広かったが、先輩風だな」

「ほら見ろ、美人がそんなにいるわけないだろうが。噓確定だ」

　顔の整い具合で真偽を判別するのは非常に歪ゆがんだ試みに思えたが、しかし幾度も繰り返したやり取りを続けるほど暇でもないので、大人しくペンをしまう。

「そんなことよりお前、遥はるかに何かしたか？」

　出席確認用紙に授業の感想と疑問点を書き込みつつ、桜さくら井いが呟く。

「何かって」

「俺が聞いてんだよ。様子が変なんだ」

「また妊娠したんじゃねえの」

「一度もしてねえよ。なんかこう、明確にキレてる」

「何に」

「だから、お前に」

「………………」

　全く意味が分からない。そもそもこの数日は会ってすらいないというのに。

　っていうか、キレてるってなんだよ。怒られるようなことをした覚えがないんだが。

「バイトでヘマやらかしたとか」

「勘違いだろ。俺優秀だし」

「そんなことないぜ」

　なにさらっといい感じに否定してんだよ、ぶち殺すぞ。

「機嫌が悪いから仲直り出来ないってか」

「……お前まさか、俺たちの仲を邪魔して一人だけ楽しむつもりじゃねえだろうな」

　どうも彼は窮地に陥ると冷静な判断能力を失うタイプの人間らしい。旧石器時代に生まれていたら絶滅は免れなかったことだろう。

「だったら恩売ってやらせるさ」

「俺が恩を返す人間に見えるか？」

　自分で言うなよ。仇あだ売って恩返させるって、それただのＤＶカップルだろうが。

「見えたらもっと協力してるんだけどな」

「言っとくがな、遥に嫌われた分だけ俺はお前に投票を重ねるぞ」

「おいおい」

「もしお前のせいじゃないんなら、遥の機嫌を直してみろ。でなきゃ遥に言いつけてお前に投票する。遥が本気でお前を嫌ってるんなら、喜んで邪魔するだろうよ」

　性根が腐りきってやがる。なぜ人は争うんだ。人はもっと平和に生きられるはずなのに。

「……にしても、原因が分からねえよ」

「色々あんだろ。お前の場合、サークルにバイトも同じなんだし」

　むしろその二つ以外に接点はない。この理不尽な怒りが部長会議の布石なのだとすれば、自おのずと選択肢は絞られてくる。

「……二回生は四人だよなぁ」

「……芹せり沢ざわ？」

「くらいしか思いつかねえよ。理由も分からねえけど」

　部長になることがババ抜きのジョーカーでしかない以上、ババ抜きに参加しているのは俺と桜井に遥を除けば、優ゆうしかいない。そりゃ誰だってピエロを引くのは嫌だろうが、あれだけ熱心に仲直りを諭していた奴が百八十度方向転換するのは考えにくい。

　あるいは──彼女も予定が埋まったか。

「最近あいつの肌がつやつやしてたりしないか」

「乾燥肌だから大変だって言ってたぞ」

　よく分からんが、まぁ、直接聞けばいいだろう。狡こう猾かつにも俺に矛先を向けたことは評価してやってもいいさ。目的のために手段を選ばない姿勢は嫌いじゃない。

「とにかく、なんとかしてくれ。俺だって、お前の幸福を祈ってるんだ」

「だったら部長になってくれ」

「……遥の件をどうにかしたら、考えてやる」

　だが遥との仲が直れば、彼らが部長会議に出席するメリットもなくなる。

　どうしたものかと思いつつも、放っておけばほぼ確実に俺が部長になる。そうなれば真央に会えないか、会った後大学にいられなくなる。どちらもよろしくないので、結局、俺は遥の謎を解明するべく動くことにした。

　なんだか面倒になってきた。

　そう思いつつも、真央の笑顔を思い出し、俺は今日も、バイトに向かう。
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　異変は、気づけるほど表面化する頃に、波になって押し寄せてくる。

「おい、久く瀬ぜ」

「なんすか」

「お前、うちのメイドに何かしたか？」

「……はい？」

　視線が痛いと感じたのは久しぶりだった。伊い藤とうに振られたとき以来だろう。これまで霞かすみのようにひっそりと生きてきたはずが、知らない間に視界に入るだけで痛む光化学スモッグに進化していたらしい。

「ブドウちゃんにカリンちゃん、それにミカンちゃんがな、お前と一緒のシフトは嫌だって言ってきたんだよ。理由聞くだろ、そしたらなぁ」




『私だって、ゴミ箱に働きに来たんじゃないんですよ。メイド喫茶で働きたいんです』

『おぞましいからです』

『なんていうかー……生理的に無理？』




「ってよ」

「…………え、イジメですか？」

　アットホームだけが売りのバイトのはずなのに、家庭内暴力が発生しているなんて。

　というか店長も店長で俺に言わないでくれよ。せめてそっとしておいてくれよ。言わない優しさだってあるのに。なぜオブラートに包んでくれなかったんだ。

「……こっちはむしろ、お前がイジメてるんじゃないかって気にしてんだよ」

「はあ？」

「早い話、悪評が流は行やってんだよ」

「悪評って、どんな」

「そりゃもう言葉にならないくらいだよ。噂うわさに尾ひれがついてんだろうな」

　なぜサークルでもバイトでも嫌われなくちゃならんのだ。理解できねえ。

　……いや、違う。

「……遥だ」

　考えるまでもない。遥がこっちに悪評ばら撒まいたんだ。

　なんて陰湿なことしやがるんだ。こちとら幸せを摑つかむために和解しようとしてんのに。

「俺だって安月給でこき使えるのは助かってんだ。ただ、あんまり酷ひどいようだと仕事にならないからな。今日だって二人休みの連絡が入ってる。なにしたんだお前」

「逆に俺が聞きたいですよ。俺が一体なにしたって言うんですか」

「イジメじゃねえんだな？」

「そもそも会話すらしませんから」

「……分かった。仕事に戻れ。二人分働くんだぞ」

　行き届いたフォローを呟き、店長は事務室に帰っていく。

　しかし、どうしたもんか。明確に原因が分からない以上、対処ができない。差し迫って問題のあるわけじゃない部長決めより、よっぽど拗こじれて面倒なことになっている。

　炎上の鎮火は黙ってやり過ごせと聞いたこともあるが、なにもせずただ待つだけというのは、放火魔の正体が俺ではないというのも相まって、居心地の悪さをより増していく。

　弁明しようにも、そもそも避けられるのでしようがなく、結局淡々と業務をこなす。

　そうして不穏なシフトを終え、ため息混じりに店を出ると、黒とピンクの看板にもたれ掛かった、セーラー服姿のリンゴちゃんが待ち構えていた。

「お疲れさま」

「……お疲れ」

　あれだけブチかましておいて平然と話しかけられるのは、素直に凄すごいと思う。

　リンゴちゃんはワイン色のマフラーを首に巻いて、前よりはあまり寒そうにしていない。

　冬の夜は冷え込むということを体感し学習したのだろう。よく見ると、手編みだった。

　俺の目がマフラーにいっているのに気づくと、リンゴちゃんはちょっぴり誇らしげに、綻びのないマフラーの両端をつまみ上げる。

「自分で編んだ」

「器用だな。赤が好きなのか」

「うん。これで寒くない」

　ゴスロリも標準的な黒白ベースじゃなかったけれど、リンゴという源氏名も含めて、彼女はどうも赤色が好きというのが判明した。だからなんだ。

　と思いつつも、黙っているとまた意味が分からないことを喋しやべられそうだったので、とりあえず思ったことを適当に口にする。

「あのゴスロリも赤だったよな。探すの大変だったろ」

「ううん、大変じゃない」

「あぁ、最近はネットで探せるか」

「自分で作ったから。探してない」

　意味が分からないことを喋られてしまった。なんだ作ったって、縫ったのか？

「服を作るのが好き。昔から」

「あぁそうなの。そりゃすごいな」

　恐れ入った。まさかゴスロリを自作する人間がいるとは思わなかった。

　事実、あのゴスロリは既製品と疑わない出来だった。ゴスロリを見慣れない一般人視点からなので見る人が見れば分かるのかもしれないが、だとしてもこいつ、結構すごいな。

「じゃあなに、進路もそっち系か」

「そのつもり。けど、反対されてる」

「……まぁ、頑張ってくれ」

「うん。頑張る」

「じゃあ、俺帰るから」

「待って」

　流れが悪いんだ。どうしてこの女は毎回会話に質量を挟み込むんだ。

「あなたはいま、とても困ってる」

「このまま帰れたら解決されると思うんだけど」

「みんなあなたを悪く言ってる」

　ほんの少しでも考えれば分かったが、メイド全般に俺の悪評が普及している現状、彼女だけそれを知らないわけがない。他と同じように俺を嫌ってくれれば話は早いのだが。

「だから、約束する」

「……なにを」

「他のみんなが全員敵になっても、わたしは、あなたの味方」

　すごく微妙な感じの約束をされてしまった。

　この前から何一つ状況が好転していないのは気のせいだろうか。人生ってこんなに悪かったか？　そもそもこの女はなにが言いたいんだ。

「他の誰が、どんなにあなたのことを嫌っても、わたしはずっと、好きでいるから」

　つまり真央の存在程度では諦めない、と。

　けれど、やはりなにかが引っかかった。なにか、ストーカー以上に、俺のことを知っているような、そんな気がして仕方なかった。

　たとえば──真央と繫つながりがあるなんて、そういう可能性が。

「……聞いていいか」

「なに」

　何から聞くべきか悩み、一番に引っかかりを覚える部分から聞くことにした。

　つまり、どうして俺のことを好きなのか。

「きっかけは、なんなんだ」

「……初めて会ったとき、運命を感じた」

　その言葉に、再びドキリとさせられる。

「どこが」

「平凡なところ」

「…………そう」

　やっぱり理解が追いつかない。平凡な奴なんていくらでもいるだろ、平凡なんだから。

「それと、わたしを助けてくれるところ」

　まだ分かる。助けるというにはあまりに雑で適当な仕事ではあったが、勝手に妊娠するくらいには妄想癖が強いんだ、多少のバイアスがかかるのは、やぶさかじゃない。

　だがそれだけだった。理由は愚か、真央と結びつく理由も分からない。

「今日は、それだけ。遅いし帰る」

「あ、ちょっと待って」

　俺が呼び止めると、リンゴちゃんはゆったりと振り返る。後ろで束ねた栗くり色いろの髪がなびく。

　その姿に、俺はどうしても、それが気のせいではないような気がした。

　どこかで会ったことがあるんじゃないかという、既視感が。

「名前は」

「……？　リンゴ」

「そっちじゃなくて、本名」

　俺の問いに、リンゴちゃんはそういえばと言わんばかりにさらりと返す。

「栞しおり」

「しおり？」

「うん」

　けれども、どう頭を捻ひねって思い出しても、栞なんて女のことは記憶になかった。

　俺がしばらく考え込んでいるうちに冷え込んできたのか、彼女はマフラーを口元まで手繰り寄せて、じっと俺のことを待っていた。

「栞な、あぁ。覚えたよ」

「……ストッキングでも、寒い」

「悪いな呼び止めて。帰るか」

「うん」

　ただ、途中まで帰り道が一緒だった。彼女は自然と並んで歩いていた。

　お互いなにかを話すでもなく、黙ったままだった。ヤバい奴だと認識はあったのに、大して居心地が悪くなかった。それはもしかすると、さっきまで尖とがった視線を浴び続け、疲れていたせいなのかもしれない。

　もう少し、なにか聞くべきかとも思ったけれど、口にはしなかった。

　沈黙が距離を変えるときもあれば、変えないときもある。

「あ、あのさ」

「ここでお別れ、ですね」

　彼女はちょうど、いつもの公園前の交差点で立ち止まる。

「どうかしましたか」

「いや、あの……」

　何を聞こうかグルグルと思考が空回って口をついて出てこない。

　そこで、名字を聞いていないことに気が付いた。

　けれど、俺がそれを聞こうとしたところで栞はゆるやかな風に吹かれていた。

　彼女は誰も座っていないブランコを一いち瞥べつして、ぺこりとお辞儀をし、小さく手を振る。

「じゃあね。バイバイ」

　彼女は、嬉うれしそうに笑っていた。
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「分かりやすいじゃん。助けてもらって、運命感じて、一ひと目め惚ぼれ、なーんて」

　あれから数日、ウェスト・カフェで桃もも花か先輩とばったり会い、主に部長の件とそれに伴う悪評について相談めいたことを話してみたところ、先輩はやっぱり笑った。

「むしろ、なにが不満なの？」

「じゃあ先輩は、知らない男に『俺の子供を産んでくれ』なんて言われたらどう思います」

「困る」

「でしょ」

　しかし先輩はケタケタ笑うのを止やめようとはせず、ビスケットを一つ口に入れ、のんびり紅茶を飲んでから、んー、と考え込むフリをする。

「でも私、多分答え分かっちゃったかも」

「答えって、悪評のですか、栞のことですか」

「なんていうか、全部？　栞ちゃんのことも、悪評の原因も」

「マジですか」

「うんマジ、大マジだよ。謎は全て解けたーってやつ」

　当事者の俺ですらこれっぽっちも分からないのに、なぜ先輩に分かるんだ。

　いや、元々先輩は馬鹿じゃない。というか成績だって優秀だ。この前の件で微妙なところを見たことで低く見積もってしまっていたが、あれは恋煩いという病のせいなのだ。聡そう明めいかつ美人でミステリアスな雰囲気こそ桃花先輩の魅力だったはず。このくらいの問題を客観的視点から解決するくらい、本来容易たやすいのだろう。

「で、どうなんですか」

「いやー、すごい謎だよ、うん。複雑怪奇かつ単純明瞭なトリックだね」

　どっちだよ。所詮は俺と同じ大学に入学する程度か。

「本当に解けたんですよね」

「でも、謎は解けても、解決する方が難しいかもね」

　解決って、元凶取っちめて遥に言えば済む話じゃないのか。

「まぁ、久瀬くんにもそのうち分かるよ。きっと」

「……いや、今言ってくださいよ」

「私が言うと、久瀬くん驚いちゃうから。大丈夫、なるようになるから」

　それからしばらく、コーヒーの底が見えるまで聞き続けても、先輩はのらりくらりと笑って躱かわし続けた。一瞬そこには深い理由が見え隠れしたようにも見えたが、やはり俺が困るのを楽しんでいるようにしか映らない。

　結局、俺は謎の究明を諦め、薄く残ったコーヒーの溜たまりを飲み干す。苦い。

「それにしても、最近よく来るね。オカルト熱がぶり返してきたとか？」

「なにせ最近、このカフェでオカルト話を聞いた覚えがないですからね」

　オカルト研究会のくせして、残っている二回生がオカルトに興味のない奴らばかりという時点で、決定的にアイデンティティが崩壊していないでもない。三回生より上はこの時期忙しくなって来なくなるし、一回生はそもそもカフェを使わない。

　おかげで気楽にカフェに来られるが、こうまでなると少しは存在意義を問わずにいられまい。

「なーんだ。てっきりオレンジの子に触発されたのかと思ったのに」

「由依ちゃんも、別にオカルト好きってわけじゃないですからね」

　そのとき、由依ちゃんと自分で口にして、プレゼントのことが頭をよぎる。

　お姫様みたいな服、なんて、それこそ女性の協力が不可欠だろう。遥には絶賛嫌われ中、優のセンスは絶望的な以上、ここは先輩に助けを求めるべきではなかろうか。

　割りといいアイディアに思えたので、俺は早速行動に移すことにした。

「……ところで先輩、お姫様になりたいって思ったことありますか」

「え、なに。シンデレラ症候群の診断？」

　窺うかがいすぎじゃないすか。そりゃ街角の広告みたいな切り出しでしたけど。

「うーん。絵本は好きだったからちょっぴり憧れはしたけど、それがどうしたの」

「お姫様にしてやりたい女の子がいるんです」

　そこでプレゼントのことも概おおむね話した。

「そっかそっか。由依ちゃんは、お姫様みたいな服が着たいんだね」

「関係ない相手とは思いますけど、可愛い後輩を助けるつもりで、お願いできませんか」

「んー、久瀬くんあんまり可愛げないからなぁ」

　先輩はニヤニヤと皮肉を交えて、最後に一つ残ったクッキーを口に放り込む。

「いいけど多分、私より適任がいると思うよ。私の推理が正しければね」

「……面倒になって適当言ってるだけじゃないですよね」

「あ、バレた？」

　先輩は笑うのをやめて、ちらりと細めの腕時計を見やり、トートバッグに手をかける。

「ごめんね、そろそろ授業行かなきゃ」

　そのとき、店の扉を陽気に開けて、鼻歌交じりに入る馬鹿がやって来た。

　優だった。やはりダサい私服にリュックサックをゆさゆさと背負っている。

「おーす。やっぱり授業終わりは気分がいいね」

「勉強嫌いでよく留学したな、お前」

「チッチ。この解放感は勉強しないと味わえないよ」

　手前の席に座る俺に気を取られたか、優は奥に座る先輩にはすっかり気づかないでいた。

　先輩が席を立ち声をかけて、優はようやく反応した。

「優ちゃん、久しぶり。元気してるね」

「あ、その、どうも」

　そこでさっきまでとは一転、すごすごとぺこり頭を下げた。

　なんだか、微妙な距離感があるように見えた。女性特有の人間関係という奴だろうか。

「じゃあね。久瀬くんと、ごゆっくり」

　久瀬くんと、の部分を強調した別れ台詞ぜりふを吐いて、先輩は去っていた。

「お前、桃花先輩と仲悪いのか？」

　あまりに単刀直入だったので不意を突かれたのか、優はひゅい？　と意味不明な擬音を口走り、目を丸くする。

　どうやら、その通りらしい。

「別に、嫌いじゃないよ」

　仲を聞いたのに、好き嫌いが出てくる時点で、仲が悪いのは確定的だった。

「俺は嫌いだけどな」

　俺がそう言うと、優はまたも意外そうに目を細める。

「振られたから？」

「……なんで知ってんだよ」

「直接聞いたもん。あの人、人のこと舐なめてるよね」

　そこで察した。

　彼女はどうも、俺のことで憤っている。

　思ったより正義感が強いんだなと考えつつ、少し振り返って、思い出す。

「今は嫌いなの？」

「あぁ。週五回くらいしか会いたくねえ」

「……あんな酷いことされて、直なお樹きは嫌じゃないの」

「腹立つな。さっさと別れちまえって毎日祝ってるよ」

「そこは呪いなよ……」

　つまらない冗談にも優は失笑気味に笑う。戸惑っているように見えた。

「まずなぁ、あの人、俺が好きだってことを知ってたのに、するする躱し続けたろ」

「でも、好きでもない人からの好意って、結構鬱陶しくない？」

　割りかし彼女の言うことも的を射ていた。最近似たような覚えがある。

「第二に、彼氏作ったのに黙ってたこと。その上俺をデートに誘ったことだな」

　俺がそう言うと、優がまた笑った。

　それからゆっくり、淡々と積み立てるように言葉を続ける。

「桃花先輩はズルいよ。全然自分のこと話そうとしないのに、分かったみたいなフリして。全然自分の言葉で話そうとしないんだもん。言わなきゃ分かるわけないのに、馬鹿みたい」

　彼女が何に対して怒っているのかは、あまり分からない。

　先輩の飄ひよう々ひようとしたところがムカつくのか、彼氏の存在を隠していた不誠実さか。

　もしくはそれら全部を引っくるめて、俺を水族館に誘ったことか。

「……あぁ、そうだな」

　俺が頷うなずくと、優は時計の方に顔を背けて言う。表情は見えない。

「なんで直樹は桃花先輩のこと好きだったの？」

「大した理由はないな」

「じゃあちょっとした理由でもいいからさ」

　彼女の口調は真剣だった。

「ほら、美人だろ。大人っぽくて綺き麗れいだし、でもちょっと子供っぽいところもあってさ」

「それで？」

　彼女が聞いているのはそんなことではなさそうだった。

　適当に流してもよかったが、なんとなく、つい、口が滑る。

「……本当に、大したことじゃないんだけどさ。伊藤の話はしてたか」

「うん」

　あの日も、今日みたいな寒い日だった。だから春と夏と秋と同じくらい、冬は嫌いだ。

「あの後、自分でも馬鹿みたいに落ち込んでさ。大学入っても、なにするかなんて決まらなくて。なんていうか、日々の目的がなかったんだ。毎日飯食って寝るだけの生活っていうか」

　優にしてみれば、初恋に敗れ自暴自棄になった大馬鹿にしか聞こえないだろう。

　けれど、彼女はそれまでの笑みを止め、俺の顔をそっと覗のぞき込む。

「でもオカ研に」

「最初は馬鹿な奴らへの冷やかしのつもりだったんだけどさ。ブースに行ったら、先輩が一人で座ってたんだ。すげー美人の。それで、少し話をした」

「なんて」

「当たり障りない会話だよ。オカルトに興味があるかとか、学部はどこなのとか。冷やかしどころかオカルトなんざ大っ嫌いだったし、適当に答えてたんだけど」

「桃花先輩は？」

「こっちの反応なんて見ず知らずって、凄い勢いで勧誘してきた。終しまいには埒らちが明かないってんで、全部ぶち撒けたよ。俺はオカルトなんて大っ嫌いだって」

　今もオカルトは嫌いだ。けれど結局、今でも俺はオカ研にいる。

「それで、どうだって？」

「嫌いになるきっかけがあったんだね、だと。別に、言ってもないのに」

「……でも、やっぱり言わなきゃ分かんないよ」

　先輩は何も言わない。深く聞くこともせず、ただ近くに、近すぎもせずにいてくれる。

　それで全部分かってるなんて素振りで、その実分かっちゃいないのだ。

「言ってもどうにもならないとき、それを分かってくれるだけで、救われることもあるのさ」

　互いに深く関わらないことが、たかだか半径50センチ、伸ばせば触れられる手の距離が、俺と先輩の関係性を示す上では、きっと一番落ち着いた長さなんだろう。

「だから、憧れだったの？」

　観覧車の顚てん末まつを思い出す。もう一歩近づけた可能性を。

　あのとき、先輩は確かに、泣いていた。

「多分、テーブル一個分離れたところにいるだけで、俺には十分なんだよ」

「……やっぱり、ズルいなぁ。ズルいよ」

　なにが、とは聞かなかった。

　ただ、彼女は俺の向かいの席に座って、小さくため息をついていた。

「しかも直樹、彼女までいるんだもん。ズルいよ」

「それは別にズルくねえだろ」

　そもそも何を指してズルいと言っているのか、俺にはてんで見当がつかなかった。

「直樹はさ、部長になったら困るよね」

　彼女はどうにも唐突に話題を切り替え、ぼそりと呟つぶやく。

「あたし予定もないからさ、困らないし。やろうと思うんだ」

「……そうか」

　その発言は、決して遥と俺を陥れようとする人間の言える台詞ではない。

　彼女は白だ。原因はもっと別にある。

　そして。

「そしたらみんな、好きな人とクリスマスを過ごせるもんね」

　彼女の提案は、とても都合がよかった。

　一番合理的で、悲しむ人の数が少なく済む。なにより、俺にとって最高の選択だった。

　真央と会う、それだけなら、俺は黙って首を縦に振ればいい。

　悪くない。悪くはない。

　けれど。

「……おかしいよな」

　それは、違うと思った。

「…‥なにが？」

「部長会議だよ。あんなの、ふざけてる。優も、桜井も遥も、行く必要ねえよ」

　なにがクリスマス開催だ、リア充を引き裂くだ、粛清だ、そんなの一時代古いんだよ。

　他人を引きずり落とそうとするような連中と、嫌々付き合ってられるか。

「でも行かないと大変なことになるって」

　部長は七本指を立てた。あれが本当でも噓うそでも、冗談めいた誇張に過ぎないとしても、本当はもう少しマトモな理由があるとしても、悪意はひしひしと伝わってくる。

「第一な、部長選出は立候補じゃなくて多数決なんだ。それに自票はない。遥は俺に入れるだろうし、桜井もどうなるか分からねえ。現状、お前はまず部長にすらなれねえよ」

　それでも少し冷静に考えれば、こんなことはよくあることだ。やりたくなくともやらなくちゃならないことなんて腐るほどある。遥が桜井との記念日にバイトをサボるのがよくないことのように、部長会議をサボるのも、理由はどうあれ本質的には変わらない。

　カップル潰しなんてのがただの質たちの悪い冗談なんて、分かっている。

　推察もあるが、この会議の本質はおそらく、部長になる人間の責任を端に示すためのものだ。他のサークルがオカ研みたいにダラダラ活動してるわけじゃない。

　だからそもそも、俺たちの話しているように、部長会議が諸悪の根源みたいに語るのは間違っているのだろう。誰が部長に相応ふさわしいかを真剣に考える、それが本来のやるべきこと。

「でも、ほら、あたしが行けば上う手まく纏まとまるじゃん」

　彼女がそれを理解しているかは分からない。ただ行くべきということは理解している。

「それに、彼氏もいないからさ、会議の趣旨にもぴったりだよ。一人ぼっちでイブを過ごすより、色んな人とお酒飲んだりするほうが、楽しかったりするんじゃないかなって」

「……行きたいのか？」

　俺が聞くと、優はここに来て初めて押し黙った。

「……致し方ない犠牲、って、やつだよね」

　その言葉に、俺はガタリと席を立つ。

「どうしたの」

「決めた。今、俺は決めたぞ」

「なにを」

　彼女の問いに、俺はなるべく、かっこつけて、煙草たばこでも吸おうかとポケットを漁あさるも、ジッポを由依ちゃんに持って行かれたことを思い出し、渋々胸を張って、宣言する。

「部長会議を潰そう」
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　部長会議を潰す。

　言ったはいいものの、優の反応はシビアだった。

『……なに、その休日出勤が嫌だから会社潰すみたいな理論』

『ブラック企業なんざ潰せばいいんだよ。合理的だろ』

『……あたしがなんとかするから。直樹はじっとしてていいよ』

　などと言われてしまった。これっぽっちもかっこがついていない。

　とはいえ彼女の言うように、行動に移そうとすれば問題は山積みだ。

　まず、部長会議を構成するサークルはどれだけあるのか。そのうち何割が肯定的で、否定的か。上層部はあるのか、あるとすれば誰がやっているのか。何より、具体的にどう動けば部長会議はご破算になるのか、俺には正直さっぱり分からなかった。

　そもそも本当に潰していいのか、潰せるものなのか。もし部長にだけ伝えられる重大な案件を話し合うような場なのだとすれば、この考えは随分馬鹿らしいことになる。

「………………」

　困ったことはまだまだある。

　そもそも、俺の交友関係はミジンコ並の薄っぺらさだ。他のサークルに友人などいない。一から情報を仕入れようにも、残り三週間ばかし、間に合うかどうかは微妙なところだ。

　考えれば考えるほど、何も考えずサボればいいような気もしてくる。所詮はサークルの一活動。だが部長の言う通り八本目になっては目も当てられない。

「…………あぁ！」

　と言うか、今はこんなことしてる場合ではないのだ。

　真央との約束に向けて考えることも山ほどあるし、由依ちゃんへのプレゼントだってロクスッポ決まっちゃいない。最悪のケースも考えて、メイド喫茶の悪評も解消しなくちゃならん。よしんばそれら全てが上手くいったところで、栞などという妄想狂の存在もどうにかしなくては。今のところ（比較的）大人しいが、クリスマスまで時間はある、なんて言っていたことも考えると、彼女へのフォローも必須だろう。

　考えることが多すぎる。とてもじゃないが、一人で抱えきれる分量じゃない。

　そんなこんなで部屋でうんうんうなっていると、チャイムが鳴った。連打だった。

　また由依ちゃんかと思い、勢い良く扉を開ける。ガンと思いっきりぶつける音がした。

　扉の前には誰もいなかったので、念のため扉の裏側を確認すると、でこを右手で痛そうに押さえ、悶もだえしゃがむ隣人、西ノ宮理沙がいた。

「なんか用か？」

「謝罪！」

「泊めたことなら気にするなよ。ほら、隣人愛が大切って言うだろ」

「逆！」

　一ひと頻しきり騒いだ後、西ノ宮は薄赤くひりひりするでこを撫なでながら、こほんと咳せきをする。

　それから、左手に持ったタッパーを差し出し、爽やかに言い放つ。

「あの、肉じゃが、作りすぎちゃってない？」

　一瞬だけ人の優しさに触れたような気がしたが、よく聞いてみるとただのタカリだった。

　差し出されたタッパーも見れば空っぽだ。完全にただ飯食いに来た金欠女子大生だった。

「金欠か？」

「作るの面倒くさくって」

「あいにく俺の今日の晩飯は鯨くじら缶だけだ。さっさと帰れ」

「環境保護団体への抗議かなにか？」

「金がねえんだよ。親が送ってきた缶詰と米しか食うもんがない」

「なんていうか……哀れだね」

　なぜ飯タカられた上に嘲あざ笑わらわれなくちゃならんのだ。

　だが、そこで西ノ宮はなにか思いついたのか、タッパーごと両手を合わせ口角を上げる。

「じゃあさ、アタシお金出すから、何か作ってよ」

「……金あるなら外に食いに行けよ」

「だーかーら。外寒いし、一々着替えるのも怠だるいし、部屋の半径十メートル以内から出たくないんだって。君もお腹なかいっぱい食べれるんだし、悪くない話でしょ」

　もう引きこもり一歩手前どころか、立派なヒキニートと呼べそうな駄目人間具合だった。

　しかし提案は魅力的だ。白菜とナスの高騰にビタミンと食物繊維が欠乏しカリカリしている現状、健康的な食事を摂とれるのは、素直に喜ばしい。

　だが単純な問題として、俺はこんな面倒な隣人と関わりたくなかった。

　なにかロクでもないことに巻き込まれる予感、そんな直感が俺にノーを告げている。

「ピザでも食ってろ」

「ピザって、アタシ結構ウェスト細いんだけど」

　誰もデブとは言ってねえよ。

「でも駄目。アタシ今日の気分は完璧に肉じゃがなの。ほくほくの肉じゃが以外は受け付けないって胃液が逆流してるの」

「……でも、なぁ」

「なにそんなに渋ってんのさ。一夜を共にした仲じゃん」

「朝起きて廊下に吐と瀉しや物ぶつ散らばってたら出禁にするだろうが」

「胃が弱いんだよね」

　自覚あるんなら胃薬飲んでさっさと寝ろや。

「あ、分かった。実は料理得意じゃないんでしょ」

「ああ。だから帰ってくれ」

　俺がそう言い返し、扉を閉じようとしたときだった。

　西ノ宮はバッと身を翻して軽やかな動きでその場にしゃがみ込み、手を合わせる。

　そして、美しく、気品すら漂う所作に、はっきりとした口調で、彼女は大きく叫ぶ。

「お願いします。どうか、アタシのためにみそ汁を作ってください！」

　土下座された。見たくなかったので扉を閉じると、再びチャイムを連打された。

「ちょっと！　開けないと日が昇るまで連打するよ！」

　明らかに厄介な隣人トラブルが現在進行形で発生していた。

　ここ数日、彼女は毎日のように酒を持って押しかけてくる。放置すればそのうち帰るが、流石さすがに一度ドアを開けた手前居留守も通用しない。

　結局、今の俺に出来ることは、なるべくトラブルを減らすよう、適当に対応することだけだった。扉を開けるとまた硬い感触にぶつかった。

「……痛いよぉ」

「おら、金出せ」

「酷いよぉ。二回もおでこ打たれて、今度はお金まで要求するなんて」

「肉じゃが食いたくないのか」

「……作ってくれるの？」

「食器はお前が洗えよ。あと味に文句は言うな」

「大丈夫！　味に期待とか全然してないから！」

　扉を閉じると、また連打された。
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「やっぱり、あんまり美お味いしくないね！」

「嬉うれしそうに言うな」

　たかった三千円で肉じゃがと、それとは別にもやしと卵以外の一週間分の食材を買い込み、一ヶ月ぶりの料理をした。焼き魚とほうれん草の白しら和あえにきんぴらごぼう。なんだかんだ多少は手伝うだろうとの見通しは無論外れた。

「まぁ、アタシはこの中の料理、一つも作れないんだけどね！」

「むしろ何か作れるのか？」

「……ボンカレー？」

　ブラックジャックかお前は。

「しっかし、この前の飲み会はすごかったね、ほんと」

「飲んだだけだろ」

「あれ、覚えてないの？　先輩すごかったっすよ？」

「…………なにが」

「まー、あんだけ飲んだら飛ぶんですかねぇ」

　俺が聞くと、西ノ宮は上の方を向いて思い出す素振りを見せ、それからゲラゲラ笑う。

「とりあえず、先輩はおもむろにパンツを脱ぎ始めたんですよ」

「ちょっと待って」

　なにがとりあえずなのか、前提条件のようにパンツを脱ぐ必要はどこにある。

「で、さすがに止めるじゃないですか。したらなんて言ったと思います？」

「……なんて」

「本物のパンチラを見せてやるって」

　意味が分からねえ。もうやめてくれ。仮に本当だとしたら、辛つらすぎる。

「酒飲んでも、記憶飛ぶなんてこれまでないんだが」

「じゃあこれ以上はやめとこっか。尊厳が保たれなくなるかもしれないし」

「………………」

「あー、きんぴらは結構いけるね」

　それから黙々と飯を食べ、西ノ宮がベッドにバタリと倒れ込む。

「食べたら眠くなるね」

「本能に忠実なのはいいけど、先に食器洗えよ」

「出資者アタシなんですけど」

「だったら労働者の権利も守ってくれ」

　ぶーぶー不平不満を訴えながらも、彼女は渋々シンクへと足を運ぶ。

「………………」

「………………」

　一息ついて、少しぬるくなった緑茶を口にする。

　カチャリカチャリと、壁一枚隔てた向こうで音が鳴る。

　テレビも点つけていなかったから、静かだった。

「……ねぇ、先輩」

　壁の向こうから西ノ宮の声がした。

　それから、一拍だけ空けて、秒針がカチリと触れる音と音の合間を縫って、彼女は笑うでもなく、淡々とした調子に呟つぶやく。

「本当に、何にも覚えてないんですか？」

　────含み。

　その呟きには、確かな含みがあった。

　秒針が触れる。次の秒針が鳴る前に、俺は言葉を続ける。

「俺、なんかしたのか」

「……覚えてないならいいや。うん」

　なんだよ、それ。おい……

　その自分に言い聞かせるみたいな呟きに、どうしても、嫌な予感が止まらなかった。

　だとすればもしや、彼女の中で俺は既に、ただの隣人ではないのかも。

　まさかと思いつつ、何一つ覚えていないので、肯定も否定もする材料が一つもない。

　……まさか、な。

　食器洗いを終え、西ノ宮が戻ってくる。どうにも顔を見られず、顔を背け寝転ぶ。

「……どうしたの？」

「いや、飯食ったら眠くなったんだよ」

「もー、牛になるよ、もーって」

　さっき同じこと言ってたくせに。調子のいい野郎だ。

「それじゃ、ご飯も作ってくれたし、お礼しないとね」

「お礼？」

「うん。人間関係、助け合いが大事だからね。特に隣人は大切にしないと」

　理屈はともかく、今の俺にはさっさと帰ってほしい思いしかない。仮に先程の仮説が真実だとすると、俺は断酒をしなくてはならん。

　西ノ宮をちらりと見る。彼女はそれに気づき、優しい微笑ほほえみでこう言った。

「君のお願いを聞いてあげる。それでチャラってことで」

「なら帰れ」

「そんなのでいいの？」

「お前に頼むことなんてねえよ」

「でも先輩、実は最近困ってたりするでしょ」

「大抵の人間は日々悩みつつ生きてんだよ」

「そうじゃなくて、もっと具体的な感じのやつ」

「……なんだよ」

「なんだろね」

「帰ってくれ」

「ほら、北きた原はら真央のこととか」

　さすがに振り返った。西ノ宮は変わらず微笑んでいた。

　最近、嫌な予感ばかり、よく当たる。

「それとも、プレゼントでも探しに行こっか？」

「……誰だ、お前」

　俺が聞くと、西ノ宮は待ってましたと言わんばかり、上機嫌な笑みを浮かべる。

　そして、やけに演技ぶった仕草で、こう言うのだ。

「アタシはただの隣人だよ。君を救いに来た、ただの天使みたいな隣人」

　意味が分からなかった。最近、分かることが年々減っていっている気がする。

「どうして知ってるか聞いてんだよ」

「じゃあ、分かった。部長会議の件、助けてあげるよ」

　彼女は俺の質問に答えもせず、言ってもいない俺の悩みをぺらぺらと喋しやべる。

　なぜ、隣に住んでるだけの女が、俺の最近の悩みを知り尽くしているのか。

　知っていて、それに関わってくるのはどういうわけか。

　思い当たる節はない。ないからこそ、先の含みに真実味が浮かび上がる。

「動揺するのは分かるけど、悩みが増えるだけじゃないかな」

「……お前なら、どうにかできるのか」

「二つ、方法があるね。うん、二つ」

　そう言い二本指を立て、西ノ宮はその指を絡ませ口元までもっていく。

「一つは正攻法。全サークルに意見を聞いて、会議自体の不必要性を説くこと」

　そう、それが必須なんだ。そして、俺には他サークルとの交流がない。

「もう一つはね、邪道なんだけど、とっても簡単な方法だよ」

「……なんだよ」

　俺が聞くと、西ノ宮は不敵に、嫌らしい笑みを浮かべ、楽しそうに言う。

「部長を選ばなきゃいいんだよ。そうすれば誰も部長会議に行かなくて済むから」

「……そんな言葉遊びが通れば苦労しねえんだよ」

「駄目？」

「普通に全員サボったって見なされるだろ。それに第一、部長の申請がないとサークルは認められないんだ。だから」

「別に、認められなくてもいいんじゃない」

「……はぁ？」

「誰もオカルトに興味ないんでしょ。カフェに行けば集まれるんだし、よくない？」

　ある意味、名案だった。極論も貫けば正論と錯覚するようなものだ。

　ただでさえオカルト研究会としての活動は休止状態、サークルとしての活動などあってないようなもんだ。部長会議が非正規サークルに対してのイベントだとすれば、オカ研自体をなくしてしまえば、そもそも部長会議に悩む必要なんてどこにもなくなる。

「そもそも、クリスマスまでに部長の届け出をしないとサークル取り潰しなんてこともないはずだよ。サークル同士の交流会って名目だし、まず大学運営は関わってない」

　彼女が言うことは、おそらく間違っていない。

「だから出席しないと困る話もない。脅しはむしろ強制力がないことの裏付けだよね」

「‥…全員狙われたら？」

「ちゃんとルールがあるでしょ。範囲内で逸脱すれば大丈夫だよ。本当に部長会議が必要なら、そもそもいらないはずのルールなんてある時点で変。分かりきったことだよ」

「屁へ理り屈くつが上手いな」

「でしょ？　アタシ強制って嫌いでさ。自分で選んでこそ選択には意味があるって思うの。そういう意味で、今回の部長会議は、ちょっぴり先輩と同意見だよ」

　なぜ彼女が俺の複雑な事情を知っているか、そんなことはこの際どうでもいい。

　重要なのは彼女の言う通り、オカ研を潰せば、部長会議など行かなくてもいいということ。

　それはまさしく、誰もが望むハッピークリスマスってやつじゃないか。

「……で、どうするの？」

　西ノ宮が聞く。悩むことなど一つもない。

「乗った」

　十二月二週の始まり、ただの隣人と手を結んだ。

　聞きたいことは何も聞けず、西ノ宮も答えない。ただ小悪魔みたいな笑顔で笑っていた。
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　とはいえ、サークル活動に従事してばかりでは、資本主義社会を生き抜くのは厳しい。

　やること自体は単純だ、他の全員を説得して部長を選ばなければいい。

　だがそうすると結局、遥をどうにかしなくちゃいけない。悪評の原因は未だ分かっちゃいない。ゴールは決まってもスタート地点はふりだしのままだ。

　そういうわけで、俺は今日も冷たい視線と激務の待ち構えるバイト先へと足を運ぶ。

　しかし今日の通勤路は、普段とはちょっぴり違った雰囲気だった。

　何度も見たあざとい黒をベースに下品な蛍光ピンクの看板、売り子のメイドがビラを配るその横で、ぶすっとふてくされしゃがみ込む、マフラーを巻いた少女がいた。

　由依ちゃんだった。

「なにやってんだ、こんなところで」

「お兄ちゃんこそ、出頭中？」

　何一つ罪なんざ犯してねえよ。

　しかし、荒すさんでいた心に、由依ちゃんの姿は癒やしだった。

　なるべく頭を空っぽにするよう心がけ、適当に返事をする。

「バイトだ、バイト。金で萌もえを売ってんだよ」

「じゃあ、ばんぷるむぅす、行くの？」

「……メイドに興味あんの？」

　あまり他人の趣味嗜し好こうに口出すつもりはないが、いかんせん由依ちゃんはまだ小学生、若すぎる。齢よわい八にして道を踏み外す必要はない。ここはそれとなくメイドの醜悪さについて語り、人間として正しき道へと導いてやるのが大人である俺の責務と言えよう。

「こほん。いいかい、メイドってのはな、ゴミだ。普通にしてると目立てないけど、人の注目だけは欲しい自己顕示欲と承認欲求の塊みたいなブスがなる、夢もクソもない罪深い職業なんだ。そのくせ流されやすいから、同調圧力で多少は顔がマトモな気に入らない奴を淘とう汰たしようとする。このカフェには排他的で陰湿な村社会しか存在しないんだよ」

「なに、お兄ちゃんイジメられてんの？」

　本質を口にするなよ、ルサンチマンがバレるだろうが。

「ともかく、女子小学生が興味本位で近寄るようなところじゃないんだ。さっさと帰れ」

「私だってメイドに興味なんてないよ」

「じゃあなんで」

「ママに言われてお弁当届けに来たの」

「誰に」

「お姉ちゃん」

　お姉ちゃんと言えば真央のことだろうと思ったが、流れ的にどう考えても違う。

　話を聞くに、ばんぷるむぅすで働く姉に弁当を届けに来たはいいものの、子供一人での入店が断られてしまい、どうしたものかと売り子のお姉さんと話をしていたところ、よく見たゴミムシが歩いていたので、これは使えるとこうして話しているとのこと。

「お前、姉ちゃんいたのか」

「いたのかって、結構お姉ちゃんの話したじゃん」

　真央と連想して全く違和感がなかったのはどうなってんだか。

「まぁ、最近はあんまり話さないんだけど」

　由依ちゃんはぴょこんと跳ね上がる。

「じゃあ、ついでに奢おごってね」

「……いいだろう。ただし、俺と一緒に仲良く手を繫つなぐんだ。兄と妹のようにな」

「……仕方ないなぁ」

　自分から言っといてなんだが、拒否され防犯ブザーを鳴らされるとばかり思っていたので、なんだか微妙に調子が狂う。やったぜ。

　そういうわけで、由依ちゃんと念願の手を繫ぎ、ウキウキ気分で店内に入る。

　俺たちの入店に真っ先に気づいたメイドは、遥ことミカンちゃんだった。

　なんだかんだで彼女もプロだ、笑顔を絶やさず、元気ハツラツとお決まりの文句を言う。

「お帰りくださいませ、ご主人様」

「今帰ってきたんだよ。シフトだシフト」

　でなきゃ、いくら家が嫌でもこんなところに来てたまるか。

　しかし、よく考えればこの時点で既に間違っていた。

「はぁ？　曜日間違えてんじゃないの」

　この女はわざわざ俺と被かぶらないシフトを選んでいるのだ。そして彼女がこういう態度である以上、どちらがシフトを間違えたのかは火を見るより明らかだ。

「……最近色々あり過ぎて疲れてんだよ」

「わあ！　すっごいピンクだよ、お兄ちゃん！」

　由依ちゃんが隣ではしゃぐ。興味ないとか言っといて、結局それかよ。

「なにその子、攫さらってきた？」

「せめて妹とかあんだろうが。保護者代わりだよ」

「ねぇねぇ、早く座ろうよ」

「弁当は」

「そんなの後でいいよ。ほら、早く！」

　手を引っ張られて、やや強引に席へ。相変わらずディティールが雑なテーブルだ。

　だが由依ちゃんはそんなところには目もくれず、一目散にメニューを広げる。

「わあ！　指名千五百円に延長六十分二千円だって！　めっちゃ高いよ」

「追加のオプションだからな。頼まねえぞ」

「じゃあじゃあ、この新入りザクロちゃんお願いします！」

　聞いてねえし。つーかハマってんじゃねえか。

　と、そこで頼んでもいないミカンちゃんが水を運んでくる。

「………………」

「……で、誰に吹き込まれたんだよ」

「は？　なんの話？」

「俺の悪評ばら撒まいてんのお前だろ。こっちは大変なんだからな」

「勝手に人のせいにしないでよ。あんたが悪いことするから嫌がってんのに」

「悪いことって」

「女子高生と援交したとか、その子妊娠させて無理やり堕おろさせたとか」

　ド屑くずじゃねえか。下手に生々しい分妙にリアリティありやがるし。

　つまりなんだ、近づくと孕はらまされるから遠ざかっていたと。手口が陰湿すぎるだろ。

「正直半信半疑だったけど……今日のあんたを見て確信したよ」

「女子小学生と手を繫いでメイド喫茶に来ただけだろうが！」

「お兄ちゃん、この『私たちの秘密のミ・ル・ク♡』ってなにが秘密なの？」

「ほら、お兄ちゃんとか呼ばせてるし！」

「うるせえ！　秘密は秘密なんだよ！　そういう関係もあるだろうが！」

　しかし俺の弁明も虚むなしく、遥の好感度が上昇することはなかった。どうも現実はギャルゲーとは違うらしい。それだけに留とどまらず、他のメイドからの態度も不燃ごみに接する類のものだ。

　由依ちゃんにはニコニコと愛想よく振る舞う癖して、俺を一いち瞥べつするなりあからさまに冷遇する。一見様お断りの居酒屋でも、もうちょっと厚遇されるだろう。

　そんなこんなで、むしろ閉店ギリギリまで居座ってやろうかと思い始めた頃、最初に頼んだご指名新入りメイドが店の奥からやって来る。

「ご指名ありがとうございまぁす」

　──スラリとした細い足。腰まであるサラサラの髪にホワイトブリム、わざと流しておでこをチャーミングに見せている。見るとほんのり腫れていた。

　よく、見覚えがあった。つい昨日見た顔だった。

　いや、無理がある。昨日の今日で出来る行動力じゃない。

　少なくとも、これは運命とは程遠いに違いない。偶然でもなんでもなく、意思が絡む。

　彼女は笑顔を絶やすことなく、そっと空いた席に座る。

　つまり、彼女の言葉は噓うそではなかったのだ。俺を救う、そのために。

「ね……ご主人様」




　西ノ宮が、メイド服姿で、笑っていた。




「あれぇ、声も出ないくらい喜んでるの？　いやぁ、可愛いって罪だね」

「……お前、なにやってんだ」

「なにって、メイドじゃん。どう、似合ってる？」

「似合いすぎだ。他のメイドからイビられるぞ」

「そのために入ったんだから」

「はぁ？」

「メイドにイジメられてるんでしょ。困った隣人を助けるのはアタシの責務だからね」

　つまり、彼女は俺の悪評を取り除くため、わざわざメイドになったらしい。

　だが、ちょっと待て。

「なんでお前が知ってんだよ」

　この女、どこまで知ってるんだ。真央の名前を言った、プレゼントを探していることも知っている、部長会議で悩んでいることも、その解決法まで考えて、その上メイドのことまで。

　普通そこまでするか？　飯作ってもらった程度でバイトまで同じにするなんて、普通じゃない。ありえない。ストーカーの前例とは別の次元でぶっ飛びすぎている。

「そりゃあもちろん、君は大切な隣人だからね」

　すると、俺の思考はやはり、彼女と飲んだ日の忘れられた記憶に向く。

　……本当に、なにしたんだ俺は。

「まー任せといてよ。仲良くなるのは得意だからさ、すぐ解決してあげるよ」

「ねぇねぇ、このビニールチューチューってなに？　一万円もするけど」

　由依ちゃんが何も知らない無む垢くな笑顔で西ノ宮に尋ねる。

「じゃあ、頼んでみる？」

「いいの？」

「全然よくねえよ。そもそもチューなんて出来ねえからな」

　入ったばかりで詳しい説明は受けていないのか、西ノ宮はビニールチューチューの仕組みを知らないようで、キスできないと聞いて呆あきれたように頰ほお杖づえをつく。

[image: ]

「じゃあなんなのこれ」

「面倒くさい客を選別するためのトラップだよ。頼むと店長が出て来る」

「うわぁ……」

「よく分かんないけど、お姉ちゃんはやってないんだよね」

　由依ちゃんは字面からなんとなく察したのか、ほっと一息ついて牛乳を飲む。

「それで、お前の姉ちゃんの名前は？」

「えっとね、確か──」

「──由依？」

　声がした。既視感のある、おっとり落ち着いた声。

　ピースがカチリとハマっていく。点と点が線になって繫がる。

　真央のことを知っている人物、なるほど確かに、そんなのはもう、彼女しかいない。

　驚きじゃなく、腑ふに落ちた感覚のままに、由依ちゃんがお姉ちゃんメイドに声をかける。

「栞お姉ちゃん！」

　リンゴちゃんは、中なか野の栞だった。

　由依ちゃんが栞に駆け寄る。並んでみると確かに、髪色や顔つきなんかに面影がある。

　由依ちゃんが話していたんなら、俺のことを知っていても不思議じゃない。いや、それどころか凡おおよその説明がつく。一ひと目め惚ぼれというよりは、偶然の出会いになにかを感じたのか。

「どうしたの、こんなところに」

「ママに言われてお弁当届けに来たの。ご飯は八時までに食べないと健康に悪いからって」

　そんな心配するくらいなら、まずメイド喫茶で働くのをやめさせろよと思いつつ、むしろ反対されているけど押し切ってやっているんだろうかとも思う。するとあんまり仲はよくないのか、それとも弁当届けるくらいだから、悪くもないのか。

「……ありがとう。でも危ないから、もう一人で来ちゃダメだからね」

　驚いたのは、それまで凍ったみたいに無表情だった栞が柔らかに微笑み、ちゃんと姉らしく振る舞っていたことだ。そんな顔も出来たのか。

「どう、お姉ちゃん可愛いでしょ」

　由依ちゃんは俺に向かって自慢げに語りかける。栞は少し困ったような顔をしていた。

「前も言ったけど、お姉ちゃんはね、どういうわけかお兄ちゃんのことが好きなんだよ。私がいくら止めとけって言っても聞かないんだから。困ったもんだよ」

「……へー。先輩そんな顔して結構モテるんすね」

　お前はちょっと黙ってろ。二人とも他ひ人と事ごとだからって笑いやがって。

　だが確定だ。栞は由依ちゃんから俺のことを聞いたんだ。おそらくオレンジに関係して。

　結果をみれば、多少のバイアスがかかっていたとて、そう悪いように聞こえないだろう。

「会ってみたら思ったより普通なところが気に入ったんだって」

「うーん、将来的に変な男に摑つかまりそうだし、気をつけたほうがいいよ？」

「全部聞こえてんだよ……」

　初めて会ったときのことを思い返す。大して感謝されるようなことをした覚えはなかったが、考えれば多分、彼女は妹の礼も重ねていたんだろう。

　それはちょうど、敬意から好意に変わるきっかけだったのかもしれない。

「でもまぁ、お兄ちゃんにはお姉ちゃんがいるし、お姉ちゃんには我慢してもらう方向で。二股は駄目だし、私もこんなお義に兄いちゃん嫌だからさ」

　由依ちゃんの方向性は割りと明確だった。実の姉と真央とでは傾きそうなものだが、別にそんなこともないらしく、あくまで俺を家族に迎え入れるつもりはないらしい。

「……もう」

　ぺらぺらと喋しやべる妹に、お姉ちゃんの方は少し怒っていた。本当に少しの変化だったけれど、普段とは随分違った口元の膨れ具合に、はっきりと見て取れる。

「ごめんなさい、いつも妹が迷惑かけて」

「それはいいんだけど……」

「……なに？」

「お前、本当にストーキングしてるのか？」

「……なんの話？」

　ここにきて、俺は彼女にストーカーという単語を口にしていなかったことに気づく。

　何空回りしてんだ、勝手に勘違いして。

　そもそも常識的に考えればストーカーに二度も出くわすわけがねえ。

　栞は心配するように覗のぞき込む。

「大丈夫？　顔色悪い」

「大丈夫だよ、元からこんなもんだし」

「よかったね先輩、これ以上悪くなりようがないってさ」

「……もう、帰るよ」

「あ、待って！」

　俺がそう言い残しそっと席を立つと、西ノ宮が慌ててがたりと駆け寄ってくる。

「今度はなんだ」

「あの、すごく言いづらいんだけど、でも、どうしても伝えないといけないから……」

　なんだこいつ、急にしおらしくなりやがって。

　しかしこの態度、もしかして、身近に俺に接しているうちに、彼女の中で新しい何かが芽生えようとしている可能性がある。

　西ノ宮は、小さくもじもじして、それからすっぱりと決心づいたように、言う。

「入国料、五百円」

　二度と来てたまるか。
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　その後、由依ちゃんが危なくないよう送ることになった。

　電車に乗って最寄りの駅に着く。降りると風が吹いた。かなり冷える夜道だった。

　雲が厚く覆っていて、月も出ない暗い夜だった。うすぼけた黄緑色の街灯がぽつりと照らすのを頼りに、ふらふら歩く由依ちゃんの後ろをのんびり歩く。

「ふらふらしてると轢ひかれるぞ」

「大丈夫だよ。ちゃんとオレンジ持ってるから」

　由依ちゃんはポケットからガラス瓶を取り出して、自慢げに見せつける。

「それ、ちゃんと効果あるか？」

「あるよ。爽やか過ぎてちょっぴり寒いくらいあるね」

「だったら冬は持ち歩かない方がいいんじゃねえの」

「かもね。お姉ちゃんもおんなじこと言ってたし」

「……はぁ？」

　この上なく適当に返しただけなのに、なに言ってんだあのゴスロリ女。

　いや、まぁ栞が馬鹿なのは分かってたことか。信じてても不思議じゃねえな。

「持ってるって言ったら、マフラー編んでくれたの。すごい綺麗でしょ」

「ゴスロリまで自作してんだから、天才だよ」

「でしょ。お姉ちゃんきっと将来偉くなるよ。鼻高々だね」

　赤色のマフラーは、街灯にぼやけても深く目立っていた。確かに栞の好きな色だった。

「そーいえば、お姉ちゃんから伝言あるよ」

「今度はなんだ」

「他の女と仲良くしないで、だって」

　これ以上ないほどの直球。てかお姉ちゃんって呼び方、真央と栞どっちか分かりづらいな。

　そうこうしているうちに公園も通り越し、由依ちゃんの家の前まで着く。

　由依ちゃんが帰るまでは見送ろうと家に入るまで見ていると、ドアノブに手をかけたところで、唐突に顔を上げ、打たれたように振り返り戻ってくる。

「言い忘れてたことあった！」

「ありがとうございましたが足りねえなぁ」

「お姉ちゃんからの伝言だよ。もう一個あったんだった」

　まだあるのか……煙草たばこは吸うな、他の女とイチャイチャするな。後はなんだ、歯磨けか。

　軽くため息を吐つく俺をよそに、由依ちゃんは軽く、いつもの調子に笑って言う。




「──北原真央のことは忘れてください」




「…………は？」

「じゃあね。バイバイ」

「あ、おい」

　引き止める間もなく、由依ちゃんはバタンと帰宅した。

　──忘れてください？

　クリスマスに誘っておいて、忘れろって。なんなんだ、あいつ。

　いや、そもそも──どっちのお姉ちゃんからの伝言だ？

　不穏な装いの最後の伝言はじわじわと胸の奥に鳴り響いていく。

　帰り道は薄暗い夜道、体もすっかり冷えていた。



















１




　その日の二限講義は、十五分もの延長を経て終了した。小走りで食堂に向かうも、溢あふれかえる行列になおのこと腹が減り、渋々近くの時計台広場で人が減るのを待っていたところ、ため息混じりにとぼとぼ歩く優ゆうに会った。

「どうした、そんな暗い顔して」

「直なお樹きこそ、こんな寒い日に外でなにしてんのさ」

　利害は全く一致した。彼女は腹が減っていて、俺も腹が減っていたのだ。締め出された者同士、行く宛あてもなくパンだけ買って、寒空に吹かれつつ食事をする。

「ほーんと、冬は寒いね」

「カナダの冬は暑かったか？」

「寒かったに決まってるじゃん。寒いの嫌なんだよね、乾燥してて肌荒れるし」

「俺は夏も嫌いだけどな」

「じゃあどの季節が好きなのさ」

「春と夏と秋と冬以外」

「馬鹿じゃないの？」

　優はカレーパンを頰ほお張ばりつつ、適当に笑う。野菜ジュースの底のドロドロをすする。

　それから優は、俺の何も考えていない言葉に勝手に納得して、言葉を続ける。

「特にクリスマスは最悪だよね。クリスマス、いい思い出が一つもないよ」

　前も言ってたな。相当手て酷ひどく振られでもしたのか。

　好きじゃないでなく嫌いだ。なにもなかったんじゃなく、なにかあったのは確かだろう。

　それも、こう前フリまでかまして喋しやべってるんだ、むしろ聞いてほしいのかもしれない。

「何回振られたんだ？」

「一回。っていうか、そこまでいかなかったんだけどさ」

　なんとなく察せた。伊い藤とうの件を持ち出していたが、被かぶる気がする。

「部活が同じの男友達がいてさ、お互い誰かと付き合ってるでもなくて、でもこいつを選ぶか？　みたいな、まぁ、そういう感じだったんだよ。それで、イブの前の日にクリスマスの話題になってさ。あたしから持ちかけて、独り身同士遊ぼうって話になったんだよね」

「それ、もうデートだろ」

「そう思うでしょ。あたしもそう思って、かなり意識したんだよ。気合い入れてメイクして、慣れない服まで着て、待ち合わせ場所でずーっと待ってたの」

「で、来なかったと」

　俺が先に結論を言うと、優はあははと小さく頷うなずいた。

「そんで、なんでそいつは来なかったの」

「さあ、分かんない」

「……はぁ？」

「言わないし、聞けなかったんだもん」

「……それで仲が悪くなって嫌な思い出か？」

「悪くなんてならないよ。なーんにも変わらないで、今まで通りの関係で、卒業したら自然に連絡取らなくなって、終わり。ね、最悪でしょ」

　正直彼女の行動があまり理解できなかった。絶交してもおかしくないレベルだし、そうでなくとも普通は理由くらい聞くし、最低限なにかしら変わるだろうに。

「なにが最悪って、そのときはそれに満足してたことだよね。変わらなくてよかったって」

「悪いのは相手だろ？」

「理由も聞かなかったから、逆に納得しちゃうんだよ。なにかあったんだなって」

　一度了承してるあたり、本気で嫌になったわけではないだろう。すると確かに、なにかしら事情があった可能性は否めない。

「で、結局後悔だけが残ったと」

　優は残りのカレーパンを食べきって、パックの牛乳を飲み干すと、自嘲して呟つぶやく。

「冬は寒いね。外で待つのは向いてないよ」

「……クリスマスなぁ」

　忘れちゃいない、ここ一週間、俺の脳内はクリスマスのことでいっぱいだ。おかげでレポートもロクに進まない。だからといって状況が好転しているわけでもない。

　こないだ知った情報を除いては。

「あーあ、なんか面白い話とかない？」

「そうだな、どうやったらメイドに好かれるかでも話そうぜ」

「……彼女いるんじゃなかったの？」

「合理的な話だよ。なにせ部長の件にも通じるからな」

　そんなわけで、俺はここ最近の悪評問題に加えて、栞しおりの件も交えて全部語る。

　正体不明の女子高生に告白されたこと、それを断った数日後から遥はるかを含めた全メイドの俺への評価が激烈に低下したこと、けれども妊娠女だけは評価を変えなかったこと、そいつが件くだんのプレゼント少女の姉で、少女の言うお姉ちゃんは二人いたこと。悪評に少し覚えがあること。

　すると現れる結論なんてのは、一つに決まっている。

「……つまりな、俺が思うにあの女、想像妊娠のこと他のメイドに話しやがったんだ」

　それで全てが繫つながる。だから堕胎させたなんて訳の分からん噂うわさが立ったんだ。栞の言葉数は少ない。丁寧に起こったことを話したわけでもないだろう。




『ミカンさん、聞いて』

『どうしたの、深刻な顔して』

『久く瀬ぜさんの子供を妊娠した』

『えぇ!?』

『でも、産めるわけないって言われた』

『うわぁ、最低』

『それで振られた』

『責任取る気もないなんて、何考えてんのあいつ！』

『……でも』

『みんな聞いて！　久瀬直樹は人間失格の性犯罪者でした！　近寄らないように！』




　推測だが、おそらくこのように込み入った会話が為されたことだろう。俺が一体なにをしたって言うんだ。法と良心に基づいて、ただガンダムについて語っただけなのに。

「これから遥と話す」

　先輩の言っていた意味がよく分かった。何が問題かはすぐ分かる。問題はその解決だ。

　悪評の根本を摑つかんだとなれば、次にすることは当然、遥との対話に尽きる。他のメイドに嫌われたままというのも問題だが、そこは西にしノの宮みやに任せてもいい、急務は部長問題だ。

　栞との関係性を話し遥の誤解を解く、つまりは彼女の想像妊娠について言及し、俺には堕胎させる意思も不純異性交遊をする度胸もないことの説明。

「それさえ上う手まくいけば、部長会議の交渉ができる」

「潰すって話？　でもはるるんにそんなこと言っても……」

「違う。投票しなけりゃそれでいい。優も、投票なんてするなよ」

　それから俺は西ノ宮から授かった部長会議潰しの秘策を丁寧に説明する。

　投票が行われてしまえば、一票とはいえ部長が決まる。この計画を成立させるには、全員の協力が必要なのだ。遥が済めば今度は桜さくら井いだ、仲さえ直れば問題ないはず。

　優はぽかんと頭をふらつかせ、結局よく理解しないまま、

「……よく分かんないけど、上手くいくといいね」

　と言ってしばし考え込み、なにか発見したかのように閃ひらめきを口にする。

「ちょっと話が戻るんだけどさ」

「あぁ」

「栞ちゃん、狙ってたりして」

「……なにを」

「だから、悪評が広まって直樹が嫌われるのを」

　なにが言いたいのかよく分からなかった。俺を好きな奴がそんなことして何になる。

　だが優は直感的に思いついたように、それが当たり前の思考のように語る。

「つまりさ、孤立させちゃえば、他に頼る相手がいなくなるわけでしょ。そんなときに自分だけは味方でいれば、寄ってくると思わない？」

　その発想は、あまりに捻ひねくれているという点を除けば、まさしくこの状況を的確に指し表していた。偶然が入り込まない、そういう点において、妙な説得力があった。

　そう思うともう一つ、繫がる物事があった。

　北きた原はら真ま央おのことは忘れてください──

　──彼女は真央のことも知っている。由ゆ依いちゃんが真央と栞の言葉をごちゃ混ぜにしていたこと、入り組んで歪ゆがんだ独占欲を前提にすれば、この台詞せりふを誰が話したのか、その意図はなにか、上手に説明がつく。

　全く別の点が繫がったことで、俺の中でこの説の信しん憑ぴよう性せいは非常に高くなった。

「……にしても、よくこんなこと思いつくな」

「そんなに変かな」

「共感できるか？」

「……無理、だよねぇ」

　彼女は広場の時計台をちらりと見て、講義までまだ時間があるのを確認すると、ほんのり赤くなった手を口元で重ね合わせて、白い息をつく。

「そういえば、新入部員の話知ってる？」

「新入部員？」

「うん。一回生に新しく入ったんだって。こんな時期に珍しいよね」

「寒さで頭でもイカれたんだろうな……」

「あたしも話したんだけど、色々知ってて驚いたよ」

「色々って」

「一回生なのに旅行サークルの部長なんだって。部長会議のこととか教えてもらってね」

「……そんなこと話したのか？」

「ちょっと変わってるよね。自己紹介して二言目にこの時期は部長決めが大変ですねって」

「……名前は」

「西ノ宮理り沙さちゃん、だったかな」

　確かに、イカれてるな。多分年中無休だろうけど。

　メイドの時点で分かっちゃいたが、一宿一飯の恩義でここまでやるか？　メイドは遥の怒りの原因を探るって理由があったが、オカ研に入る理由はなんだ。優の説得？

　……おかしいな。確証はないけど、間違いなく違和感がある。

「知ってるの？」

「先週隣に越して来た、頭のおかしい奴だよ」

「……偶然、じゃないよね」

「俺が原因だな」

　俺がため息を吐つくと、優はぽつりと流すように呟く。

「直樹と一緒にいたいのかな」

　それは違うな──そう言いかけて止まる。

　違うのか？

　彼女の行動は全般的に無理がある。納得のいく理由が見えてこない。

　考えると疑問は次々と浮かぶ。知り過ぎじゃないか？　酔った勢いで話したらしいが、それにしても、細かいところも説明しないでスムーズに話が通じていた。

　それこそ、ストーカーのように。

「……ねえ」

　彼女は言う。

「クリスマス、好きな人と一緒にいたいって望むのは、叶かなわないのかな？」

　色々が脳裏を駆け巡って、俺も言う。

「本気でそう望んでるなら、叶うだろ。きっと」

「だよね」

　彼女はほんのり笑って、白い息を吐く。雲が降りてきたみたいな白さだった。
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「で？」

　ウェスト・カフェ、遥は頼んだダージリンに口もつけず毅き然ぜんと、ただ一文字だけ呟いた。

「だから、俺は童貞なんだよ！」

「あんたがキモいのはよく分かったから、それでどうしたのか話してちょうだい」

　彼女は俺の説明に頷き、栞から確かにそういう話を聞いたと言った。だとすれば、もう問題は解決したも同然のはずだ。

　そのはずなのに、一から全部説明してもなお、遥はぴくりとも紅茶を飲もうとしない。

「だから！　俺はなんにもしてねえんだって」

「本当、なんにもしなかったよね。明あきらがばんぷるむぅすに来たときも、なーんにも」

　そして俺への怒りはなにも、栞に関してだけではないようだった。

　記念日の件、俺が二人を嚙かませなかったことにも、遥は矛先を向けていた。というか、そういう下地があったからこそ、彼女は栞から話を聞いて全面的に噂をばら撒まいたというべきか。

「最善じゃなくても努力はしたさ。桜井からだって聞いたろ」

「へー」

「そもそもお前がバイトに来ないなんて言い出すから面倒になったんだろうが。そのせいで店長にも理不尽に怒鳴られるわ、桜井に殴られるわ、俺だって大変だったんだからな！」

「あんたの事情は聞いてないの。私は、結果論を話してるの。どんだけ努力してようが怒鳴られようが殴られようが関係ないの。あんたの振る舞いのせいで、私と、明は、大切な日に会えなかったの。それで、あんたはそれから、どうしたの？」

　駄目だ、論理的な会話が成立しない。感情がテーブルを支配している。所詮ゴリラか……

　などと普段なら諦め脳内で乏けなすところだが、今回に限っては訳が違う。

　明確な目的がある以上、どんな手を使ってでも諦めるわけにはいくまい。

　そこで俺は少し方針を変えることにした。なにも俺への好感度を戻すことが重要なんじゃない。クリスマスまで部長の投票をさせなければいいのだ。

「分かった。俺が悪かった。認めるよ。だから、頼みを聞いてほしいんだ」

「頼み？」

「難しいことじゃない。部長の投票をしないでほしい」

　俺はまたも部長会議に関して説明する。何かするじゃなく、何もしないだ。頼み事のハードルとしては低いはずだ。

　機嫌が直らなくとも充分聞き入れられる、そう思っていた。

「なんか、随分考えてるね」

「乗ってくれるか？」

「でも駄目」

　彼女は被かぶせるようにノーを突きつける。

「なんで」

「だって、もうアンタに投票しちゃったもん」

「………………」

　詰んだ。それも、最悪のケースで。

　こうなると村八分覚悟でサボるしかないのか。それとも優に頼み込んで票を合わせるか。

　どのみち、計画は破綻した。悪評が蔓まん延えんしようが関係ない。その点で、逆にすっとした。

「……桜井とはどうして仲直りしないんだ」

「とっくにしたっての。いつの話だと思ってんのよ」

「あいつはそう思ってないみたいだぜ」

「バカ、明はあんたのこと気遣ってんの。私と直樹が仲悪くなるのが嫌なの、分かんない？」

　遥は続ける。

「明は優しいの。どれだけのゴミと分かっていても、友人思いなのよ」

「……そこまで分かってんなら、俺と和解してくれよ」

「…………そのうちね」

「そのうちって」

「クリスマスが終わったら、かな」

　そこで、ようやく気づく。

　遥が俺を嫌っているのが問題なんじゃない。

　それを利用して部長を俺に押し付けようと画策した結果、メイドに波及しただけ。

　結局、遥は桜井と部長会議なんてゴミ溜ためでクリスマスを過ごしたくないだけ。

　言い終えて、遥は紅茶に口をつける。まだ仄ほのかに湯気が漂っていた。
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　俺は深く考えるのを止やめることにした。とりあえずぐっすり眠る。寝ているときは面倒な思考も働かない。ゆっくり真央のことだけ考えられる。

　夢の中で幸せな一時を過ごしていたが、目覚ましが俺を現実に引き戻す。もう朝だった。

　欠伸あくびをしつつ講義へ向かう。教室には桜井と優がいた。

「……よお」

「しけた面してるな、生まれつきか？」

　寝起きだからだよ、生まれた瞬間からボンクラが確定してたまるか。

「そんな直樹にビッグニュースだよ、ビッグニュース！」

　朝っぱらだというのに、優はやけにテンションが高かった。普段からデカい声が拡声器でも使ってるのかとばかりに大ボリュームだ。

「また教授が感染性腸炎にでも罹かかったか」

「部長会議、行かなくてもいいってさ」

　目が冴さえた。ぼーっとした頭が一気に回り始める。

　昨日の今日でなにがあった。状況が揺れ動きすぎだ、ついていけねえよ。

　呆あつ気けに取られる俺を見て、優は得意気に話し始める。

「あたしも動いてみるって言ったでしょ。あれから部長会議について調べてみたの」

「で、元締めが分かったから話してみたら、部長の出席義務について分かったわけだ」

　要するに、飲み会だけあって店の予約が必要だ。人数が決まらないと予約は出来ない。そして一旦予約をしてしまえば、増える分には問題ないが、減ってしまうと余分に金が取られてしまう。それを阻止するべく、過分な副部長の出席や冗談交じりの脅しが生まれたと。

「ルールは」

「あれ？　聞いてみたらオカ研のローカルルールだってさ」

「じゃあ、なんでクリスマスなんかに開催してんだ」

「だってクリスマスパーティーなんだもん。そりゃクリスマスにやるよね」

「………………」

　聞いてしまえば、それまで悩んでいたのが阿あ呆ほらしくなるほど裏がない。

　なにが部長の責任だ、厳格なルールだ。考え過ぎて空回りしてただけじゃねえか。

「もう予約は取っちゃってたけど、お金払えば村八分なんてこともないって」

「……七人大学を辞めさせられたってのは」

「お金払わなかったんだろうね。払えないくらい切羽詰まってたのかも」

　金の取り立てが追い込みか。一応間違ってはいないのか。

「だから、部長決めないと誰に取り立てていいか分かんないから、ちゃんと決めてだって」

「……なるほどな」

　つまり、俺がこれまで画策してきたのは全部無駄だってことか。

　落ち込めばいいのか喜べばいいのか。複雑だが、これで心置きなく真央に会えるんだ、素直に喜ぼう。あぁ、嬉うれしいなぁ、ちくしょう。

「そういうわけで、二十日までにはラインで投票しといてね」

「にしても、よくここまで分かったな」

「詳しい奴がいたんだよ。誰が予約取ったか調べるのも協力してもらったよ」

「……西ノ宮？」

「そうそう。あの子も予定できたから、キャンセルしたいってさ」

　そういえばあいつも部長だったか。どこまで部長会議のこと知ってたんだ。見当外れの推理を見せて潰したいなんて言ってたはずなのに、いつの間に予約のことまで。

　結局、西ノ宮にはここ数日振り回されただけだ。そして結果的に助けられている。

　彼女の狙いは分からんが、少なくとも、悪い奴じゃないみたいだ。

　たとえ彼女が本当に、俺のストーカーだったとしても。

「そういや、遥とはもう仲直りしたか？」

「……クリスマスには仲直りできそうだよ」

「ならいい。俺の方も解決したからな」

　問題は急速に収束していた。部長もメイドも、俺の与あずかり知らぬところで全部片付いた。

　消化不良は否めないが、確かに、問題は残っていない。

　考えることは、お姫様みたいな服選びと、どれだけ真央にかっこつけるかだけだ。
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「それで、結局部長は誰がやるの」

「別に、誰でもいいですよ。どうせ行かなくてもいいんだし」

　授業が終わり、バイトまでの空き時間でウェスト・カフェに向かった。先輩は一人で月刊ムーを読んでいたので、なるべくオカルトとは無縁の話題を提供しようと、部長会議の顚てん末まつについて語る。先輩は驚くでもなく、優しく微笑ほほえんで聞いていた。

　しかし、終わった問題にぐだぐだと悩むほど、今の俺は暇ではなかった。

「こんなくだらないことに頭悩ませる方が馬鹿らしくなってきたんで」

「でも大抵のことってくだらないじゃん。幸せとかよく分からないものに拘こだわったり」

「先輩がそれ言いますか？」

　俺が言うと、先輩はメロンクリームソーダのストローをカランとかき混ぜる。

「彼にね、こないだの幸せのこと話したの」

　ハッピーエンドがどうとか言ってたな。幸せなときに終わりたいとか、なんとか。

「それで」

「だったら僕が毎日、昨日より今日の方がよかったって思わせるって」

「……キザすぎませんか」

　普通そんな台詞せりふ恥ずかしくって口に出来ねえよ。それともこれが愛か。愛なのか。

「そういうわけで、私の明日はこれからも続くのだよ」

「そりゃ、よかったですね」

「久瀬くんは、ちゃんと真央ちゃんを毎日幸せにしてる？」

　よっぽど彼氏の返答が気に入ったのか、先輩はそのように続ける。

「夏よりは悪いですけど、春に比べればマシじゃないですかね」

「デートプランとかもう考えた？」

「それどころじゃなかったですから」

「プレゼントは？」

「ドレスなら目星つきましたけど」

　先輩はきょとんと、小さく首を横に振って、

「そうじゃなくて、真央ちゃんにだよ」

　そうあって当たり前のように言う。

　真央へのプレゼントなどまるで考えてもいなかったので、俺は思わず聞き返す。

「真央にですか」

「由依ちゃんにプレゼントあげるよう催促したんでしょ。意識してると思うけど」

　……言われてみれば、そうかもしれない。

　むしろ発想としては真っ先に来るべきだ。気持ちを伝える分かりやすい方法としてプレゼントがあるんだから。なんでこんな簡単なことに思い至らなかったんだ、俺は。

「好きなものとか知ってる？」

　やっぱり絵本関係だろうか。それとも北海道は寒いだろうし、マフラーなんかもいいかもしれない。いや、そういえばノリで由依ちゃんに聞いてもらってたな。

「話してみるもんですね」

　一人で悩んでいただけじゃ、部長会議も、メイドの悪評も、解決しなかっただろう。

　素直に他人に頼ることも、そんなに悪いもんじゃないのかもしれないと思った。

「伝わるよ、きっと。だって、私にも分かるもん」

　先輩は人差し指と中指を立てて、そっと煙草たばこを吸う真ま似ねをしてから、吐息を漏らす。

「煙草、やめたんだね」

　先輩はそれ以上なにも話さなかった。当たり障りない、いつも通りの会話をした。

　俺も、聞こうと思っていたことがあった気もしたけれど、口にすることはなかった。

　窓の外は、温度差にぼやけて雫しずくの垂れた、夕方駅前の雑踏だった。小さく壁の奥底から、電車が通り抜ける軋きしみがした。音ですらないそれは、コーヒーの湯気の広がりがなくなるのと同じ速さで緩やかに収まっていく。

　電車が見えなくなるのは、きっと、こういう時間なんだろうと思った。
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　玄関前には、ミトンに大きな鍋を持った西ノ宮が、ちょこんと待っていた。

「……今度はなんだ」

「お疲れさま、お腹なか空すいてるでしょ。カレー作りすぎてみたんだけど」

　確信犯じゃねえか。っていうか、それ絶対ボンカレーじゃねえか。

「まぁまぁ。それより報告があるんだ。カレー食べながら話すよ」

「問題が全部解決したんだろ」

「なんで知ってんの」

「分かるさ、それくらい」

「じゃあ飲もうよ。小さくも偉大なる一歩を乾杯して。頑張ったんだし、いいでしょ」

　また酒かと呆あきれつつも、彼女のおかげで楽になったことに間違いはない。

　功労者を無む下げに断る道理もなく、カレーで飲むことにする。

　とはいえゲロを吐かれるのも嫌だったので、西ノ宮の部屋で飲むことになった。

　家に入ると、同じ間取りのはずがやけに広々と映る。それも無理のない話で、彼女の部屋には正真正銘、布団とコタツと、最小限以下の小物を除いて殆ほとんど何も置かれていなかった。

　唯一目についたのは大きなクマの抱きまくらぐらいで、他はダンボールすらない。引っ越して数週間経たつとは思えないほど、その部屋から生活の匂いはしなかった。

「荷物は」

「これだけだよ。いらないし」

　ミニマリストというやつか、相変わらず変わった女だな。

　コタツに潜り込み、カレーを食べつつ話を聞く。ボンカレーだった。

「レンジでチンするだけなのに、なんで鍋に移してんだよ」

「レンジないし。そこはまぁ、雰囲気だよ。アタシの人生七割くらい雰囲気だし」

「残りの三割は」

「ボンカレーかな」

　十割レトルトじゃねえか。

　そんなこんなでレトルトカレーを食し、近くのスーパーで買ってきた酒を開ける。

「そういうわけで、お疲れ様です。かんぱーい」

　西ノ宮はほろ酔いチューハイを傾けごくごく飲む。五分もしないで顔がザクロみたいに真っ赤になる。なにが楽しいのか陽気にえへえへ笑って、俺をじっと見つめている。

　これだけ酔って、あんな詳細なことまで覚えていられるものか。不思議だった。

　この際に聞いておこうと思った。俺は何を話したのか。

　それと、どうしてただの隣人が、ここまで俺を助けてくれるのか。

「なぁ」

「なーんですかぁ」

「俺はどこまで話した？」

　俺の真面目な問いに、西ノ宮は、あーなんだ、と軽い調子で言葉を返す。

「なに、もしかして、本気で記憶がないとか思ってるの？」

「…………は？」

　酔って耳まで赤くとも、それまでの回らない呂ろ律れつとは違って、しっかりと聞こえた。

　聞こえたはずなのに、理解が追いつかなかった。

　西ノ宮は手持ち無沙汰にいじいじと爪を弾き、爪で会話するみたいに話す。

「パンツ脱いだところまでは本当だけど、そのまま落ちるように寝ちゃったんだよ」

　パチンと音が鳴った。ブレーカーが落ちるより甲高い、人を舐なめ腐った音だった。

「本当に、何にも覚えてないんですか？……って、それっぽかった？」

　そう言って彼女は心底楽しそうに笑う。

　おちょくられていたことに腹は立たない。それよりもっと、聞くべきことがある。

「じゃあ、どうして真央のことも、部長のことも知ってんだ」

　俺が聞くと、西ノ宮は微かすかに眉を動かした。そして少しの間考えて、また爪を弾く。

「このアパート、壁薄いから気をつけた方がいいよ。独り言、丸聞こえ」

「噓うそつけ。調べたんだろ」

「あ、バレた？」

　問い詰めるまでもなく、彼女はあっさり白状した。

　具体的にどうやって情報を集めたかなんてどうでもいい。真央のときも俺の好きな服なんて酷く限定的な個人情報を集められていた。その気になれば方法なんていくらでもある。

　肝心なのは、その気になった理由だ。

　そして、ストーカーになる理由なんて、俺には一つしか浮かばなかった。

「……お前、俺のこと好きだろ」

　一ひと目め惚ぼれ、あるいは助けてもらって好きになったか。でないと説明がつかない。

　彼女の目的がなにかは分からないが、俺が真央とクリスマスに会うのに協力していることを考えれば、悪意ではないはずだ。好きな人の恋の応援なんて随分といじらしい。

　ともあれ、これで点は繫がる。不可解なところはなくなるはずだ。

　そうあるはずだった。

「……あっはっは。なにそれ、冗談は取得単位数だけにしときなよ」

　西ノ宮は動揺するでも押し黙るでもなく、ただ平然と爪を弾き、笑っていた。

「前も言ったじゃん。別に、どうとも思ってないよ」

「……ストーカーなんだろ」

「別に好きだからってわけじゃないよ。北原真央じゃないんだから」

　なにか、変だった。大きな勘違いをしているような、むず痒がゆい感じ。

「……お前は、なにがしたいんだ」

「そーだね、うん」

　西ノ宮は軽く笑って、

「救いたいだけじゃ、ちょっと説明不足だったかな」

　チューハイ缶をぺこりとへこませ、クマの人形を抱えて、

「アタシね、ハッピーエンドが好きなんだ」

　また訳の分からんことを。お前の物語の嗜し好こうは聞いてないんだが。

「だからね、アタシは君を幸せにする天使なんだよ。そのために頑張ってるの」

「……それは好意じゃないのか」

「趣味だね。隣人をハッピーにして、どん底から救うのがアタシの趣味なの」

　まだ大して飲んじゃいないのに、頭が痛くなってきた。

　趣味？　ストーカーをすることが？

　理解するのが馬鹿らしくなってきた。どのみち、好意からでなくとも、彼女のやっていることは大差ない。ストーカーは確かに犯罪だが、真央の件もあるし、助けてもらいもした。俺を幸せにしたいのなら、変なことはもうしないだろう。

「なら、また助けてもらおうか」

「まだ困ってるの？　大変だね」

「真央にプレゼント買ってやりたいんだ。手伝ってくれ」

　一人で抱えることはもうしない。他の女と選んだなんて真央は嫌かもしれないが、言わなければ分かることはなし、優に比べてもセンスはあるはずだ。

　西ノ宮は一瞬間を開けて頷うなずいた。

「いい機会だしね。ついでにデートの下見にでも行こっか」

　その間の意味は、俺にはまだ分からない。

　次の日の授業後、俺と彼女で繁華街へ向かった。ちょうど、待ち合わせのヤドリギのある、クリスマスの街並みだった。
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　クリスマスイブを一週間後に控えた夕方の繁華街は、色とりどりのイルミネーションと無数の人に飾られていた。ショーウィンドウは鏡じみて世界の数を増やしていて、夕闇のおぼろげな風景は、透けて見える人影に流れていく。

　匂いがした。それがなんの匂いかはよく分からない。甘いのか苦いのか、沈みかけの太陽のようにぼやけた匂いだった。それから雑踏に紛まぎれて曲が聞こえる、クリスマスにぴったりの英語の歌だった。

　西ノ宮はそんな冬の街を気にかけることなく、ガラス越しに立ち並ぶドレスを見つめる。

「これとかどうかな」

「……八万も出せるかよ」

「可愛かわいいんだけどなぁ」

　そうぼやいては、別のショーケースに目を向ける。

「……さっきからどうしたの。顔が重いよ」

「……人混みは好きじゃないんだよ」

「あー。先輩見るからに人間嫌いっぽいもんね」

　そう言いつつ西ノ宮はショーウィンドウに見切りをつけ、別のガラスのある方へ歩く。

　だがプレゼントは中々決まることなく、時間ばかりが過ぎていった。次第に会社帰りのサラリーマンや手を繫いで歩くカップルが増えてくる。ガラス鏡に映る色から明るい調子が抜き取られ、街の光が点状に散らばって照らしていた。

　西ノ宮は羽織ったコートの裾を直し、小さく吐息をつきまた歩く。どこかを目指すでもなく、彷徨さまようこと自体を楽しむように、彼女は適当にほっつき歩いていた。

「……なぁ、西ノ宮」

「あ、見て。ツリーだよ」

　彼女の指差す先には、照明に白く映る噴水と、大きなもみの木が立っていた。

　もみの木には赤い林りん檎ごや紅白の杖つえ、キャンドルを模した夜を照らす電飾に綿の縄、揺らぐ風に綺き麗れいな音を鳴らす小さなベルが飾られ、頂上には金色に輝く星が載っていた。

　そして樹葉の中心よりやや下のところに、リング状に装飾された一輪のヤドリギが、豪華な色合いとは無縁とばかりに、静かにかけられている。

　それを見て、西ノ宮がついとばかりに口を割る。

「知ってる？　クリスマスって、実はイエスの誕生日じゃないんだって」

「そんなこと、誰も気にしちゃいねえよ」

「そうなんだよ。だから今はもう、誰だってクリスマスに誕生日プレゼントをねだるよね」

　そう笑って、西ノ宮は広場のベンチに座り、ぽんぽん俺にも座るよう促した。

　どうも歩き疲れたらしい。俺も疲れていたので素直に座る。

　広場は黄色の照明が多く、昼間のように明るかった。明るいところから覗のぞくと陰だったツリーは、光のグラデーションになってより鮮やかに映る。

「イエスはね、ルカの福音書で、たとえ話をするんだ」

　ここにきてようやく、彼女がクリスチャンであろうことに気づいた。隣人という言葉を多用しているのも、そういう理由からなのかもしれない。

　だが残念なことに、俺はそういうのは高校生まででもう懲りごりだった。

「聖書は興味ねえな。次、どこ回る？」

「善きサマリア人って、聞いたことない？」

　どうも彼女は自分の好きな話になると、人の声が聞こえなくなるタイプの人間らしい。

　こうなってくると、救うだの幸せだのも宗教勧誘の一種かもしれないなと思いつつも、話し終われば満足するだろうと、俺は適当に相あい槌づちだけ打つことにした。

「悪い奴でも助けろってやつだろ。法学の講義でやったよ」

「これぞ隣人愛って。アタシはね、それに倣ってるんだ」

「ふーん」

「言っとくけど、別に見返りが欲しいんじゃないの。君がどれだけろくでなしでも、分け隔てなく救ってこそ隣人愛ってものだからね」

　大きくため息をつき、視界が仄ほのかに白く見える中、返すように言う。

「ご期待に沿えず申し訳ないが、今の俺はそこまで腐ってねえよ」

　そりゃ、ちゃんとしてるわけでもないけど。それなりになんとかなってるわけだし。

　半年前に比べれば、随分ろくでなし程度は減少したはずだ。

　西ノ宮は、あははと笑っていた。そして、俺の目を見ながら、するりと言う。

「そうかな。中途半端に消化不良で、間違ってるように見えるけど」

　勧誘されているんだと思った。だから丸っきり腹も立たなかったし、はいはいと流すのに抵抗もない。ただ、もう帰りたいと思い始めていた。

　俺が立ち上がると、西ノ宮はそっと顔を上げて、もう一度ツリーを指差す。

　そして、西ノ宮は続けるように、延長線上に並べるみたいに、笑って呟つぶやく。

「待ち合わせ、してるんでしょ。泣き虫ウサギと、ヤドリギの樹の下で」

　……違和感があった。

　出来すぎていた。泣き虫ウサギなんて、誰にも言った覚えがない。

　ちょっと待て。頭を冷やせ。

　────変じゃないか？

　どうして、北原真央と泣き虫ウサギが繫がってるんだ、こいつ。

　ストーカーをしてれば分かるって？　分かるわけがねえ。知れるはずがない。

　歯車が嚙かみ合あわない。

「お前、どこまで知ってる」

　彼女は、にっこりと笑った。その質問を待っていたと言わんばかりに。

「君が間違ってることまでは、全部知ってるよ」

　偶然。全部偶然が、運命が俺をここまで運んできたと、そう思いたかった。信じちゃいないけど、それがあることを誰より望んでいた。

　だけど──




「──馬鹿げてるよね、また会おうなんて」




　そんなもの、どこにもなかった。

「お前、誰だ」

「ただの隣人だって」

　言葉が軽くなっていく感覚がした。ふわふわと浮いていた。

「どうして俺のことを」

「君だけじゃないよ。色んな人の隣人になったから」

　噓うそばっかりだ。どこまで噓かも、分からなくなってきた。

「目的は」

「ハッピーエンドだよ」

「ふざけるなよ」

「ふざけてないよ」

　確信していたのは、一つ。

　この女は、ただの隣人なんかじゃない。

　こいつは真央の絵本を読んだ。俺の部屋を漁あさっている。

　俺が西ノ宮を家に入れたのは一度きり。そのときに既に始まっていた。

　彼女のストーキングは。

「なにがしたい」

　俺が言うと、西ノ宮は変わらず、悪魔じみた笑いを浮かべて囁ささやく。




「君を救いに来たんだよ」
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　クリスマスツリーは鮮やかに、俺の背中で輝いていた。

「誤解から解いておきたいんだけど、とりあえず黙って聞いてね」

「……誤解？」

「ほら喋しやべる。ビークワイエットだよ」

　英語教師のような台詞せりふを口にした後、西ノ宮はツリーを眺めながら言う。

「一つ。アタシは決して、遊び半分で君の部屋を漁ったわけじゃない」

「真央の真似して、俺をおちょくっただろうが」

「北原真央は関係ないよ。本当に、全然関係ないの」

　理解できず言葉を続けようとする俺を、西ノ宮は口に指を当てて制止する。

「きっかけは？　会ったばかりのはずだ。好奇心で漁ったなんて言うなよ」

　そんなことはありえない。彼女からの絵本も手紙も、由依ちゃんのように適当な探し方をしていては絶対に見つからない場所に置いてある。エロ本とはわけが違うんだ。ましてや酔った状態で勢い任せの家漁りなんかじゃ、絶対に。

　しかし、西ノ宮は俺の質問にも軽妙な笑みを見せる。

「だから、きっかけなんてないってば」

「だったら」

「強いて言えば、最初からかな、うん。君がアタシの隣人になったときから」

　最初から──その言葉に、俺は一つ、嫌な可能性を見み出いだす。

　状況がさらに複雑に混乱するなんてもんじゃない。

　どこからどこまで噓なのか、真実が入り混じっているならそれがどれかを見極めたいのに、考えることを強引に放棄させるほど呆あきれ返かえって馬鹿らしい、ただの事実。

「でも、パンツ握ってたところは結構運命感じたでしょ。理由付け、大変だったんだから」

　俺が酔いつぶれた後じゃない。

　俺と顔を合わせる前から、部屋を漁ってやがる。

　その上で、わざわざパンツなんて握って真央と被かぶせてきやがった。

　なんのために。決まってる。

「もちろん、お茶目な十全の遊び心だよ」

　疑いようがなかったのは、目の前で笑うこの女は、クソヤロウということだ。

「鍵を間違って受け取ったってのは」

「もちろん偶然じゃないよ。大家さんにちょっと勘違いさせて、君の部屋の鍵を貰もらったの」

　意味が分からないなんてもんじゃない。真央なんて比じゃないくらい狂ってる。

　なにせどれだけ考えても彼女が俺と初めて会ったのは、正真正銘、俺の部屋なのだ。

　知らない人間へのストーカー行為、本当に顔も知らない相手の家を漁るなんてだけで異常過ぎるのに、その上周到に計画していた？　泥棒の方がマシだ、まだ分かる。

「さっき言ったでしょ。アタシはね、隣人愛を大切にしてるの」

「物理的に隣人を愛するなんて阿あ呆ほ臭くさいこと言うなよ」

「よく分かってるじゃん。隣人っていっぱいいるからさ、ちょっと絞ることにしてるんだ。字面もいいし、説明するのも簡単だから。アタシはね、隣人に絞ってこうしてるの」

　頭がガンガン鳴っていた。規格外過ぎる。ぶっ飛びすぎている。

　ただのストーカーも許す。想像妊娠してようが問題ない。他の男への牽けん制せいにデート付き合わされようが怒りはしない。生意気な小学生も、センスのない女友達も、全部いいさ。

　でも、こいつはなんなんだ。頼むから誰か、俺に説明してくれ。

　なぜ、俺なんだ。

「だからただの偶然だって。アタシが君の隣に引っ越したことは、単なる偶然」

「……引っ越し？」

　少し考えれば、変ではあった。

　十二月の忙しい時期に引っ越しだ。普通は新年度に合わせてするだろう。そうじゃないってことは、それなりの事情があるってことだ。そりゃ色々ある。決してないわけでもない。五月頃に転校生がやって来ることだってあるんだ。引っ越し自体は問題ない。

　でもこいつの場合、状況が変わる。

　隣人愛？　それっていつから大切にしてるんだ。昨日からじゃねえだろう。

「……前の家の問題は、もう解決し終えたからね」

　間違いない。昨日は軽く流したが、確かに彼女は言っていた。

　この女、何件も繰り返してやがるんだ。

　引っ越して、無理やり隣人に関わって、勝手に問題を見つけて勝手に解決して、そしてまた引っ越す。同じことをしているんだ。

　いよいよホラーだ。なにが愛だ、恐怖しか感じねえ。

「……なるほどな」

「分かってくれた？」

「通報するよ」

　彼女の行動は明らかにストーカー行為に該当する付きまといだし、住居及び名誉と身体と自由の平穏は著しく害されている。法的にも疑いようなく、規制に値する純度百パーセントの犯罪だ。

　こんなことしておいて、警察呼ばれないとでも思ったのかこいつは。

「いいよ。他の人も大体そうしてるし」

「はぁ？」

「それで、なんて話すの。隣人が隣人愛がどうとか言ってストーカーしてきたって？」

「そんな馬鹿らしいこと……」

　そこで気づく。確かに、馬鹿らしい。荒唐無稽過ぎる。

　単純なストーカーなら、痴情の縺もつれだとか逆恨みだとか、そういう人間味が必ず浮き出てくる。そこに至る背景もある。動機はそのまま説得力に直結する。

　だが、隣人愛だ。それだけなら単なる善良なクリスチャンだが、そのために引っ越しを繰り返して隣人のストーカーをすべしなんて、聖書のどこを読んだって書いちゃいない。

　直面した俺ですら、現実感のない作り話のように聞こえてくる。ちぐはぐどころか、何一つ嚙かみ合っちゃいない。それを人から聞いたときどう聞こえるかなんてのは、火を見るより明らかだ。

「便利だよね、隣人愛」

　冷静に考えれば、彼女の語る隣人愛なんてのはフェイクなのだ。彼女の行動には一切の動機がない。背景も、人間味も、説得力もない。

　だから彼女は警察を恐れない。

　自分の荒唐無稽さを誰より理解してる。いや、そのために自分で自分を演出している。

　それだけでは確実ではないのも理解しているんだろう。だが彼女からすれば、ほんの少しの戸惑いさえあればいいんだ。その間に問題を解決すればいいんだから。もしくは取り入る。そして穏便でなくなれば、また引っ越す。

　全ては、手っ取り早く、誰でもいいから誰かの問題に首を突っ込むために。

　善意じゃない、彼女からすれば、これは本当に遊びなんだ。他人を使った遊び。

　こんなに人を舐なめ腐った奴は初めてだった。そんな奴が救うだの抜かすのも腹が立つ。

「断片的だからある程度推測だけど……北原真央が誰なのかはよく分かったよ」

　推測もなにも、手紙にはほぼ悪口だけ、絵本に関しては、確かに俺たちの関係を示してはいるものの、そうだと確信するだけの材料はなにもない。

「後は調査して、足りない部分を推測で補って、今に至る道筋を知るだけ」

「……知って、どうするんだよ」

　俺に分かるのは、直接聞かない限り何も分かりそうにないということだ。このまま聞かずして警察に突き出しても頭以外痛むものはないが、荒唐無稽な危機感からそうした。

「君は北原真央のことが好きだった、いや、今でも好きでいる。合ってる？」

　俺は黙っていた。彼女は満足そうに言葉を続ける。

「そして君は、北原真央の描いた絵本の結末とは真逆の結論を導き出した。どう？」

　卓越してるなんてもんじゃない。異常だ。

「だよね。その結果として、君たちは離れ離れになって、お互い好きなのに素直に好きって伝えられない状況が続いているんだよね。うん、ばっちり推測通り」

「なにがしたいんだ、お前は」

　俺の叫びを意にも介さず、西ノ宮はベンチに腰掛け足を組んで頰ほお杖づえをつく。

「クリスマスのためだよ。今の君の問題は、概おおむねクリスマスに集約されてるから」

「問題って」

「君の選択に関しての推論を嚙ましてもいいかな。そう外れてはいないと思うけど」

　そう言って西ノ宮は、俺と真央との間で起こった、雨と花火が後ろ手に光る、あの日の俺の選択に関して話し始める。俺が彼女のことを思って、独りでも生きていけるよう、依存から離れるため、嫌いだと拒絶し、二人の距離は遠く離れてしまったことを。

　それらは修正の余地が欠片も残っていないほどには、完璧な推測だった。

「なぁ、西ノ宮」

「なにかな、先輩」

　だが、だが、それがなんだ。

　重要なのはそこじゃない。問題は、そこからだ。

「お前は、結局、なにがしたいんだ」

　俺の問いに、西ノ宮は軽妙に、楽しそうに、こう返す。

「アタシはね、君の選択は、正しいと思うんだ」

「……お前に判断される謂いわれはねえよ」

　距離を取る俺に、西ノ宮は軽妙な顔つきをやめ、少し真面目な表情に戻る。

「でも今の君は、決定的に間違ってる。中途半端に消化不良で、腐ってるだけだよ」

「だから、お前はなにがしたいんだ！」

　俺の叫び声に西ノ宮は緩やかな笑みを浮かべる。

　それから、両手を広げて、待っていましたとばかりに、彼女は言った。

「君の選択を尊重したいんだ。ただ、選んでほしいの」

　彼女は言葉を続ける。

「喩たとえにあるでしょ。お腹が減った人には魚じゃなくて、魚の釣り方を教えろって」

　魚を与えれば一日の飢えをしのげるが、魚の釣り方を教えれば一生の食を満たせる。誰が言ったかは知らないが、偏屈な教えだ。

「引っ越していなくなると、また繰り返すんだよ。アタシはたくさんの隣人を救わないといけないでしょ。だから根本から救うことにしたの」

　アフターフォローまで充実してやがる。

「アタシは直接的には問題に関わらないの。ただ見方を変えるお手伝いをするだけ。そうすればアタシがいなくなっても大丈夫だからさ。どう、優しいでしょ」

　俺にはどう聞いてもどっかのカウンセラーか自己啓発か、はたまた胡う散さん臭くさい宗教家の言にしか聞こえなかった。終末論とか比にならないレベルに信用し難にくい。

「それで、俺のどこが腹減ってるんだよ」

「そりゃお腹だよね。うん、君の場合は単純だよ。多分一番簡単だから」

　西ノ宮はうーんと伸びをしてぼそりと呟つぶやく。

「一人でも大丈夫って言ったのに、結局北原真央と続いてるでしょ。それも彼女の方から」

「……それがなんだよ」

　西ノ宮は言う。

「もうやめたほうがいいと思うんだ。彼女と関係を続けるの」

　ドクリとした。心臓が跳ね上がる感覚がした。

「…………だったら、なんでお前は動いてんだよ」

「だって、別の用事が入ったから行きませんでしたなんて、君の選択とは無関係じゃん。アタシ強制は嫌いなんだ。君が、自分の意思で、ここで終わりって、決めてほしいの」

　彼女が俺を助けていたのは、行かせるためじゃなく、行ける状況を作るため。

　その上で、俺を行かせない。それも、自分の意思で。

　彼女は確信している。無理のある計画だが、難しいことではないと。

　俺が行かないという選択を取る可能性を、彼女は理解している。

「それってすっごくハッピーエンドだと思わない？」

　建前なんじゃないかと思った。もっと別の理由があるように思えた。俺と真央の関係を邪魔することで、なにかしら西ノ宮にとって利益があるんじゃないかと。

　でも、どんなに考えても、この毒電波全開の名もない宗祖からは、裏は見えない。

「なんで、そうなった」

「だって、今の君、彼女に会えなくてとっても辛つらそうにしてるから」

「それの何が悪いんだよ」

「悪くないよ。でも、それって君にとっては都合悪いんじゃない？」

「帰る」

「ほら、図星なんだ。分かってるんでしょ、君にはもう北原真央は必要ないって。それどころか、彼女にとって君は、むしろ邪魔にすらなってるってこと」

「余計なお世話だ」

　事情を知ってるだけの赤の他人に指図されるほど、苛いら立だつことはない。

　久しぶりにブチ切れた。俺が怒りを露あらわにするのを見ても、西ノ宮はなんら臆することなく、淡々と、国語の教科書を朗読するみたいに、元から決めていたかのように台詞せりふを言う。

「よく言われるよ。でも、みんな最後にはこう言うの」

「もう来るな、か？」

「ありがとうって」

　西ノ宮はベンチからそっと身を起こし、長い髪を耳元で撫なで、去ろうとする。

　そして少し歩いてから、言い忘れたことでも思い出したように静かに振り返り、唇に指を当て、もう一度こちらに寄ってくる。

　そしてゆっくりと手を差し出して、にこやかに微笑む。

「じゃあ、帰ろっか。帰り道一緒だし」
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　怠だるかった。だが壁一枚向こうに住む彼女の存在を考えると家にはいたくなかった。

　雲ばかりの夜道を散歩して、いつもの公園に着く。ブランコに座る。

　ブランコに座ると、夏を思い出す。真央との約束、夜の公園でのくだらない会話の数々を。

　色々と話したな。ガキの頃の思い出話だったり、絵本のことだったり。

　それと、よく手を繫いだ。海から帰ってきて、毎日のように、冷えた手をあたためた。

　けれど、今はもう彼女はいない。俺の手も、冬はすっかり冷たくなっている。

　悔やむわけじゃない。それを望んだのは、他でもない俺自身なんだから。

　──分かってるんでしょ、君にはもう北原真央は必要ないって。

　西ノ宮の言いたいことが、分かってしまう。

　俺は真央に会いたいと思っている。西ノ宮はそれが間違っていると言った。

　もう会わないことを強く選んだのは、俺だから。それを受け入れたのも、彼女だから。

　なのに真央は手紙を出した。また会うとも告げた。

　上手くいっているからだと思った。別れて、立ち直れたから、それを知らせたんだと。

　──それどころか、彼女にとって君は、むしろ邪魔にすらなってるってこと。

　それが好きってことじゃないのか。人を好きになるのはいけないことなのか。

　西ノ宮が言いたいのはそうじゃない。彼女はそこは否定していない。

　だからこそ、彼女の言いたいことはよく浮かび上がる。

　俺も真央も、変われていないと。本質は、なに一つ立ち消えていないって。

　彼女のことは分からない。だから会って、素直に話したいと思ってるんじゃないか。

　それでも、自分のことくらいは分かる。まだ自分のことを見ているのだから。

　間違いなく、俺は真央に会いたかった。彼女のいない日々は、伸び切っていた。

　吐き気がした。伸び切った日常と、いつか終わる関係に。

　続くまで続けばいい、どうせ続く。そう思ったから、俺は噓うそをついたのに。

　どこまで続くのか、いつ終わるのか。俺も西ノ宮と同じことを考えていたからこそ、彼女の異常な行動はともかく、言葉は一つ一つ重たくのしかかってくる。

　終末論なんてのがオカルトなように、ずっと続く永遠なんてのも、ないことを。

　そんな当たり前のことでも、俺はまだ捨てきれないでいた。

　変わっちゃいない。当たり前のことから目を逸そらしてる。

　苛立ちに壁を叩たたく。代わりにチャイムの連打が返ってきた。死ね。

　鍵を締めてチェーンをかけて、隣からの物音が聞こえないようイヤホンをつけて寝た。

　そして翌日、起きたとき頭が痛んだ。パラパラと打ち付ける音がした。曲はとっくに終わっていた。窓の外は暗い雨だった。久しぶりの、雨だった。

　雨に紛まぎれて、チャイムが鳴った。
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　扉を開けると、由依ちゃんがいた。傘もささずにずぶ濡ぬれだった。

「……また家出か？」

　表情はいつも通りに見えた。少なくとも、こないだの家出のときと大差はない。相変わらず、平常運転に生意気な仕草と表情のまま、扉の前で突っ立っていた。

「うん」

　由依ちゃんは濡れた髪をばたつかせて頷うなずく。この寒さに雨にまで打たれたんだ、唇がほんのり青っぽく冷めている。今度は背中に何も背負っていない、前より急ぎの家出らしい。

　傘すらさしていないんだ、よっぽどだった。

「早く入れ。寒いだろ」

「どうしたとか聞かないの」

「いいから服を脱げ」

「……ロリコン？」

「さっさとしろ、風邪引くから」

　由依ちゃんは何か言いかけて、ぐっと黙り込む。その拍子に溢あふれた白い吐息と震える肩にようやく寒さを自覚したか、たったとユニットバスまで駆け出し、着てるものを全部こっちに投げつけて、シャワーを浴びる。

「あったかいか？」

「ちょっと熱すぎるよ。もうちょっと温度下げて」

「はいはい」

　言われたとおり給湯器の温度を下げる傍ら、バスルーム前に放り出されたびしょびしょの服を手に取る。べっとり冬の温度に湿っていた。

　さすがにこれを着させるわけにはいかないので、とりあえず乾燥機にぶち込んでおく。

　それからガキでも着られそうな服を探すも、そもそも一般的な大学生である俺の家には、女子小学生が穿はくに値するパンツなど存在しないことに気づく。むしろあったらヤバいな。

　仕方ないので浴室の扉をノックし、遺い憾かんながらも問いかける。

「妹よ、裸Ｙシャツか裸Ｔシャツ、好きな方選んでいいぞ」

「……選択肢狭くない？　趣味？」

「由依ちゃんでも着れそうなもんがねえ。乾くまで入ってるか？」

「どれくらいかかるの？」

「おんぼろだし、二時間はかかるな」

「ふやけちゃうよ。バスタオルぐるぐる巻きでいいじゃん」

　悪くないなと思いバスタオルを出していると、ピロンとスマホが鳴った。

　見ると、栞からだった。

『由依、そちらに行ってませんか？』

　ちらりと由依ちゃんを確認する。当たり前だが、気づくわけがない。

「由依ちゃん、俺ちょっと外すから。出たらちゃんと髪乾かせよ」

「うん」

　それから家を出てしばらくしたところで電話をかける。

　１コールもしないで繫がった。

「もしもし。あの」

「由依なら家にいるよ。心配すんな」

「……そうですか」

「前も一回家出に来た。なんかあるのか」

「……その、喧けん嘩かです」

「喧嘩？」

「いえ、由依じゃなくて、私と、母が」

「…………ウェスト・カフェに来い」

　考えてみたら、由依ちゃんと栞は姉妹だった。

　嫌な繫がり方だと思った。プレゼントと、サンタクロース。

　──負担は半分。

　なるほど確かに、彼女のサンタクロースは死んだのか。

　口の中の苦味とガンガン酷くなる雨足と頭痛に、自然と早足で向かう。
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　カフェに入ると目に飛び込んできたのは、前と同じ、空間と調和したゴスロリ娘の姿だ。

　けれどその様子はこの前みたいな優雅さとは無縁だった。裾や靴元はべっとり濡れているし、濡れた布地が肌に張り付いて、暖房の効いた店内においてもまだ寒そうにしていた。そのくせ息が切れていて、肩が細かく上下する。

　彼女は扉を開けた途端にぱっと顔を向けて、それが俺だと分かると少し冷静になったのか、一呼吸置いて、丁寧にお辞儀をした。

「すみません」

「礼はいいから、説明してくれ。中なか野の家の家庭事情を」

　正直なところ、なぜ自分がこんなことを言ったのか、よく分からなかった。

　もちろん由依ちゃんとは付き合いがある。今だって俺の家でのんびり湯船に浸つかってる。

　それも一回じゃなく、二度も。オレンジを探してやったこともあった。そのときの俺は、なんだかんだで、可か哀わい想そうだと思って助けることにもした。

　それだけじゃなく、姉の栞とだって知り合っている。それだけでも関わるには充分なのかもしれないし、そうでなくとも人のいい奴なら首を突っ込んだことだろう。

　けれどそもそも、俺はなるべく人の事情には首を突っ込まないように心がけていたはずだ。気になっていても由依ちゃんの母親にはほとんど触れなかったし、先輩のときも優のときも桜井と遥のときも、俺は深く関わるのは避けていた。そうした方がいいと思っていたし、今だって思っている。

　俺が自分から関わろうと決めたのは真央だけだ。彼女に対しては、自分でもよく分かる。純粋な好意以上に、俺は彼女のことを知りたかった。

　だが今回は違う。普段通りに済ませるなら俺は適当に連絡をつけて由依ちゃんを帰すだけなのに、場所を指定して早足で向かって、開口初しよっ端ぱな自分から切り出している。そんなに人がよかったか、俺って。

　思い当たる節は一つ、最近出くわした、犯罪級に人の事情に首を突っ込む女の存在だ。

　毛嫌いしていたはずだ。きっと、それが隣人愛なんてふざけた真似事によらなくとも、俺は誰かに事情を探られるのを嫌っている。だから俺もしないようにしているんだから。

　なのにこうして自分から関わっている。

　自分がよく分からない。

「……進路の話で、母と揉もめたんです」

　栞が語りだすので、俺は聞き逃さないよう話に集中することにした。

「服作り、反対されてるんだったよな」

「ちょっと、違います」

「なに」

「県外の学校に行くのを反対されてて」

　その理由も察しがついた。なぜ服を自作するかと、メイドなんかやってるのか。

「でも、このあたりにはそういう学校がないから」

「だから普通の大学行って独学でやれと」

　彼女が頷く。真央のときも思ったが、専門学校は潰しが効きにくい。絵本に比べりゃ億倍マシだろうが、それでもファッションデザイナーが誰でもなれる職業かは、少なくとも俺にはよく分からない。

「……で、奨学金でも足りねえから、割のいいメイド喫茶で働いてると」

　母親としては、止めてもいいのだろう。メニューにビニールチューチューなんて書いてあるような如何いかがわしいバイト、知ればあまりさせたくはないだろうに。それでも止められないのはおそらく、止めても栞は出ていくという、ある種の確信があるのだろう。それに直結する行為を、彼女の母親は強く咎とがめられない。

　なぜなら、栞は今でも自分の作った服を着ているのだから。

「それで、私と母が揉めると、由依が出ていくようになって」

「そりゃ、まぁ、見たくないわな」

「……それまでも、あんまり母とは仲よくなくて、たまに言い合いになったりもしてました。でも、由依が出ていくようになったのは、最近なんです」

「……具体的には？」

「たしか、夏休み明けからです。進路相談のことで言い合ったとき、初めて家出したので」

　ちょうど、オレンジが返ってきた頃と被るな。

　なにがマイナスイオンだ。持ってると爽やかな気分になる？　いいことが起こる？

　結局、悪い方向にばかり進んでるじゃないか。ただのガラス瓶が、くそったれ。

「由依の前では避けるようにしてたんですけど、寝たと思ったらいなかったりで」

　虚むなしくなったのは、由依ちゃんがそんな素振り、俺に一度も見せなかったことだった。

　多少は信頼されていると思っていたが、結局、彼女は俺にも気を遣っていた。

　なぜか、オレンジが返ってきたからだ。

　彼女の中ではもう、俺の前で暗い顔はできないんだ。

　幸せの弊害が詰まっていた。噓うそを本当にしようとした皺しわ寄よせが、彼女にいった。

「……返さないほうが、よかったか」

「人工精霊ですか」

「……あれ、なんなんだ。クリスマスプレゼントに貰もらったって」

　俺が聞くと、栞は言いづらそうに顔を背け、ぼそりと呟つぶやく。

「……由依の誕生日、知ってますか」

「いや」

「クリスマスイブなんです。だから誕生日プレゼントとクリスマスプレゼントが一緒で」

「……それがどうした」

「父からの、プレゼントなんです」

　…………あぁ、なるほど。だからか。

　だから、母親は渡したのか。

「ちょっと、しんみりした話になりますけど」

「……お前が話そうとした昔話って」

「…………今はあんまり、話したくないですけど」

　それから、栞は感情を挟まないよう淡々と、昔々の話を語った。

　──クリスマスイブ当日、栞と父親は、二人でプレゼントを探したそうだ。

　けれども父親はセンスが悪く、ついにはよく分からない、人工精霊とは名ばかりの小さなガラス瓶を、幸せを運ぶお守りとして高く買わされたらしい。

　栞はそのことにカンカンだった。父親と一方的に喧嘩別れして、ちょうど今の由依ちゃんと同い年の頃、一人で街を歩き回って、しまいには迷子になってしまったんだと。

　それから、栞が父親と会うことは二度となかった。聞くところ、栞と同い年くらいの女の子がふらふらと車道に出たところを、気弱そうな男が飛び出して助けたのだという。出来すぎといえば出来すぎな話だ。目が悪かったんだろう、きっと盲目だったに違いない。

　そういう理由から、幸せを運ぶはずのオレンジは一転、世界でたった一人のサンタクロースの死という不幸を運ぶこととなった。捨てられなかったのは、それが父と由依ちゃんを繫つなぐ代物だったということだ。数えただけでも十七回は捨てられ、その度に拾われた。

　由依ちゃんはこの昔話を知らない。ただ物心つく頃に、サンタは死んだと伝えられた。

　母親が去年オレンジを渡した理由は、栞にも分からないらしい。とにかく栞は猛反対したが、その日の夜、由依ちゃんは人生で初めて、サンタからのプレゼントを贈られた。

　幸せを運ぶガラス瓶がこの世にはないように、不幸を運ぶガラス瓶も、多分ない。

　けれど彼女にとっては、あの透明なオレンジ色は、嫌な色に映ったことだろう。

　きっかけを作った自分に罪の意識を感じてしまうくらいには、強烈に。

「…………私は多分、家を出られないと思います」

　重たくのしかかるトラウマは、彼女が羽ばたこうとするのを妨げる。

「でも、出たいんです。ちょっとのきっかけで、出ていけるようになると思うの」

　そう思うからこそ、俺だったんだ。

　見ず知らずの妹を救った、平凡でなんてことない奴。普通でなければ駄目なんだ。特別過ぎる救いは、彼女にとってのきっかけになりえない。ただのガラス瓶を差し出すように、そっと道を選べるようにすることが、彼女にとって必要なんだから。

「……ごめんなさい。迷惑ばかり」

「……メイドのこととかな」

「……西ノ宮さんに言われて、知りました。わたしのせいで、本当に、ごめんなさい」

　そこで気づいた。

　彼女は別に、故意に悪評をばら撒まいたわけじゃないんだと。ただ馬鹿なだけだ。

　馬鹿なくらい、馬鹿げてるくらい、俺との出会いに運命を感じただけ。

「……今日は由依ちゃん、俺の家に泊めてもいいか？」

「……いいの？」

「その間に、母親とよく話せ。きっと、分かってもらえるから」

　その後、由依ちゃんのパジャマと着替えなんかを取りに行くついでに、母親とも挨拶をした。温和な印象の、けれど心配性そうな人だった。俺のことは度々話題に挙がっていたらしく、栞からの説明もあり、すんなりと事は進んだ。

　いい加減戻らないと由依ちゃんが心配するので連絡を入れたが、繫がらない。そもそも栞や母親からの電話にも出てないんだから、おそらく電源を切っているのだと気づく。

「あの」

　渡された荷物一式を抱え帰ろうとする俺に、栞が言う。

「……由依、結構寝相悪いので、気をつけてください」

「……あぁ、分かった」

「それと、その……」

　彼女はもじもじと視線を落とし、しばらくの間黙り込んだ。

　沈黙の隙間を埋めるように、ただ打ち付ける雨の音だけが鳴っていた。

　そして、顔を上げる。

「クリスマス、由依の誕生日会をやるんです。だから、あの」

　カフェで俺に告白したときとはまるで違っていた。

　それを伝えることが、彼女にとってどれだけ重い意味があるのか。

　俺にはよく、分かってしまった。

「……来てくれませんか？」

　間違いのないエゴだった。嫌悪感が入り混じっていた。なのに断る気がしなかった。

　そしてどうも──俺は彼女を助けてやりたい、なんて思っていた。
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　雨の中家に戻る。もう二時間以上待たせていた。

「悪い、遅くなった」

　しかし返事はなかった。居間にもいない。嗅ぎつけてここも離れたのかと思いつつ、念のためバスルームを覗のぞくと、ぬるくなったお湯に浸かって由依ちゃんがバスタブにもたれて寝ていた。

「……ほら起きろ。ふやけちまうぞ」

「んぅ……くしゅん」

「あー体冷えちまったか」

「あれぇ、お兄ちゃん。なにしてんの」

「寝るんなら上がってからにしろ。危ないだろ」

「んー、そうする」

　それから、改めてシャワーを浴びて、ドライヤーで髪を乾かす。

　その頃にはすっかり眠気も飛んだみたいで、いつもの調子で生意気をかましていた。

「っていうか、なんで私のパジャマ持ってるの。盗んだ？」

「栞に言って貰ってきたんだよ」

「なんて言ってた？」

「罰として今日は俺の家に泊まるようにだと」

「…………げー」

　そう言いつつも、由依ちゃんは渋々ながら俺の家に泊まることを了承した。

　それから、一緒にご飯を作って、ちょっぴり焦げたハンバーグを食べた。実家から持ってきてタンスの奥で埃ほこりを被った二世代前のテレビゲームで大人気なく八連勝したり、由依ちゃんお気に入りのドラマを見て欠伸あくびをしたら怒られたり、やりかけのレポートにちょっかい入れられながら大学生活の不条理さを説いたり、普通に過ごす。

　そうこうしているうちに十時を回り、規則正しい生活を送る由依ちゃんは昼寝したにもかかわらず、うとうと眠たそうにしていた。

「もう寝るか」

「うん……そーする」

　来客用にしまってある布団（ほぼ桜井専用）を敷くと、由依ちゃんはしわしわの布団には目もくれず、ふかふかのベッドの方にダイブし顔を埋うずめる。

「じゃあ、お兄ちゃんそっちね」

「……一緒に寝ないか？　床寒いんだよ」

「は？」

　就寝を控え威圧的だったので、俺は黙って底冷えのする布団で寝ることにした。

　暗いのは怖いというので常夜灯に落とし、目を瞑つぶる。

　今日に限っては、隣からの物音はぴくりとも聞こえてこなかった。聞こえるのは秒針が振れるのと、弱まった小雨の環境音だけ。

　由依ちゃんは枕を抱えて俺とは反対の窓を向いていた。ふわぁとあくびをする。

「……なんかさ」

「……寒いならエアコンつけるか」

「ううん。いつもと違うから、慣れなくって」

　まぁ、お泊りって大体そんな感じだろ。修学旅行のときとか興奮して寝れなかったり。

「いつもはね、お姉ちゃんが早く帰ってきたときは、しりとりしたりするの」

「しりとり？」

「りんご」

「……ごはん」

「……もー、張り合いがないよ」

「他には」

「後は、恋話したり、学校の話したり、お兄ちゃんの話したりとか」

「……姉ちゃん、好きか？」

「大好き。でも、最近は忙しいから、あんまり一緒に寝ないの」

「……そっか」

「…………お兄ちゃんは、栞お姉ちゃんのこと、好き？」

「嫌いじゃないな」

「じゃあ、真央お姉ちゃんと、どっちが好き？」

　俺は悩むことなく答える。

「真央に会いたいな」

「……その」

　そこで由依ちゃんは、なにか言いかけて、毛布に潜り込む。

「やっぱり寒いか？」

「言っちゃ駄目なやつだった」

　どうも、彼女には彼女なりの事情があるみたいだった。

　真央との仲介役、真央の現状を一番知っているのは、由依ちゃんだ。

「聞いても答えないか？」

「お兄ちゃんが聞いたら、答えるけど」

　言えないこともあるんだろうと思った。

　栞との板挟みで、困っているのだろうとも思った。

　もう、彼女にそんな辛い役回りをさせたくないと、強く思う。

「じゃあ、聞くよ」

　俺が言うと、由依ちゃんは顔を背けたまま、小さく呟つぶやく。

「……お姉ちゃん、きっと来ないよ」

　冗談にも噓うそにも聞こえなかった。

「来ないって……」

「お姉ちゃん、お兄ちゃんと会っていいか、悩んでたの」

　ふと、思い出す。

　──北原真央のことは忘れてください。

　あの言葉、誰が言ったのか。

「手紙を出したときも、約束したときも。お姉ちゃんいつも後悔してた」

　栞じゃない。じゃあ誰だ。由依ちゃんか？　いや、違う。

　真央が自分で言ったんだ。揺れるようになってようやく、勘違いが浮かび上がってくる。

　真央も、揺れていたんだ。決して順風満帆に進んでるわけじゃない。絵本を送るのも、手紙を書くのも、クリスマスに会いたいと伝えるのも、悩んでいる。それでいいのかと。

　別れることを選んでおいて、そのくせまだ続けるのかと。依存しないために離れて、それでも繰り返し身を寄せようとするのかと。

「冬になったのに、まだ夢を見ないって。忘れたいのに忘れられないって」

　……考えてみれば、聞いてみれば、すぐ分かる。

　手紙は、もう一ヶ月も返ってきていない。

「それで約束したんだって。約束破って終わりなの。それで忘れられるって」

　西ノ宮の言った、ハッピーエンドという言葉が脳裏を過ぎった。

　物語とは違って、俺たちには続きがある。ダラダラと締りのない日常の続きが。

　世界は唐突に終わったりはしない。世界は終わりなんて与えてくれない。

　だらだら続く関係に終わりを突きつけられるのは、自分だけ。

　そして、彼女はクリスマスをそのときに選んだ。

　彼女は区切りをつけようとしている。この歪ゆがんだ関係に、またしがみつかないよう。

「だからね、お姉ちゃん、きっと来ないの」

　分かってしまった。自分でも、同じようなことを考えていたんだから。それでも考えないようにして、続くまで続けようとしていた。それのなにが悪いのか。

　それが悪くないのも分かっていた。

　ただ、彼女は俺と同じように選んだだけだ。あの夏の終わりの俺みたいに、身勝手に。

「……栞お姉ちゃん、お兄ちゃんのこと好きなのに、どうしたらいいか分かんないんだって。お兄ちゃんが真央お姉ちゃんのことが好きだから、応援しないといけないんだって」

　けれど栞は一歩踏み出した。誰のためでもなく、自分のために。

「でも、一緒にいたいって、思ってると思うの。だから、本当は言っちゃ駄目なの」

　由依ちゃんが寝返りをうつ。

　それからもぞりと布団から顔を出して、言う。

「お兄ちゃん」

「今度はなんだ」

「寒い？」

「ちょっとな」

「なら、こっち来なよ。狭いけど」

「いいよ」

「いいから。抱きまくらないと寝れないの」

　結局、俺はベッドに潜り込む。

　だが俺がベッドに入っても、別に由依ちゃんは抱きつくでもなく顔を背けていた。

　狭いから寝返りも満足に打てず、窮屈そうに布団に包くるまっている。

　そしてしばらく沈黙が流れて、由依ちゃんが呟く。

「おやすみ」

　それから、よく眠った。

　朝起きると、なぜか布団とは逆向きに、全ての毛布を抱えて熟睡する少女の姿があった。

　俺の体の上には毛布もなにもなかった。乾いた咳せきをする。寒い冬の朝の目覚めだった。
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　由依ちゃんを家に送り返した俺は、冬休み前最後の講義を受けに大学へ向かった。

　三限の講義を終え、バイトまで時間が空いたところで桜井から連絡があった。部長の件で集まっているからウェスト・カフェに来いとのお達しだった。

　電車が遠ざかっていくのを傍目にカフェに入ると、二回生が全員で待っていた。

「結果発表か」

　とはいえ、部長会議なんて俺にはもうどうでもよかった。

　部長になろうが行く必要はないし、そもそも真央との約束は終わってしまった。

　顚てん末まつがどうあれ、それには何の意味もない。

「優に一票、お前に三票だ。おめでとさん」

　だから、仮に俺が部長になったところで、どうとも思わない。

「……そうか」

　強いて言えば、あれだけ念を押したにもかかわらず、全員が俺に投票していることくらい。

　予定がないはずの優に集まると思っていたのに、どいつもこいつも、性格が悪い。

「それと、副部長も決まった」

「……そんなの別にどうでもいいだろ」

　俺が言うと、桜井は構うことなく言葉を続ける。

「本人たっての希望だったからな」

「なにが」

　桜井がなにを言ってるのか、なにが言いたいのか、よく分からなかった。

　それだけ話して、桜井は、もう言うことはないとでも言いたげに席を立つ。それに合わせるようにして、遥も出ていこうとする。

「説明しろよ」

「細かい話は本人から聞いてくれ。俺たちがいたら、話し辛いだろうしよ」

　そう言い残して二人は去っていく。残ったのは俺と、優だった。

　彼女は出ていった二人を目で追って、それから俺の方を向いてから笑う。

「…………あはは」

「……副部長、お前がなったのか」

「……うん」

　彼女もどうしてか、居心地悪そうに座っていた。真面目な顔で、じっと黙っていた。

　たっての希望もなにも、なんなら彼女は部長になろうとしていたんだ。

　まして副部長は愚か部長にさえ意味なんてないんだ。今さらなんだって。

「……部長、やっぱり、嫌だった？」

「別に、お前らのおかげで行かなくていいって分かったしな」

「そっか」

　それに予定だってもうなくなった。かといって参加するつもりもないけれども。

「直樹は予定あるもんね。うん」

「それより、なんで副部長なんかやりたがったんだよ」

「だって、副部長は立候補だもん」

「なんの話だよ」

「これでも、最後まで悩んだんだ」

　そう呟いて、優はそっと紅茶に手をつける。

「副部長の話を聞いて、せっかくいいアイディアが浮かんだと思ったのに、もう予定埋まってるんだもん。部長になったら行けないからって、必死になって部長を避けようとして、そんなの、ズルいよ」

　彼女はなぜか、俺の話をしていた。なにがいいアイディアなのか、どうズルいのか。

　それでも、彼女が何を言いたいのか、なんとなく分かった。

　俺には、分かってしまった。

「でも、もう部長が来なくっても大丈夫だから。だから、桜井くんにお願いしたの」

「……それで副部長になりたい、か」

　彼女はこくりと頷うなずいた。それからゆっくり時間をかけて、ぽつりぽつりと語る。

「あたしね、好きな人がいるんだ」

「………………」

「でも、上手く言えなくって。どうしたら伝わるか、色々考えて、思ったの。言葉で言えないんなら、行動で示そうって。不器用だから、それくらいしか出来そうになかったから」

　副部長になった理由、それは、あまりに遠回しな、小さくか細い告白だ。

　その意味は、桜井にだって直接話されてすらいないのだろう。

　それでも彼になら、きっとすぐ理解できたことだろう。あいつも同じことを考えていたんだから。副部長なら、一緒にパーティーに参加できる口実を作れるなんてことを。

　どうすれば好きな相手と一緒にいられるかなんて、些さ細さいなことを。

「……直樹が来ないのは、分かってるの。彼女がいるんだから、当たり前だけど」

　俺はふと、彼女の言った言葉を思い出していた。

　──クリスマス、好きな人と一緒にいたいって望むのは、叶かなわないのかな？

　彼女はずっと、望んでいたんだ。そのために、どうすればいいかを考えていた。

　直接言えないほど奥手な彼女が、それでも強く伝わるよう、行動した。

　手の込んだやり方であるべきだった。遠回りであるべきだった。

　そうであるほど、彼女のかける想いは、鮮明に伝わってくるから。

　全ては、好きな相手とクリスマスを過ごすために。

「……六時に、時計台の前で、待ってるから」

　待ち合わせなんて、行くつもりがないなら断るべきだ。

　ただごめんと言うだけで、彼女はわざわざ寒い中、来ない相手を待つ必要もない。

　クリスマスに待ち続けて、風邪を引く虚しさを、俺も彼女も知っている。

　それなのに。

　俺は返事もせずに、彼女が去っていく後ろ姿を眺めることしか出来なかった。
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「えーっと、ごちゃごちゃ言ってるけど、ようするに振られたのが分かったから別の女に鞍くら替がえするかどうかで悩んでるってこと？　全然大したことないじゃん」

　ムカつくが、西ノ宮の言う通りだった。

「阿あ呆ほ面づら提げて相談があるなんて呼び出すからなにかと思ったのに。あー女々しい。こういう男が将来的にストーカーになるんだよねー」

　現在進行形でストーカーの女に言われたが、言い返せる気がしない。

　西ノ宮は自宅から持ってきたクマの人形を抱き寝っ転がりながら適当に言う。

「そもそも、何に悩んでるの？　振られた原因？　鞍替えするのが自分的に許せない？」

「好きだから悩んでんだよ」

「だから、どーせ向こうで新しい依存相手見つけたんだって。大体本当に好きなんだったら悩むことないでしょ。栞ちゃんも優ちゃんも断って、ヤドリギの樹の下で来ないと分かっていても待ち続ける。あるいは振られると分かっていながら情に訴える。そうじゃなくて誰のところに行こうとか揺れてる時点でさー、もう全然ダメダメなんだって」

　これまで話していて分かったのは、彼女は誠実さを求めているということだった。心変わりを許さないというよりかは、そんなもの信じていないようだった。

　手助けをするというのは、相手を心変わりさせるんじゃなく、自分から気づかせる。だから自分の考えとは真逆でも、それを達成した時点で彼女にとっては充分なんだ。

　そういう意味で、俺は彼女にとって随分と不十分だった。

「お前は俺を一人にさせたいんだろ。だったら」

「正確には一人でも大丈夫なように。その後はいくらでも好きにしてって感じ」

「だから好きにしてるんだろうが」

「ダメだよ。だって、君のそれは別に好きじゃないもの」

　こんな人の心を理解しない女の口から恋愛論が出て来るとは夢にも思わなかった。

「そういうのは、固執っていうんだよ。揺らいじゃ駄目だって思ってるからこそ、自分は揺らぐ人間だって理解してるからこそ、一いち途ずに想い続けることに価値を感じてる。違う？」

「詳しいな、自分のことか？」

「一緒にしないで。アタシは好きにはなるけど固執はしないから」

「……本当に人を好きになったことがないから、そんなこと言えるんだよ」

　俺の発言に、西ノ宮は初めて眉を微かすかにしかめた。

　それから、大きな声で甲高く笑う。

「へぇ。途中で好きじゃなくなったら偽物なんだ。他に好きな人ができたらインチキなの。それってすごく自然なことなんじゃないの。自然なことを捻ねじ曲まげて罵倒して、それでやっと成り立つのが、君の言う本物なんだ」

　常に芝居がかった調子で喋しやべる彼女の、面の皮が一枚めくれて見えた。

「なら、アタシはきっと偽物しか知らないね。揺らぐし途中でなくすから」

　そして、彼女が意図してかどうかは知らないが、彼女の本音は、俺に似ていた。

　少なくともあの選択をした雨の日──俺はいつまでも続くものを否定したんだから。

　彼女の言いたいことが、ようやく分かり始めてきた。

「……馬鹿丸出しのオカルトにはまって、痛い目見てちょっとは利口になったかと思えば、救いようがないね。アタシはそれでも救ってあげるけど、自覚しなよ」

「なにを」

「君の望む本物も、偽物も、実際はどうでもいいことだって。それを美化して、正当化して、自分は間違ってなかったって思い込んでやりくりしてるだけだって」

　彼女は別に、俺の恋愛事情なんかどうでもいいんだろう。

　俺が誰と付き合おうが、付き合わなかろうが、そんなことは重要じゃない。

　彼女はただ、俺に捨てろと言いたいんだ。俺が意味のあると思っているものをがらくたにすることで、もう一度透明な世界と向き合えと。

　意味のない世界に、色を加えないまま、冷たい雨に打たれながら力強く生き抜けと。

「お前は、間違ってる」

　意識せず、自然と口をついて出る。

　風邪を引くのは、もう嫌だった。

「いいよ、間違ってても。揺らいでも途中でなくしても、そういう自分を嫌いになるより、ずっと生きやすいからね。そういう意味で、アタシは君を救いに来たんだから」

「……あぁ、そうか。やっと分かったよ、お前のやりたいこと」

「分かってくれた？　何回も繰り返したんだけど、遅いよ」

　つまり、彼女は、言いたいのだ。

「自分のことを好きになれれば、きっと世の中生きやすく、幸せに暮らせるよ」

　どこにもないものを見ようとするなと。ありのままを見続けろと。

　現実の、今ここにいる自分から、目を背けるなって。

　それが彼女の望むハッピーエンドなのだ。強く生きることの証明なんだ。

「……帰ってくれ。俺は、満足してるんだ」

「ほら、また噓うそだ。知ってるよ、君がどれだけ彼女に会いたがってるか」

「だから！　それの何が悪いんだよ！」

「だから悪くないんだって。でも、クリスマスの後も君の生活は続くし、彼女との関係も終わらないで、君の言う本当の愛って奴が続くかもしれない。でもね、それは君と彼女にとって大した意味なんてないんだよ。一時的には美しく感動的にさえ映るかもしれない。けど歪いびつだから安定しないし、安定させるにはもっと多くの物を犠牲にする。障害になってるのは、むしろその本当こそ正しくて、幸福に繫がるっていう固執なの。だったら固執を取り除くために彼女を諦めさせるのは、そんなにおかしなことじゃないと思うんだけど」

　論理が堂々巡りで、こんがらがった。抽象的で意味が分からなかった。

　それでも、分かったのは、西ノ宮は俺を幸福にすることが救いだと思っていることだった。曖昧で基準のない幸せに、彼女は少なからず意味を感じていた。

「……なぁ」

「なに」

「どうすりゃいいんだよ、俺は」

「……それは君が決めることだよ」

　ここまで突きつけて、なお、彼女は強制はしなかった。

　ただ、語るだけ。俺と彼女の問題点を、主観混じりに批判するだけだった。

　こんなのが救いだって？　これが終わればハッピーエンド？

　ふざけるなよ。俺がどうしようが、俺のくだらない日常は続くんだよ。

　どのみち、俺の日常はくだらなく続く。

　割り切るのは辞めたんだ。だらだら続くのも悪くないって思えたんだ。

　何度も繰り返して、いつか電車が見えなくなるときまで、楽しもうって。

「でもね、アタシから言えることは、どれだけ待っても、北原真央は来ないってこと」

　真央は来ない。由依ちゃんはそう言った。

　俺自身、その理由に納得はいく。彼女はきっと、本当に来ないんだろう。

　忘れてほしいと、思っているのだろう。

　それでも。

　俺は、真央に会いたかった。
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　西ノ宮が帰って、部屋には俺一人だった。

　シャワーを浴びた。長い間、あたたかい蒸気に包まれて彼女のことを考えた。

　俺は電話をかけることにした。消さずに取っておいた、最後の彼女との繫がり。

　プツプツと音がして、それからコールが鳴る。一度鳴って、二度鳴って、三度鳴る。

　何度も繰り返しコールは鳴った。数え切れない数鳴って、けれども。

　彼女に電話が繫がることは、なかった。

　俺はまた、選ばなくちゃいけなかった。

　暗く冷たい陰が、ひっそりと覗のぞく。

　ぬるい空気は、もうどこにもない。

　俺は彼女の手紙を一通取り出して、読み返す。

　それから、手紙を書いた。
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　噓を吐つきました。わたしの想いは、あの日からずっとあなたと同じです。好きです。大好きです。なに一つ変わりません。季節が変わって指が悴んでも、わたしの想いは変わることがありません。会いたい、それだけです。あぁ、噓です。ごめんなさい。本当は全然会いたくないんです。いつまでも今の関係が続けばいいと思っています。なので、この手紙は全然の噓っぱちで、久瀬さんをからかうための適当な文章でしかありません。

　そう思えば、わたしはあなたのことが憎くて、憎くて仕方ありません。嫌い、嫌いです。

　あぁ、そうです。そうでした。わたしはあなたのことなんて、これっぽっちも好きじゃなかったんです。死ねばいい、殺してやりたいとさえ、思っていたのでした。

　そうだ。わたしが、会いに行きます。会いに行って、あなたをわたしが殺してあげます。わたしが殺せば、全部が全部終わりますよね。この会えない寂しさも、優しさへの辛さも、変わらない雪の音への不安もなにもかも。ヤドリギの樹の下で待っていてください。いえ来ないでください。死なないでください。殺したくなんてありません。そんな気はこれっぽっちもないんです。この手紙は噓ばかりですから、これまで通りお互いに嫌いなままでいましょう。

　そうです、そうです。実際のところ、とても落ち着いています。なぜなら、この手紙はお遊びの、久瀬さんを困らせるためだけの手紙だからです。そしてきっと、この手紙があなたのもとに届くこともないと思います。だって、わたしはとても落ち着いていますから、こんな手紙を送ればあなたがとても困るし、困るだけ困って、それだけというのも、よく分かっているからです。

　出せば、楽になるような気がします。素直になれればいいのにと思います。

　けれど、わたしはきっと、この手紙も机の奥底で眠らせてしまうんだと思うのです。

　ごめんなさい、本当にごめんなさい。

　窓に映る雪景色が、わたしにはどうしても、真っ黒く見えるんです。

　本当に、ごめんなさい。
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　クリスマスイブの朝は、窓に映る鈍い空の光に目が覚めた。むしろ昼過ぎだった。

　天気予報は曇り、夜からは雨。気温が下がれば雪になるかもしれない。

　平日ではあったが、冬季休講が始まっているから大学に行く心配の必要もない。

「……あー、寒い、寒いなぁ」

　しかし布団に入ってばかりでは何も始まらない。のそのそと着替え、とりあえず飯を食うために、ウェスト・カフェへと向かう。

　その途中、公園で他の友達と遊ぶ由ゆ依いちゃんを見かけた。

　なにやらプレゼント交換でもやっているみたいで、楽しそうに笑っている。

　遠目からぼんやり眺める俺に気づいたのか、由依ちゃんがたったと近寄り、明るく笑う。

「なにやってんの、こんなとこで」

「……由依ちゃんこそ、なに外でプレゼント交換なんてやってんだよ」

「今準備中なんだよ。夕方には家に帰るよ」

　彼女はそう言って、少しわざとらしく、そう言えばと付け足す。

「お兄ちゃん、誕生日会、来るの？」

　不安そうな目だった。どう答えても、しょんぼりされそうな雰囲気だった。

「夕方な」

　俺が言うと、由依ちゃんはほんの一瞬口を歪ゆがめて、すぐ笑う。

「プレゼント、楽しみにしてるから！」

「……あぁ」

　それから、ウェスト・カフェで苦くて不ま味ずいコーヒーを飲んで、一度家に帰る。

　プレゼントを持って、由依ちゃんの家へ行った。
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　チャイムを鳴らす。ばたばたと音が近づいて、ドアが開く。

　出迎えてくれたのは、こないだお気に入りだと言っていたゴスロリを着た、栞しおりだった。

「あ……」

「ちょっと早かったか？」

「……まだ、準備中」

「手伝うよ」

　中に入ると、誕生日会とクリスマスパーティーを合わせたらしく、気合の入った装飾がされていた。ツリーにはスズやリンゴや星が飾られているし、他にも折り紙で作ったオーナメントやらが壁や天井に吊つるされている。

　彼女は料理を作っていたようで、シチューの材料が切り分けられていた。

　かたわらでフライドチキンやサラダを作るのを手伝った。

　それから由依ちゃんの好きなハンバーグも作って、大方の準備が整う頃には、窓の外も落ち込み始めて、雲が出ていればオレンジ色の夕焼けが見える時間になっていた。

「まだ誰も来ないな」

「仕事があるから。そろそろ帰ってくると思う」

「母親と、話せたか？」

「……うん」

　彼女は笑う。どうだったか聞くまでもなく、結果は良好のようだった。

「でも、メイドは辞める。すごい心配してた」

　学費を貯ためるためのバイトを辞めるということは、その必要がなくなったということだ。

「バイト辞めるとなると、寂しくなるな」

「噂うわさのことなら心配しないで。わたしが、ちゃんと訂正するから」

「そりゃ助かるよ」

　ちゃんと認められたんだな、外に出ることを。

「あなたのおかげ」

「俺はなんにもしてねえよ。由依ちゃん泊めてゲームしてただけだよ」

「それでも。ちゃんと背中を押してくれた」

　俺のしたことなんて、本当に些さ細さいな事だ。

　彼女は元から、自分から羽ばたける力もあった。たまたまきっかけがなかっただけ。

　進路の心配がなくなったからといって、彼女のトラウマが解決したわけでもない。

　思い込みは簡単には解けないし、自責の念だってきっと残る。過去なんてものがあるから、一番いい選択を選べない。

　それでも、それが今の彼女なのだ。

　今が昔になるくらいずっと先、そのときのきっかけになれば、それでいい。

　俺がしたことなんて、そんなほんの小さな選択肢の一つに過ぎない。

「ありがとう」

　栞はそう呟つぶやいて、柔らかに微笑ほほえむ。

　由依ちゃんと接していたときと同じ、心の底からの、暖かな笑顔だった。

　ずっと見つめていたいと、そう思った。

「……言わなきゃいけないことがあるんだ」

　それでも、黙って眺めているだけじゃいけない。

　やらなくちゃいけないことが、俺にはまだ残っている。

「俺、もう行かなくちゃ」

　俺が言うと、栞は目を開けて、それから、ぐっと唇を結ぶ。

「お誕生日会は？」

「……真ま央おに、会いに行きたいんだ」

「わたしじゃ、ダメ？」

　彼女は小さく、顔を俯うつむけて呟く。

「ごめん」

「……謝らないで。謝らないで、いい」

　彼女の落ち込む姿を見ると、自分のやろうとしていることが馬鹿らしくなってくる。

　残って栞と由依ちゃんと楽しく過ごせば、それはきっと幸せなクリスマスになる。

　俺がここで帰っても、それはきっと、幸せなんかとは程遠い結末になるんだろうけれど。

　それでも、俺は彼女と約束したんだ。

　ヤドリギの樹の下で、待っているって。

　噓うそはもうやめだ。自分に噓をつくのは。納得していないのに、したふりをするのは。

　ハッピーエンドなんて、幸せな終わりなんて、俺にはいらない。

「……分かるから」

　何も言わずに来なければ、彼女のこんな顔を見ることはなかったんだろう。

　ここに来た理由。

　言わなくちゃいけないことは、もう一つあった。

「……俺さ、由依ちゃんと約束したんだ」

「約束……」

「サンタクロースを生き返らせるって」

　けれど、彼女のサンタはもういない。由依ちゃんの言う通り、彼女の母親の言う通り、サンタクロースは死んでしまった。

　由依ちゃんはそのことを知っている。サンタが誰かを、オレンジが何かを、とてもよく。

　オレンジを持っているなら、由依ちゃんは幸せでなければいけなかった。

　マイナスイオンなんて分かりやすい噓を肯定してでも、オレンジは幸せを運ぶのだから。

　俺はサンタの代わりになれない。どんな素敵なプレゼントを渡しても、サンタはいない。

「謝らないといけない。約束、守れなかったって」

「……プレゼントは」

「由依ちゃん、お姫様みたいな服が着たいって言ったんだ」

　それが何を指すかなんて、馬鹿な俺でもすぐ分かる。

　荘厳なウエディングドレスでも華美なパーティードレスでも、綺き麗れいなゴスロリでもない。

　彼女が本当に欲しいもの。そんなの、一つしかない。

「由依ちゃん、最近栞と話せなくて、寂しがってるみたいなんだ」

「由依が？」

「よかったら、作ってやってくれないか。由依ちゃんに、お前が服を。それから、出て行く前に、たくさん話してやってくれ。あいつが家出した理由も、それだから」

　由依ちゃんは、栞が出ていくのを当然と思っていた。

　そして、それと同じくらい、彼女はお姉ちゃんのことが好きだったんだ。

　だから進路の話が聞こえる度に、彼女は家を出た。そうすれば話は止まる。大好きなお姉ちゃんが出ていくのが本当に決まることを、延ばすことができる。

　悩んでいたわけじゃないんだろう。踏ん切りがついたからこそ、彼女は俺に注文した。

　栞が夢を追うことを。離れていっても、栞がそばにいるように。

「分かった。約束する」

　彼女はそう言って、顔を上げて頷うなずく。

　由依ちゃんに会う前に、帰ろうと思った。もうあまり時間はない。

「もう、行くの？」

「他にも行くところがあるんだ」

　そう返して、手作りのガーランドを潜くぐり抜ぬけて、玄関へと向かう。

　そこで、違和感があった。

「……あれ」

「どうしたの」

　靴がなかった。探しても見当たらない。

　そうこう探していると、きぃと扉が開く。

「……ただいま」

　由依ちゃんだった。栞お手製のマフラーを巻いて、なぜか不機嫌そうに立っていた。

　けれど、俺の目がいったのは、そこではない。

　彼女の手には、どういうわけか、俺の靴が握られていた。

「おかえり」

「お兄ちゃん、どこ行くの」

　間髪入れずに由依ちゃんが尋ねる。

「これからお誕生日会なのに」

　つまり、そういうことだった。

「……悪いけど、急用ができたんだ。急いでるから、靴返してくれ」

「お姉ちゃんのところに行くんでしょ。私と約束破って」

「…………聞いてたのか？」

「お姉ちゃんは来ないの。だから、私のお願い聞いてくれたっていいじゃん！」

　彼女はなぜか俺に怒っていた。

「お兄ちゃんが行かないって言うまで、返さないから」

　……もしかしたら。

　彼女の望みは、叶えられたのかもしれない。

　生き返らなくっても、新しいサンタを連れてくることは、出来たのかもしれない。

　俺が誕生日に一緒にいてやって、プレゼントを渡してやれば、彼女は納得したのかも。

　そんな、父親みたいな関係を、彼女は誰より欲しがっていたのかもと。

「……妹よ」

　だが、俺はサンタクロースなんかじゃない。

「お兄ちゃんから最高のプレゼントだ。大切にしろよ」

　俺はそう言って、優ゆうと一緒に買った、総当りのプレゼントの一つを取り出す。

　由依ちゃんは受け取ると、包装を破いて中身を見る。

「……靴下？」

　本当に、大したもんじゃない。

　サンタクロースは、靴下に中身を入れてくれるんだから。

「知ってるか？　靴下を枕元に置いとくと、サンタがプレゼントをくれるんだ」

　中身の入っていない、空っぽの靴下を握って、由依ちゃんは俺を見る。

「それとも、いらないか？」

　そっと尋ねる。由依ちゃんはじっと黙り込んで、靴を置く。

「いる」

「そうか」

「早く行ったほうがいいよ。待ってたら、寒いだろうし」

「あぁ」

　彼女の置いた靴を履いて、俺は扉を開ける。

　出る寸前、ちらと振り返る。それから、

「ハッピーバースデー。ハッピークリスマス！」

　それが幸せか、今日という日がハッピーかどうか、俺にはよく分からない。
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　空は鈍い灰色雲に覆われて、夜の底が沈んでいく。

　そのくせ空気は妙に乾いていた。首筋から胸の方へと下りていく、摑つかまれたみたいに縮こまる寒さに息を震わす。そんな空気を一杯に吸って、ただ走った。

　待ち合わせの大学構内、時計台広場の片隅のベンチに、彼女は一人座っていた。

　とても寒そうで、足元に薄うっすらと灯る道沿いの照明に、頰ほおの桃色が浮かび上がる。

　普段のボーイッシュな服装とはまるで違う、少し慣れてなさそうなハイブーツに、汚れ一つない真っ白なニットワンピース。髪も結わず、毛先を緩く巻いている。

　時計台は目の前にあるのに、チラリとも見ようとせず、落ち着き払って、悴かじかむ手を吐く息でそっと温める。手を合わせ口元を隠すようにする素振りは、何か祈っているみたいだった。

　俺もきっと、彼女と同じことをしていたんだろう。ただ待つには、冬の夜は少し寒すぎる。

「優」

　俺が近寄り呼びかけると、彼女は手を膝まで下ろし、抑えることなく自然に立ち上がる。

　それから俺の顔を見て、悟ったように明るく笑う。

「ほんとに来た」

「……約束したからな」

「だって直なお樹き、前も約束破ったもん」

「前？」

「初めて会ったときのこと、覚えてない？」

　彼女はじっと俺の目を見つめて、寂しそうにまた笑う。

「悪い」

「……あたしがオカ研に入った理由ね、直樹とおんなじなの」

「同じって……」

「好きになった人と一緒にいたいって、そんな理由」

　振られて傷心して、新しい相手を見つける。

　それはきっと、誰にでもある進み方なんだろうと思う。

「……直樹はさ、一ひと目め惚ぼれって、信じる？」

　柔らかなウェーブのかかった髪が、風に弱く揺れる。

「あたしは全然信じてなかった。好きになるっていうのが、よく分からなくって」

　優はそう淋さびしげに呟つぶやき、また思い出したみたいに笑顔を作る。

「そんなときにね、直樹が言ったんだ」

「……なんて」

「伊い藤とうさんの話。あたしにじゃなくて、桃もも花か先輩にだけど」

　どうして覚えていないのか、やっと分かった。

　俺が初めて彼女と会ったのと、彼女が俺と初めて会ったのは、同じじゃない。

　彼女はただ、聞いていただけなんだ。見ていただけなんだ。

　自分とよく似た、くだらない振られ話を。そいつがまた同じことを繰り返すところを。

「すぐ分かったの。直樹が、その先輩のこと好きなんだって」

　それは本当は、一目惚れとは程遠いものだったのだろう。

　それでも確かに、彼女は見たのだ。

「……なんでか分かんないけど、いいなぁって、思ったの」

　人が人を、好きになる瞬間を。

　俺は黙ったまま答えない。彼女はどうにも曖昧に、けれど確信めいて話し始める。

「直樹との約束。一目惚れが叶うところを見せてくれるって」

　彼女はいつしか、笑うのをやめていた。

「実はね、直樹に話したいことがあるんだ」

「……あぁ」

　真っ直ぐ見つめていた視線は不安に落ち込んで、表情は陰に隠れる。

「一年前は、関係が変わるのが不安で、なんにも出来なかったけど」

　素直になれないことほど、むず痒がゆいこともないと思う。

　ただ聞くだけなのに、確認すれば済む話なのに、それが出来ない葛藤。

　彼女は、俺の答えを知っている。

　そして、この行為が実を結ぶことがないことも、彼女は充分に分かっている。

　もし彼女が何も言わなければ、きっと、俺たちの関係が変わることはないだろう。

　これまで通り、言葉にしないまま、緩やかに続く。

　分かっていても、彼女は諦めない。俺の口からそうだと聞くまで、彼女にとってこの告白は、決して確認するだけの儀式なんかじゃない。

「一緒にいるだけでドキドキして、会わないときもいつの間にか考えてる。どうしてか自分でも分からないけど……あなたじゃないと、ダメなんです」

　だからこれは、必要なことだった。意味のある選択だった。

　それは彼女にとってだけじゃなく、紛まぎれもなく、俺にとっても。

　彼女に張り付いた暗く冷たい陰は、赤みがかった頰と、半透明の吐息に消えていく。

　沈黙はもう距離を遠ざけなかった。

　そっと俺の手を取り、淡い色を含んだ瞳でじっと見つめる。

　そして、透明な空気を伝うよう凛りんと囁ささやく。

「……あなたのことが、好きです」

　少し、心が揺れた。

　もう少しだけ、この寒空で頭を冷やしていれば、素直になれるのかもしれない。

　好きなまま待ち続けるのには、伸び切った距離を詰めるのには、疲れたんだと。

　けれど。

　握られた手をほどいて、はっきりと言う。

「ごめん。俺、好きな人がいるんだ」

　もうこれ以上、待ってはいられない。

　たとえ会えなくても、会いに行くんだ。

「…………うん」

　優は吐息に頷うなずいて、顔を左に向ける。時計は緩やかに進んでいた。

「これから、会いに行くの？」

「あぁ。迎えに行かないと」

「じゃあ、急がないとね」

　そう微笑みながら言って、優は俺の後ろに回り、背中を押す。

「こっちは大丈夫だから、心配しないで」

「……優」

「……なに？」

　俺は一歩体を移し、薄明かりに呟つぶやく。

　気休めにもなりはしない、弱々しい言葉だったけれど。

「ありがとう」

　彼女は微かすかに頷いて、柔らかに微笑む。

　それから、顔を下げて視線を落とし、もう一度祈るように両手を口元にあてた。

　時計台前は静かだった。風の音さえ聞こえない。ただ、彼女の微かな吐息だけが、小さくちらつき届いていた。彼女の手は震えていた。

「ねぇ」

　俺には分からなかった。たった二文字の呼びかけに、どれだけの感情が籠められているのか、隠すように覆われ籠もった声なんかじゃ、彼女が何を思うかは分からない。

　分かるのは、彼女が顔を見られないよう背けて、隠していることだけ。

「……どうした」

　俺が聞くと、言葉に乗って薄く白い息が、霧散して宙に浮かんでいく。

　空はちょうどあの日、最悪のホワイトクリスマスに見たままの、分厚く黒い色だった。

「寒いね。冬って」

「……あぁ、そうだな」

　彼女に押され、俺は再び走ることにした。
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　日はすっかり暮れていた。灰色雲はより暗く、吐く息はますます荒く白く濁っていく。

　公園前を走り抜けようとしたところ、こんな聖夜に、ブランコを漕こぐ一人の女がいた。

　構わず通ろうとして、デカイ声で呼び止められる。

「ちょっと！　なにしてんのさ！」

「お前こそ、なにやってんだよ」

　西にしノの宮みや理り沙さだった。

　クリスマスイブに一人ブランコを漕ぐ女に悲ひ愴そう感が見えないという時点で調子が狂う。

　だが彼女の場合、そんなことは大した問題ではないようだった。

「せっかく栞ちゃんのところに行ったと思ったのに、次は優ちゃんのところ行って、今度はどこ行くつもり？」

「……こんな日までストーカーかよ」

「こんな日だからこそだよ。結末は見届けてこそだからね」

　クリスマスを棒に振ってまで俺の行方を見届けようとする彼女は、明らかに俺に固執していた。

　拘こだわるなと言っておいて、その実、一番固執しているのは彼女のように思えてくる。

　西ノ宮はそんな矛盾など気にも留めないとばかりに相変わらず微笑んで、俺に尋ねる。

「で、どこ行くの」

　俺は答えなかった。噓うそは簡単に吐ける。けど、それじゃ意味がない。

　素直になるために向かうんだ。自分の気持ちに正直に。沈黙はその答えだった。

「……来ないんでしょ」

「来ないだろうな」

「分かってるなら行かないでよ。クリスマスは年に一回だけなんだから」

「お前こそ、年に一度のクリスマス楽しまなくていいのか」

「アタシのことはいいの。アタシは、君を救えればそれで幸せなの」

　何度も繰り返し話して、俺はやっと、彼女のことが分かり始めてきた気がした。

「お願いだから、幸せになってよ。なんでそれが分かってくれないの」

　彼女は、自分の理想を話している。

　本当の自分には出来ていないことを、恥じるように、覆い隠している。

　そういう意味で、俺も彼女も似たもの同士なんだろう。現実の自分から目を背けて、理想の自分を押し上げて、理想から外れただけの、どこにもない傷で自分を嫌っている。

　彼女の強い言葉は、丸っきり裏返しだ。一人でも大丈夫に？

　バカ言え。誰より他人を必要としているのは、他でもない西ノ宮本人だ。

　他人を救うなんてことでしか、自分を上手に認められない。

　その救いさえ、彼女にとっては口実にすぎないんだから。

「幸せになるために、自分を変える必要があるっていうんなら、俺は不幸でいいよ」

　俺は言う。

　西ノ宮は寒さからか、震えるように睨にらみつける。

「……意味が分かんない」

　別に、深く考えて達観したわけでもない。

　西ノ宮の言うことは、正しいように思えた。納得してしまえる程度にしっくりきた。

　だからこそ不思議だった。間違っていないはずなのに、どうして彼女はちっとも幸せそうじゃないのかが。どうして自分を見ているようで腹が立ったのか。

　距離を置いて相対して、ようやく分かる。

　彼女も、俺と同じ噓つきだ。自分に噓をついている。幸せでないといけないって噓を。

「幸せになることにしがみつくようなのは、あんまり得意じゃないんだ。雨の日はやっぱり嫌な気分になるし、たまには喧けん嘩かもしたくなる」

　晴れの日もあれば、翌日には雨が降ることもある。曇りかもしれないし、雪かもしれない。喧嘩したら仲直りするし、あるいは長い間口も利かないこともあるだろう。いいことがあったら、その次もいいことかもしれない。何度か続いて、一気に落ちて。

　俺はずっと前から知っていた。世界が終わるなんて大噓だって。

　俺たちの明日は続く。時計の秒針は止まらない。電池を抜いたって地球は回る。

　くだらないし、ズルいと思う。

「雨の日に無理してハッピーエンドを迎えるのは、俺の性に合わない」

　だからせめて、明日は晴れればいいなと、思うんだ。

「……アタシはね、君と彼女が会うのが駄目って言うんじゃないの。変わらないまま会うのが、ためにもならないって言ってるの。それでどうやったら変わらないなんて結論になるの」

　彼女は納得していなかった。強く否定していた。

　自分の根底を揺るがす陰に怯おびえて、虚勢を張って震えていた。

「……お前の言う通り、揺らいだり、なくしかけたりしたんだよ」

「だったら」

「でも、あいつに会いたいって気持ちだけは変わらなかった」

　なんにも難しいことじゃない。深く考えたわけでもない。

　考えないように眠っているときにも、俺はずっと真央のことが忘れられなかった。

　それだけで充分じゃないか。

「今だけだよ！　それに、また会えなくなる！」

　西ノ宮の言う通り、世界はズルい。ずっと続く幸せなんてありはしない。

　ないからこそ、俺は追い求めてしまうんだろう。月の裏側のサンタクロースを。

「でも、会いたいんだ。もう一度だけでも」

　それも、たまには見えることだってあるんだ。パンチラも、国士無双十三面待ちも。

　水平線の向こう側に広がる、ぼやけたオレンジ色の夕焼けが、綺き麗れいに映ることだって。

「お前の言うハッピーエンドってやつが、別れて、一人ひとりが成長して、変わることなら、それは多分正しいよ」

　俺のしようとすることは、もしかしたら、現実を見ていないってことなのかもしれない。

　本当は酷ひどく間違っていて、ロマンなんて求めることさえ馬鹿馬鹿しいのだろう。

「でも俺は間違ってるんだ。俺はお前じゃないし、一人は寂しいんだ」

　それでも、そんな自分がいるのは確かだった。

　それを否定して、理想の自分を作り上げて、そんな自分に嫌悪するのは、もうやめだ。

「なにがいいとか悪いとか、俺には分からないし、知りたくないし、興味もない」

　俺の願いなんて、一つだけだ。シンプルで分かりやすい感情だけなんだから。

「俺は、会いたいんだ。あいつに」

　俺が言い終えると、西ノ宮は演技ぶった芝居じゃなく、ただ叫ぶ。

「駄目！　ここで終わらせないと、駄目なんだから！」

　西ノ宮は決して俺を認めない。

　結論がどうあれ、選択の尊重をしたいと告げた天使みたいな隣人は、ここにはいない。

　俺を否定することは、忌まわしい陰を振り払うことと重なったんだから。

　そうすることで、より自分の理想から外れることを、彼女は自覚しない。

「分かってないな。俺は噓つき野郎なんだぜ」

　自分で決めたことさえ舌の根も乾かないうちに破って、感情任せに手紙を出すような奴なんだ、俺って男は。可愛かわいい女の子と話せるだけで嬉うれしいし、好きな子と会えるんなら、硬い決心だって覆す。天あまの邪じや鬼くで大噓吐つきな、下半身直結型の馬鹿なんだよ。

　抽象的で訳の分からん孤独を愛するなんてのは、俺には出来ねえ。

　人は簡単には変わらないんだから。

「……そっか。そういうこと言うんだ」

　西ノ宮は自分に言い聞かせるようにぽつり呟く。

　そして、初めて見せる、曖昧な、笑ったような、泣いたような表情で、俺に言う。

「アタシ、君が嫌いだ」

　好きでもなければ、どうとも思われていなかったはずだった。

「俺は、そうでもないけどな」

　ある意味進歩なのかもしれない。俺にとってはともかく、彼女にとっては。

「じゃあな。ありがとよ」

　それだけ言って、彼女の隣を通り抜けたとき。

　視界の端で、彼女がコートのポケットに手を入れるのが見えた。

　──それから、バチンと音がした。

　聞こえたわけじゃない。首元でブレーカーが落ちるような感覚があっただけだった。

　痛いと感じる間もなく、頭が急激にショートして、視界がブラックアウトしていく。

　意識が落ちる寸前、眼前にぼんやりと、彼女の手に真っ黒な充電器のような物が見えた。

　薄れた意識でそれがスタンガンだと分かるはずもなく、俺はどさりと倒れ込んだ。
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　ぼんやりと目が覚めた。時間の経過を感じないのに、とても体が冷えていた。

　首筋に手をやると、軽く痛んだ。やけどのようなひりひりする痒かゆみに近い。

　自分がどこにいるかはすぐに分かった。公園のベンチだった。ブランコが見えて理解する。

　それからすぐさま中央にある時計に目を向ける。

　時計の針は止まらない。もうじき七時半を指し示す頃だった。

　跳ね起きて、周囲を見回す。西ノ宮の姿はどこにも見えない。

　だがそんなことを考えている暇はない。真央との約束時間を過ぎている。

　ここからどれだけ急いでも、繁華街まで一時間はかかる。

　ただでさえ大遅刻だ。仮に彼女が来たとしても、帰られても仕方ない時間。

　大通りに出てタクシーを捕まえて、繁華街まで飛ばしてもらう。

　目一杯飛ばしてくれたタクシードライバーも、渋滞に捕まってはどうしようもない。

　その場で降りて、人ばかりの道を駆け抜けた。

　悩んでいる暇はない。考えている余裕はない。

　目指すは噴水前クリスマスツリー、ヤドリギの樹の下。

　後ろを振り返る余裕は、もうない。前だけを見て走る。

　月が見えなくてよかったと思った。もし見えていたらきっと、その届かない明るさを頼りに走っていたと思うから。

　夜の底は落ち込んでいく。前を見ると、微かな街灯が道を照らしていた。

　もう月を眺めるのはやめにしよう。サンタクロースは死んだんだから。月の裏側になにもなくても、俺が何も持っていなくても。

　大丈夫じゃなくても、なんとかならなくても、納得できるはずだから。

　邪魔なコートを脱ぎ払って、大きく腕を振って走る。

　雨も雪も、まだ降っていない。
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　街は、幻想的なブルーのイルミネーションに光り輝いていた。星が地上に降りてきて、手の届くところまで散らばったみたいに、とても美しく広がっていた。

　ショーウィンドウは星の奥行きを広げて道を照らす。幸せそうなカップルや手を繫つなぐ両親と子供の隙間を抜けて、俺は一際輝く広場の奥の、ひっそりと陰だって強調される、ヤドリギの樹を目指す。

　陽気な曲が流れていた。定番の英語のクリスマスソングだった。クリスマスに欲しい物をサンタクロースにお願いする、恋人へのラブソングだった。

　匂いがした。すっかり沈んだ冬の夜の澄んだ匂い。

　息が荒れて、吐く息は雪のように白く半透明に広がっては、後ろの空へ消えていく。

　いるはずがないのは分かっていた。もう会えないことも分かっていた。

　それでも足は止まらなかった。待ち合わせに遅れたとき、俺はいつも走ったから。

　走らないと、置いていかれる。留とどまるためには、走らないといけない。

　混雑する透明な人影から離れても、体の当たる人の数は減ることもない。

　ただ、走った。真央との約束を、守るために。

「──────っはあ」

　噴水広場に辿たどり着つく。照明とイルミネーションが点状に数え切れない数広がっていた。都会の夜空じゃ見られない、満天の星々が取り囲んでいた。

　息を整えながら、クリスマスツリーへと歩いていく。もう八時をすっかり過ぎている。

　もみの木は変わらず佇たたずんでいた。林りん檎ごに杖つえに綿の縄、色とりどりのイルミネーションに金色の小ぶりなベルと、てっぺんにちょこんと乗った一番星。

　周りにはちらほらと人がいたけれど、待ち合わせに利用する人は少ないようで、立ち止まって待つ人はほとんどいなかった。

　それなのに、見回しても彼女の姿は見えない。

　俺はもう一度顔を上げて、大きくそびえるもみの木を眺める。

　こちらからでは、見えないものがあった。ゆっくりと、回り込むように確認する。

　半周回って、俺はようやく見つけた。

　もみの木の陰になったところ。

　一輪のヤドリギが、静かにかけられていた。




「────久く瀬ぜさん」




　声がした。

　大小様々な足音と、遠くから鳴り響くクリスマスソングに紛まぎれて、確かに聞こえた。

　柔らかくて可愛かわいらしい、でもちょっぴり甘ったるい声。

　聞いたことのある声だった。

　なにより聞きたいと思っていた声だった。

「……やっぱり」

　俺はゆっくりと、静かに顔を下ろして、彼女を見つめる。

　さらさらとした黒髪のショートヘアに、フードのついたベージュのコート。もこもこしたウールの帽子を被かぶって、赤色のマフラーを首に巻いた彼女を。

　彼女は真っ白な吐息をふぅとついて、変わらない、にこやかな微笑みを浮かべる。

「運命、ですね」

　真央が、待っていた。ヤドリギの樹の下で、俺を待って。

　会えないはずなのに。来るはずがないのに。忘れてほしいと望んだはずなのに。

　それでも、確かに、間違いなく。

　俺は真央に会うことが出来た。
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　待ち合わせをして会っただけなのに、どうしてこんなに嬉しいのだろう。

　噓うそっぽいはずなのに、インチキばかりのはずなのに、信じてもいい気がした。

　運命なんて、ちっぽけな偶然を。

「なんで……」

「久瀬さんに会いたくって、来ちゃいました」

　そう言って、彼女はまた笑う。俺もつられて笑った。困ることなんてなにもない。

「久瀬さんこそ、なに来てるんですか」

「俺も、お前に会いたくて来たんだよ」

「おんなじですか」

「あぁ、同じだよ」

　諦めかけていた落とし物は、目の前にあった。諦めないで探してやっと見つけた、夏と一緒に落としてしまった大切なものは。

「遅いですよ。一時間半も遅刻なんて、寝坊も過ぎるんじゃないですか」

「おかげですっかり肝まで冷えたよ」

「わたしだって、ずっと待ってて寒かったんですからね。ぷんぷんですよ、むしろかんかんですからね、かんかん！」

　彼女はほっぺを膨らませて、ふんとそっぽを向く。

　それから彼女は不満げに腕を組んだまま、うーんと唸うなって黙り込む。

　それから静かに笑って、一つずつ、ゆっくりと語り始める。

「……ダメですね」

「なにがだよ」

「久瀬さんが来ないって思ってたから来たのに、来るんですから、何を話せばいいのか、いっぱい話すことがあるはずなのに、思い浮かばなくって」

　彼女が向こうで何を思って何をしたのか、俺には分からない。

「……どうして、忘れろなんて言ったんだ」

　それでも、彼女が区切りをつけにきたことは、よく分かった。

「……由依ちゃんが聞いたんです、わたしの欲しい物。それで、行けないって思ったんです」

「全然意味分かんねえな」

「久瀬さんが頑張ってるのに、わたしはちっともなのが、情けなかったんですよ」

　俺と同じように、来ないことを知って、それを契機に終わりを見つけようと。

「まだダメダメのままか」

「はい。今みたいにダメダメです」

　けれど、俺も彼女も、笑っていた。

　会ってしまったからには、まだ続く。

「久瀬さん、あんまり変わってないんじゃないですか」

「お前こそ、相変わらずだろ」

「変わってないように見えますか」

「いや、前より可愛かわいく見える」

　真央は驚いたのか、ぽっかり口を開けて呆ぼう然ぜんとする。

「素直になりましたね。なでなでしましょうか」

「お、頼んでいいのか」

「……ちょ、調子狂いますね。えへへ」

　本当は、とても簡単なことだったのかもしれない。

　複雑で難しいようにしていたのは、そう思い込んでいる自分のせいだった。

　遠い回り道だった。馬鹿馬鹿しくなるほど迂う回かいした、一周周りの遠回り。

「それで、これから、どうしましょうか」

「あぁ。その前に」

　俺は用意したプレゼントをコートのポケットからそっと取り出す。

「プレゼント」

「……手紙、ですか？」

　彼女は封筒を受け取ると、後で読もうとしまおうとする。

「今読んでくれ」

「‥…だったら直接言えばいいじゃないですか」

「いいから」

　彼女は渋々その場で封を切って、手紙を読む。

　長文でも覚悟していたのか、身構えているのが見て取れた。

　とは言っても、俺が書いたのはたったの一文だけだ。

　それだけで、きっと充分だから。

「……かっこつけすぎじゃないですか」

「いいだろ、別に」

　彼女はえへへと明るく笑って、傍そばに立つヤドリギを見つめる。

　そうして俺の方を向いて、ゆっくりと、瞼まぶたを閉じる。

　──古来より、クリスマスとヤドリギには密接な関わりがある。

　知らないわけがないだろう。ずっとこうしたいって思っていたんだから。

　俺も目を瞑つぶって肩を握る。したことはないが、そうするのが作法だと聞いたから。

　ヤドリギの樹の下で幸せになる言い伝えなんて、こうすることしか知らないんだから。

　ヤドリギの樹の下でキスをするなんて、幸せの言い伝えは。

　肩を握る手が強まって、しばらくの間、長い時間、周りの音が静かに聞こえた。

　この幸せな沈黙が、ずっと続けばいいのにと、そう思った。







「……あ、見てください」

「……雪、じゃないな」

　手を繫つないでクリスマスの帰り道を歩く最中、曇った空から雫しずくが垂れていた。

「雪かもしれないって聞いたんだけど、残念だな」

「そういう日もありますよ。それにわたし、久しぶりの雨ですよ」

「傘……持ってきてないよな」

「いらないって思ってたんですけどね」

「風邪引くのも馬鹿らしいし、買ってくか」

「大丈夫ですよ」

「でも」

　彼女は嬉うれしそうに雨の降りてくる空を向いて、笑みと共に吐息を漏らす。

「寒くっても、雨に打たれても、ちゃんとあたためれば、多分、大丈夫ですから」

　遠く、雑踏に紛れて微かに、曲が鳴る。

　小さな水たまりに波紋を広げる雨の音は、ひんやりと頰ほおを伝っていく。

　音は激しさを増していって、冬の夜は気温を下げる。

　次第に音は止んでいく。しん、と静まり返った聖夜に、緩やかに真白な雪が落ち込んで、薄雪の積もる音だけが、ゆっくりと、ただゆっくりと響き渡る。

　繫いだ手は確かに、暖かかった。
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「お兄ちゃん、早く！」

「……あー寒いさむい」

　クリスマスから一週間経たち、世界は新年を迎えていた。

　あれからの顚てん末まつに、特にこれといって語るべきことはない。

　桃もも花か先輩と会ったら、とても肌がつやつやしていたこと。

　桜さくら井いと遥はるかに会って、幸せ話と一緒に何度も優ゆうのことを聞かれたこと。

　その優とはまだ会えていないこと。年末年始は帰省しているらしい。

　西にしノの宮みやは……とりあえず、まだ俺の隣に住んでいる。警察が来たがもう解決したと追い返した。実際、もう済んだことだったし、今さら逮捕されてほしいとも思わない。

　ただ、大おお晦みそ日かに一度だけチャイムが鳴った。出てみても誰もいなかったが。

　そして由ゆ依いちゃんと栞しおりに関しては、今まさしく、現在進行形で発生中である。

　新年早々、帰省するタイミングを逃し、朝っぱらから雑煮を食っていたところ、チャイムを連打された。

　出てみると、見事なゴスロリを着た由依ちゃんがどっしりと突っ立っていた。

　栞のお下がりをもらったのか。姉妹だけあって、妙に似合っていた。

「あけましておめでとうございます！」

「……あけおめ」

「じゃあ行こっか」

　話が早すぎる。せめて説明をしてくれ。

「元旦と言ったら初詣だよ。お兄ちゃん常識ないんじゃないの」

「常識知らずはどっちだ……」

　ゴスロリで初詣に行こうとすることも、説明をすっ飛ばして初詣に連れて行こうとするのも、なんにせよ突っ込むのが馬鹿馬鹿しくなってくる。

「とにかく、人が混む前に行かないと」

「栞と行けよな」

「お姉ちゃんは先に行ってるの。あとお兄ちゃんだけなんだから」

「……分かったから、ちょっと待ってろ。着替えてくるから」

「三十秒で支度してね」

　せめて後十秒くれ。

　そういうわけで、俺と由依ちゃんで近くの神社へと向かう。

　初詣なんて三ヶ日に行けばいいんだから、元旦くらいゆっくりバラエティでも見てればいいものを、境内は既に人でごった返していた。

「うわあ！　すごい人だね！」

「栞、探せるかな……」

　しかし彼女の私服はゴスロリなどという、とんでもなく目立つ服装だ。黙っているだけでもすぐ見つかるだろう。

「は？　お初詣なんだから、晴れ着着てるに決まってるじゃん、馬鹿なの？」

　馬鹿はてめえだ。なぜそこまで分かっていながらヨーロッパ文化を纏まとっている。

「だってサンタがくれたんだもん。大切にしないと」

「……そりゃなによりだ」

　しばらく探しても見つかりそうになく、抜けている彼女らしく電話も持っていかなかったようで、俺と由依ちゃんは二人で参拝することにした。

　列が減るのを待つ間に、水で手を洗ったり、絵馬を書いたり、おみくじを引いたり、とりあえず由依ちゃんがやりたがったことをして、埒らちが明かないので並び始める。

　二、三十分待ちぼうけて、ようやく順番が回ってきたので、由依ちゃんに五円玉を渡す。俺はご縁も特に感じなかったので、一円玉を賽さい銭せん箱に放り込む。

　それからうろ覚えの所作をしてから、手を合わせてお祈りをする。

　参拝が済んで、階段を降りるとき、由依ちゃんが俺に聞く。

「ねえ、なにお願いしたの」

「言ったら叶かなわないらしいぞ」

「まぁ、どーせ真ま央おお姉ちゃんのことでしょ」

「……まぁな」

「お姉ちゃんと、どうなったの？」

　彼女は何の気なしに尋ねる。その分だと、真央から聞いたわけでもなさそうだ。

「言ったら叶わないからな」

「もー、ケチだなぁ」

　そこで、遠く鳥居のそばでおろおろと妹を探す栞が見えた。

　由依ちゃんも気づいたらしく、階段を駆け下りたところで、立ち止まり、振り返る。

「ねえ！」

　由依ちゃんは笑って言う。

「そのこと、もっと強くお願いしてみてよ！」

「……なんだよそれ」

「いいから、ほら！」

　彼女の促すとおり、俺はもう一度目を瞑つぶって、心の中でお願いをする。

　そして一生懸命考えて、強く祈る。

　神様。いないのは知ってるけれど。

　どうか俺の願い事を聞いてくれ。

　どうか、彼女と。

　これから先、もっと一緒にいられますように、と。











あとがき






「タイトル、変えませんか？」

　一巻の改稿を終えた翌日、Ｗ編集からの一言、私は二つ返事で了承しました。タイトル変更の話自体は、半年前から挙がっておりました。受賞作は巻末に改題前のタイトルが載ることを知っていましたので、むしろラブコメらしいタイトルが面白いと考えました。

（でもまぁ、どうせ大して変わらねえよな。話も話だし）

　しかし、私の考えは間違いでした。

　午前四時、Ｗ編集から一通のメールが届きました。

「素晴らしいアイディアが浮かびました。パンツあたためますか？　でいきましょう！」

　思い返せばＷ編集は常に多忙でした。精神的なストレスも多大でしょう。

　まさかスニーカー編集部も、前途ある若者の将来にパンツを被かぶせてくることはないだろう……私は精神の安定を図るためにも、このタイトルはＷ編集からの粋なジョークに違いない、そう思いこむことに決めました。

　私は苦心の末、渾こん身しんの新タイトルを引っさげ、Ｗ編集に叩たたきつけます。

「分かりました。パンツと一緒に編集長に打診しますね」

　パンツはジョークではありませんでした。スニーカー文庫編集部は噓うそを好まないのです。

　それでも、これで私の人生は安泰でした。パンツに名誉はありません、パンツにあるのはロマンだけです。安あん堵どの息を漏らし、祝いに友人と酒でも飲もう、それだけでした。

　電話が鳴りました。

「編集長にもＯＫ貰もらいました。パンツあたためますか？　でいきましょう！」

　どうもみなさま、お久しぶりです。パンツ石いし山やまです。




　最後に謝辞を。

　ｂｕｎブン１５０さん、Ｗ編集、そしてこの本に携わった全ての制作関係者様。クリスマスの話だから十二月発売だろうと、締め切りを破ったときは山に逃走しようとも考えましたが、世を捨てずに済んだのは紛まぎれもなく皆様のおかげです。謝罪と共に最大の感謝を捧ささげます。

　また前巻でコメントをくださった滝たき本もと竜たつ彦ひこ先生。この世界に踏みいった大きなきっかけであり、それ自体が一つの要素になっているような無茶振りのような本作に、先生自らコメントをいただけて、感涙です。

　そして読者の皆様へ。ありがとうございました。また会える日を心待ちにしております。





二〇一七年　初冬　石山雄ゆう規き　　
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